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昭和 57年度

青森県教育委員会





序

本報告書は，東北縦貫自動車道八戸線の建設に伴

い，路線内に所在する鴨平（1）遺跡の記録保存のた

め，発掘調査を実施し，その結果をまとめたもので

あります。

本調査で，縄文時代早期の土器や多くの遺構が発

見されましたが，特に早期の土器は，この時期のも

のとしては初めて復原できたものであり大きな成果

を収めました。

本報告書が，今後，埋蔵文化財の保護と研究にい

ささかでも役立てば幸いと思います。

ここに，調査の実施及び本報告書の作成にあたっ

て，種々御協力，御指導をいただいた調査員をはじ

め，関係各位に厚くお礼を申し上げます。

昭和58年 3 月

青森県教育委員会

教育長　ニッ森　重　志
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例　　言

1 本報告書は，昭和56年度に実施した東北縦貫自動車道八戸線建設に係る八戸市大

字是川及び三戸郡南郷村大字泥障作に所在する鴨平（1）遺跡の発掘調査報告である。

2 執筆者名は，依頼原稿については文頭に，他は文末に付した。

3 遺構の番号は，確認順に付した。遺構の記載は，種類ごとに番号順としたが，欠

番もある。

4 掲載した地図類は，日本道路公団，八戸市，南郷村から提供されたものを使用し

た。

5 実測図等の縮尺は，それぞれスケールを付してある。写真図版の縮尺は，統一し

ていない。

6 石材の種類鑑定は，青森県八戸高等学校教諭　松山力氏に依頼した。

7 発掘調査並びに本報告書の作成にあたって，次の諸氏から御教示，御配慮を賜っ

た（敬称略，順不同）。近藤義郎，渡辺　誠，石岡憲雄，栗村知弘，市川金丸，工

藤竹久，名久井文明，佐々木達夫，藤沼邦彦，小井川和夫，本堂寿一， 西　励，

野村　崇，小笠原好彦，上野佳也，藤村東男，江坂輝弥，林　謙作，半田昌之，宇

田川洋，嶋　千秋，石本省三，富樫泰時，沢　四郎，大沼忠春，武田良夫，相原淳

一，土岐山武，目黒吉明，芳賀英一，馬目淳一，中村五郎，原川雄二。

8 引用，参考文献は巻末に，注は文末に記し，青森県教育委員会で刊行した埋蔵文

化財関係報告書は巻末に一覧表で，また，本文中で引用した場合は，報告書の刊行

番号，遺跡名，西暦年を記載した。

9 文献の書名，誌名，発行所名などで，省略しても理解出来得るものは簡略化した。
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Ⅰ　はしがき

1 調査に至る経過

東北縦貫自動車道八戸線建設予定路線は，昭和45年 6 月に基本計画が策定され，昭和52年 9

月，その実施計画の認可が下り，同時に青森県と岩手県内の路線ルートが発表された。総延長

41.88㎞の路線のうち，県内ルート分は14.28㎞である。青森県教育委員会では，日本道路公団

の依頼により昭和53年 4 月と11月の二度にわたって，県内建設予定路線内の遺跡分布調査を実

施したところ，周知の遺跡（右ェ門次郎窪，韮窪）以外に，12か所の遺跡と思われるか所が認

められた（161,230㎡）。その後，今後の調査等について両者が協議し周知の遺跡以外の12か所

は試掘調査を行なって，埋蔵文化財包蔵地（遺跡）か否かを決定することとなった。そこで県

教育委員会では，昭和54年 9 ～10月にわたり，その12か所の試掘対象地区のうち本遺跡を含む

6 か所について試掘調査を実施した結果， 2 か所（No. 1 ，10）が除外され，最終的には12か

所が発掘調査対象遺跡となった。また，これらの遺跡は番号で呼称していたが，小字名からと

った遺跡名に変更した。

昭和54年10月，日本道路公団から 5 遺跡の発掘調査の依頼があり，翌昭和55年 4 月からその

調査を実施した。引き続き，本遺跡をはじめ，鴨平（2），昼巻沢，長者森，白山平（2）の 5 遺跡

の発掘調査依頼があったので，昭和56年度にその調査を実施することになった。

本遺跡を発掘調査することになったのは，昭和54年の試掘調査の際，南郷分（発掘調査のＡ

地区付近）の第Ⅶ層から，尖底土器片が出土したことによるものである。なお，昭和57年 3 月

には，昭和55年度に調査した 5 遺跡の発掘調査報告書『馬場瀬（1），（2）遺跡』，『右ェ門次郎

窪・三合山・石ノ窪遺跡』（県埋文第69，70集：1982）が刊行されている。 （北林）

2 調査要項

（1）調査目的

東北縦貫自動車道八戸線建設の工事着工に先立ち，当該路線に所在する遺跡の発掘調査　

を行い，その記録保存をはかり，地域社会の文化財活用に資する。

（2）遺跡名，所在地

鴨平（1）遺跡　青森県八戸市大字是川字鴨平 3 － 3 ， 3 － 4 ほか。

青森県三戸郡南郷村大字泥障作字金引沢13－ 6 ほか。

（3）調査期間，調査対象面積

昭和56年 4 月23日～同年10月31日　12,800㎡

（4）調査委託者

鴨平（1）遺跡　　1983
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日本道路公団仙台建設局

（5）調査受託者

青森県教育委員会

（6）調査担当機関

青森県埋蔵文化財調査センター

（7）調査関係協力機関

八戸市，八戸市教育委員会，南郷村役場，南郷村教育委員会

（8）調査参加者

調査指導員　　小井田幸哉　　青森県文化財保護審議会委員

〃　　　　村越　　潔　　弘前大学教育学部教授，青森県文化財保護審議会委員

調査協力員　　吉田月二郎　　（前八戸市教育委員会教育長）

〃　　　　岩谷喜代美　　八戸市教育委員会教育長

〃　　　　岩織　文弥　　南郷村教育委員会教育長

〃　　　　村上　四郎　　南郷村文化財審議委員

調　査　員　　松山　　力　　青森県立八戸高等学校教諭

〃　　　　滝沢　幸長　　光星学院高等学校教諭（現同校開発局新聞部編集長）

調査補助員　　工藤　　均，中谷　和夫，浅利　哲世，神　　真澄

青森県埋蔵文化財調査センター

所長　　　　　工藤　泰典　　（昭和57年 4 月 1 日から）

前所長　　　　北山峰一郎　　（現県立郷土館副館長）

次長　　　　　古井　睦夫

総務課長　　　森内　四郎　　（昭和57年 4 月 1 日から）

調査第三課長　工藤　泰博

主任主査　　高谷　重彰　　（現県立郷土館総務課主管）

主査　　北林八洲晴　　（調査担当者）

〃 成田　静男

主事　　工藤　　大　　（調査担当者）

〃 藤川　正紀

臨時職員　　米沢　真一　　（現調査補助員）

鴨平（1）遺跡　　1983
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第 1図 鴨平(1)遺跡位置図 (0●印）
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Ⅱ　遺跡の概観

1 遺跡の立地と周辺の地質　　　　　　　　　　　　　　　　　　松山　力

（1）鴨平（1）遺跡周辺地域の地形

東北自動車道八戸線の予定路線及び関連開発予定地のうち，八戸市内のおよそ7.5㎞区間に

は，南から鴨平（1），鴨平（2），昼巻沢，韮窪，長者森，白山平（2），牛ヶ沢（3），鶉窪などの諸

遺跡がほぼ南北方向に連なっている。

青森県南東部のうち，馬渕川～名久井岳東麓～岩手県境～階上岳西麓から北麓～太平洋岸に

囲まれた東西約25㎞，南北約20㎞の地域は，川沿いや海岸沿いの平坦面がよく残された中，低

位の段丘，それより高くゆるやかに起伏する丘陵地（高位段丘），河川の谷壁などの急斜面や

急崖及び海岸や河谷底の低平な沖積地で構成されている。

この地域は，岩手県軽米町を通りぬけ，北々東方の八戸湾に流れ下る新井田川によって 2 分

されている。名久井岳東麓線～馬渕川と新井田川にはさまれた地域は，岩手県北の折爪岳山塊

北部東側山麓から，北々東の八戸湾に向かって，紡錘状にはりだす丘陵・段丘群となっている。

その主体は，標高140～300mの蒼前平段丘高位面が開析された丘陵地で，おもにその北側か

ら北西側に，順次より高度の低い丘陵・段丘群が続いている。

この地域の北半部の南東側には，地域南半部の南郷村鳩田付近に源を発し，北東方へ下り八

戸市是川の差波で新井田川に合流する頃巻川があって，丘陵地を削りこみ，特に下流部では高

さ（丘陵面と谷底部の標高差）最大100m余りの急斜面（谷壁）をつくっている。頃巻川中流

域にあたる南郷村泥障作の北西方，南郷村・福地村・八戸市相互の行政区界の交差する付近か

らは，地域北半部を縦断するように土橋川が流れ，八戸市の売市地区西縁に達している。

土橋川は，八戸市ニッ家付近までは，頃巻川とそれに続く新井田川の西を，ほぼ 2 ㎞の距離

で平行するように北々東へ流れ，いったん北々西方へ向きをかえたあと再びゆるく湾曲して

北々東へ向かっている。西側の丘陵・段丘面の縁辺部と谷底の沖積面との間は，高さ（標高差）

最大60m余りの急斜面（谷壁）となっている。

土橋川最上流谷頭付近（鴨平（1）･（2）遺跡付近）は，標高200m前後のゆるやかに起伏する丘

陵面となっており，ここからやや東よりに北方へ，次第に高度を低くしながら細長くのびる丘

陵・段丘面の背部（稜線に沿う面）は，土橋川と西方を流れる馬渕川の水系の分水嶺に相当し

ている。この背部の中心線（分水界）と土橋川の問は 1 ㎞以内の幅である。一方，土橋川最上

流の谷頭のすぐ西に谷頭をもち，北々西へ下って，通清水の西で馬渕川に注ぐ谷と馬渕川を西

縁とし，背部中心線を東縁とする地域は，北西方へ向かって低くなり，その間をいくつもの小河川

鴨平（1）遺跡　　1983
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が刻んでいる。これらの小河川は，いずれもおしなべてみれば北西へ下り，馬渕川に合する。

土橋川と馬渕川の間に北々東方へ突きだす丘陵・段丘群の幅は，鴨平と通清水の間で 4 ㎞以

上であるが，北方では狭くなり，八戸市根城・売市地区で1.5㎞から 1 ㎞となる。

この地域の丘陵・段丘群は，上位から蒼前平段丘・天狗岱段丘・高館段丘・根城段丘・田面

木段丘に区分でき，そのうち蒼前平段丘・天狗岱段丘は，さらにそれぞれ上位・下位の 2 段に

区分できる。なお，第 2 図は鴨平遺跡付近以北の地形分類図である。

蒼前平段丘は，新井田川より東方の八戸平原地域では広い平坦面が残されているが，この地

域では平坦面に乏しく，ほとんどが開析されて，起伏に富んだ丘陵地となっている。第 2 図で

は，急斜面部を開析地とし，相対的に傾斜のゆるい起伏地から平坦地までを段丘面（丘陵面）

としてある。蒼前平段丘は，丘陵地背面（緩傾斜の丘陵面）の標高が140～300mの高位面と，

標高100～130mの低位面に区別される。

天狗岱段丘は，八戸市域北部の天狗岱付近に広い平坦面をもつ段丘であるが，この地域では

蒼前平段丘同様，かなり開析がすすんでおり平坦面に乏しいが，二ッ家付近と根城地区の南方

の地域（笹子付近まで）及び通清水・法領屋敷とその北東の地域にやや広い平坦面がある。こ

のうち，二ッ家付近と根城の南方の地域及び法領屋敷の北東の地域では平坦面高度が85～

110m余りで天狗岱段丘高位面に相当し，それより低い60m以上の部分が低位面に相当する。第

2 図では，天狗岱段丘相当のうち，比較的急斜面になっているところは開析地としてある。

高館段丘は，この地域では標高30m以上で，比較的平坦面がよく残されているところが多い。

第 2 図では，段丘崖及び開析された斜面も含めてある。

根城段丘は，標高15m（一部15m以下）以上の，よく残された平坦面をもつ段丘である。田

面木段丘は，最下位の洪積段丘で平坦面傾斜がやや大きい。

土橋川谷頭部付近にある鴨平（1）･（2）遺跡と，土橋川下流から西へ1.5㎞離れた鶉窪遺跡を除

いて，その他の遺跡は，いずれも土橋川の西方 1 ㎞以内にあり，丘陵の背面（稜線に沿う面）

上あるいは西から背面にくい込む小河川の谷頭の斜面上に位置している。

（2）鴨平（1）遺跡の立地

すでに述べたように，鴨平（1）･（2）遺跡は，土橋川谷頭付近の，蒼前平上位段丘に相当する

丘陵面上にある。

このうち，鴨平（1）遺跡は，土橋川谷頭の南側を土橋川の東側に沿って，南西から北東方へ細

長くのびる丘陵背面部にある。本遺跡のすぐ西側は，南郷村・福地村・八戸市相互の行政区界

の交差点になっていて標高196mである。この地点から南西方には小谷が下り，約 1 ㎞南の泥障

作付近で頃巻川に合流している。また，この交差点の西は，通清水付近で馬渕川に注ぐ谷の谷

鴨平（1）遺跡　　1983
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遺跡の地質

頭となっている。行政区界の交差点の北東200m付近に，丘陵背面部上の一つの頂部があり，

標高200m余りを示し，この頂部と行政区界の交差点との間を，泥障作へ下る小谷の谷頭から

ほぼ北方へ，背面部を斜めに横切るように発掘調査が行なわれた。

鴨平（1）遺跡付近から土橋川に沿って南から北西方向に東側へのびる丘陵背面部があるほか，

本遺跡を含む背面部の頂部からさらに，北方・北々西方および東方へも丘陵背面部が分岐して

いる。そのうち東方へ向かう丘陵背面部は， 1 ㎞余りで北東へ折れ，番屋付近から北へ曲り，

二ッ家付近で比較的広い平坦地となる。また本遺跡の南西側は急斜面となり，標高差60m程度

の頃巻川谷底に下っている。

要するに本遺跡は，なだらかに起伏する丘陵背面部が西方に分岐する丘陵面頂部の一つに位

置し，換言すれば，四方に流れ下る谷の谷頭部の集まるやや広い丘陵面の頂部から谷頭斜面部

に立地している。

（3）地質の概略

新井田川と馬渕川下流から名久井岳東麓線にはさまれた地域の地質層序は第 1 表のとおりで

ある。この地域の基盤は，おもに先第三紀の古期岩類及び第三紀中新世の安山岩や火山砕屑岩

類である。名川町の如来堂川に沿った地域，南郷村市野沢中心街及び同村島守盆地を結ぶ線の
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南側地域では，チャート・輝緑凝灰岩・粘板岩・砂岩などの古期岩類が卓越している。それよ

り北方の地域では第三紀の安山岩と地層が卓越する。そのうち泥障作以北の地域では，おもに

第三紀中新世の安山岩と火山砕屑岩が基盤となっており，一部の地域ではその上に鮮新世の礫

岩・砂岩・シルト岩などの地層が重なっている。

これらの基盤岩類を覆っている丘陵・段丘群では，洪積世の段丘堆積物や褐色火山灰層（ロ

ーム層）と，沖積世の火山砕屑物・黒色土類が分布するほか河谷底には軟弱な沖積層が存在する。

洪積世の水成段丘堆積物は厚さ数m程度堆積しているが，ところによってはそれより厚い砂

礫層が堆積して，チャートや安山岩の礫が多く認められている。

褐色火山灰層（ローム層）は，下位より天狗岱火山灰層・高館火山灰層・八戸火山灰層の 3

層に分けられる。天狗岱火山灰層は，厚さ数m以内で，数10㎝程度の粘土質浮石層を 2 ～ 3 枚

はさんだ固くしまった暗褐色（チョコレート色）火山灰層である。また，高館火山灰層は，天

狗岱火山灰層よりはやわらかく，明るい色調の褐色火山灰層であるが，なかには数枚以上，そ

れぞれに特徴がある厚さ数～数十㎝の粘土質浮石層をはさみ，5～8m程度の層厚をもっている。

なお，天狗岱火山灰層は，天狗岱段丘よりも上位の丘陵地や平坦地に，また高館火山灰層は，

高館段丘よりも上位の丘陵・段丘群に分布

するほか，根城段丘では高館火山灰層の中

部よりも上位にのっている。八戸火山灰層

は，灰白色～明黄褐色の砂質火山灰と浮石

層の互層及びその上位の明褐色火山灰層で

構成される。互層部は，下位からⅠ～Ⅵの

6 層に区分され，Ⅰ・Ⅲ・Ⅴ層は砂粒大の

浮石粒を主体とする粘土質砂質火山灰層，

Ⅱ・Ⅳ・Ⅵ層は粒径 0.5～数㎝の浮石を主

な要素とする浮石層で，八戸の市街地では

Ⅰ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ層が厚く，Ⅱ・Ⅲ層が数㎝

程度と薄くなっている（第 2 表）。

その合計層厚は，八戸市中心域で80㎝から 1 mであるが，北と南では薄くなり，鴨平（1）･（2）

遺跡付近では50～70㎝余りとなる。また，各火山灰の厚さも変化し，鴨平（1）･（2）遺跡付近では

Ⅳ層が数㎝程度とかなり薄くなっている。上位の明褐色火山灰層は粘性に乏しく，上限はふつ

う黒色土層に漸移するが，ごく一部の地域では明褐色火山灰の上に橙褐色火山灰層がのってい

て，三辻利一氏（奈良教育大）の火山灰蛍光Ｘ線分析資料によれば，二ノ倉火山灰層に相当す

る可能性がきわめて大きい。なお，鴨平（2）遺跡では，この火山灰層中に爪形文土器片が含まれ，
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その下底部には厚さ数～10㎝の黄灰色浮石層とその上に接する厚さ数㎝の淡青灰色砂質火山灰

層が伴われていた。

地表直下の黒色土類中には，下から南部浮石層・中掫浮石層・十和田ｂ降下火山灰層・十和

田ａ降下火山灰層・苫小牧火山灰層など，少なくとも 5 枚の火山砕屑物層がはさまれる。

南部浮石層は，粒径0.3～ 2 ㎝程度の黄橙色～明褐色～赤褐色の浮石が密集した，未膠結で

くずれやすい，粗粒砂大の火山岩片のまじる浮石層であるが，昼巻沢遺跡よりも北方の地域で

は分布してない。中掫浮石層は，おもに砂粒大の黄色浮石層が未膠結状態で密集した浮石層で

あるが，本地域では，ところどころで厚さ10～30㎝の連続した地層となっているほかは，厚さ

5 ～20㎝の浮石密集塊として断続するところもあるが，多くの場所では黒色土と混合した土層

となり，年代の大まかな示標とはなっても，厳密な年代示標層とはなり得ない。

十和田ｂ降下火山灰層は，噴出源の十和田湖の東側20㎞以内では，下半が白色浮石，上半が

青灰色砂質火山灰の 2 層で構成されるが，その外縁地域では白色浮石部のみが分布する。本遺

跡では，粒径0.2～0.6（最大 2 ）㎝の固い白色浮石の集まる 1 ～ 5 ㎝の厚さの浮石層が局部的

にみられるにすぎず，一般にはその浮石が黒色土中に散在する状態のところが多い。

遺跡の地質



十和田ａ降下火山灰層は，灰白色～淡灰黄色のシルト状細粒火山灰層であるが，本地域では

歴史時代奈良・平安期の遺構や小谷跡あとのような当時の凹地の覆土中に，レンズ状の形態で

垂れさがる最大層厚数㎝の薄層として，ところどころにみられるにすぎないが，鶉窪遺跡では

その上位の苫小牧火山灰層とともに最大層厚が20㎝程度の例がみられた。

以上の，黒色土層中に含まれる沖積世火山砕屑物層及び八戸火山灰層の降下年代については，

第 4 表を参照されたい。そのうち，中掫浮石層の降下年代については，最近岩手県北及び十和

― 10 ―
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田市の遺跡で，遺構の時代との関係から，絶対年代はともかく相対年代の上で縄文時代前期後

前期後半にさかのぼる可能性が強まっている。十和田ａ降下火山灰については10世紀頃，また

二ノ倉火山灰については9000～ 1 万年前の降下と考えられる。

近年になって，十和田ａ降下火山灰層より数10～200年後の間の降下と考えられる苫小牧火

山灰層ともう一つの降下火山灰層の存在が，町田洋氏らの研究と三辻利一氏の蛍光Ｘ線分析資

料から明らかにされ，本遺跡，鶉窪遺跡，根城跡をはじめ，いくつかの遺跡でその存在が確認

されている。

遺跡の地質
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2 周辺の遺跡

本遺跡の周辺には数多くの遺跡が所在している（
（注 1 ）

第 3 図，第 5 表）が，これらの遺跡の概要

についてふれてみたい。

（1）遺跡数

昭和36年から38年にわたって県内全域を対象とした分布調査が実施されたが，その結果は『青

森県遺跡地名表
（注 2 ）

』，『全国遺跡地図（青森県
（注 3 ）

）』にまとめられた。この時点の遺跡数は八戸市27か

所，同南郷村 5 か所，同福地村 1 か所，同名川町 8 か所，階上村（当時） 7 か所であった。その

後，新産業都市建設事業，東北縦貫自動車道八戸線建設事業，農業基盤整備事業，桔梗野工業

団地造成事業等，各種開発事業が計画され，それに伴い周知の遺跡及び一般に公開されていな

い新規登録の遺跡が破壊されるおそれがあるため，青森県教育委員会では再び『青森県遺跡地

図，同遺跡地名表』を刊行
（注 4 ）

した。それによると，八戸市152か所，同南郷村53か所，同福地村26

か所，同名川町40か所，同階上町27か所の遺跡が登録されており，第 1 次分布調査時の遺跡数の

5 倍から26倍にも増加している。そのほか，『八戸新産業都市開発整備事業
（注 5 ）

』，『国営八戸平原開

拓建設事業』
（注 6 ）

等に係る遺跡分布調査によって，遺跡数は更に増加しているものとみられる。

（2）遺跡の概況

前記『青森県遺跡地図，同地名表』に基づいて，本遺跡から直線距離で10㎞以内に所在する

これら遺跡を2.5㎞ごとに区分して，市町村別に述べてみたい。半径2.5㎞以内に所在する遺跡

は，八戸市 2 か所，南郷村 5 か所，福地村 1 か所である。

八戸市の 2 か所は，一里塚（江戸時代）と縄文遺跡である。後者は，昭和56年度に当センタ

ーが調査を実施した鴨平（2）遺跡で，北限の爪形文土器（草創期）などが出土し，その報告書

は本書と同年次に刊行されるが，概要はすでに『埋文あおもり』
（注 7 ）

に収録されている。

南郷村の 5遺跡中，本遺跡と関連性がありそうな遺跡は，沢口，下坂，馬場瀬（1），同（2）の

4 か所で，沢口と下坂の両遺跡は，縄文後期，晩期の遺物が発見されている。馬場瀬（1），同

（2）遺跡は，昭和55年度に当センターが発掘調査を実施し，報告書も刊行
（注 8 ）

されているが，前者

は縄文後期中葉の集落跡である。

福地村の 1 か所は，昼巻沢遺跡で，昭和56年，57年度の 2 か年にわたり，当センターが発掘

調査を実施した。その報告書は58年度に刊行する予定である。

半径 5 ㎞の範囲内に所在する遺跡（前記2.5㎞以内の遺跡を除く，以下同じ）は，八戸市 9

か所，南郷村22か所，福地村11か所，名川町 2 か所である。

八戸市の 9 遺跡中 3 か所は，一里塚，城跡，土師器出土地である。残り 6 遺跡のうち 1 か所

は，縄文前～晩期の遺跡（昼場）で，他は縄文早・晩期，中・近世の遺跡が 1 か所（長者森），

縄文後期の遺跡 4 か所である。この中で，韮窪遺跡は，昭和57年度に当センターが発掘調査を

鴨平（1）遺跡　　1983
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実施し，縄文中期末～後期初頭の集落跡などを検出したが，報告書は昭和58年度に刊行される

予定である。

南郷村の22遺跡は，同村の遺跡総数（62か所）の約 3 分の 1 に相当する。複合した時代，時

期の遺跡が多く，縄文早期 1 か所，前期 4 か所，中期 7 か所，後期10か所，晩期10か所，奈良

時代の古い土師器・須恵器が出土した遺跡 1 か所，一里塚 2 か所，館跡 2 か所，土師器（平安

時代か）などの遺物を出土する遺跡 5 か所等であるが，弥生時代の遺物出土地は未だ地名表に

記載されていない。縄文後期，晩期の遺跡が多い点が注目される。

福地村の11遺跡は，同村の遺跡総数22の 2 分の 1 に相当し，縄文後期 8 か所，晩期 3 か所，

縄文時代と歴史時代（土師器）の複合遺跡 3 か所，歴史時代（土師器ほか）の遺跡 2 か所等が

知られている。

名川町の 2 遺跡は，縄文後期，晩期（大洞Ａ′式）と土師の複合遺跡 1 か所，時期不詳の縄

文時代の遺跡 1 か所である。

周辺の遺跡を半径7.5㎞まで拡大すると，前記の市町村のほかに階上町と岩手県軽米町が加

わるが，岩手県分については割愛する。この距離になると，八戸市59か所（70），南郷村20か

所（47），福地村10か所（22），名川町 4 か所（6），階上町 3 か所（3）となる（（ ）内は7.5㎞以

内の延遺跡数
　(注 9 )　

）。

八戸市の遺跡の半数，南郷村・福地村の遺跡の半数がこの範囲内に入ることは，当時の近隣

集落がどこに所在したのかを示唆しているのではなかろうか。

八戸市の59遺跡中の30余りが縄文後期の遺跡と歴史（奈良・平安）時代の遺跡が重複してい

るが，これは，その立地（占地）のあり方を特徴的に物語っている。これらの遺跡は，縄文早

期の遺物出土地 1 か所，前期 9 か所，中期10か所，後期31か所，晩期10か所，奈良・平安時代

32か所，中世 1 か所，近世一里塚 2 か所などに分けられる。この中で，是川遺跡（中居，一王

寺，堀田など）は，国の重要文化財指定遺物の出土遺跡として世界的に有名である。また現在

のところ青森県では唯一の古墳群である鹿島沢古墳群もこの範囲内にある。

南郷村の20遺跡は，奈良時代 1 か所，一里塚 2 か所，時期不詳の縄文時代 1 か所，縄文早期

1 か所，前期 3 か所，中期 5 か所，後期12か所等重複しているが，ここでも縄文後期の遺跡が

多いことが特色である。

福地村の10遺跡は，中・近世 1 か所，土師器を伴う歴史時代 5 か所，縄文前期，中期各 1 か

所，後期 5 所，晩期 3 か所等が重複し，後期の遺跡が多い点は他の市町村と同様である。

名川町の 4 遺跡は，土師器を伴う歴史時代 2 か所，縄文前期，中期各 1 か所，後期 4 か所等

が重複し，ここでも後期の遺跡が多い。

階上町の 3 遺跡は，縄文前期，中期各 1 か所，後期，晩期各 3 か所等が重複し，縄文後・晩

周辺の遺跡
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期が多い。

周辺の遺跡を半径10㎞まで拡大すると，八戸市21か所（91），南郷村 7 か所（54），福地村 5

か所（27），名川町16か所（22），階上町 1か所（4）が認められる。（（ ）内は10㎞以内の延遺

跡数）遺跡の延べ数をみると，八戸市の 3 分の 2 ，南郷村，福地村ではほぼ総数，名川町の半

数に相当する。

八戸市の21遺跡は，江戸時代の窯跡 1 か所，中世以降の城館跡 2 か所，土師器，須恵器など

の出土地 7 か所，縄文早期 5 か所，前期 7 か所，中期 5 か所，後期 7 か所，晩期 3 か所などが

重複している。縄文時代の遺跡中 2 か所は，早期から晩期にわたる遺物が出土している。

南郷村の 7 遺跡は，古墳・奈良時代 1 か所，縄文中期 1 か所，後期 6 か所，晩期 3 か所等が

重複し，後期の遺跡が多数を占めている。

福地村の 5 遺跡は，すべて縄文時代に位置づけられ，縄文時代前期 1 か所，後期 4 か所がある。

名川町の16遺跡は，奈良・平安時代の土器などの出土地 6 か所，弥生時代 1 か所，縄文早期

2 か所，中期 2 か所，後期13か所，晩期 5 か所等が重複し，やはり後期の遺跡が多い。

階上町の 1 遺跡は，縄文時代中・後・晩期の土器などが出土している。

以上，周辺の遺跡について，市町村別，距離別に，遺跡数や時代，時期を概観してきたが，

本遺跡から直線距離にして10㎞以内には，約200か所の遺跡が所在し，それらの複合状況をお

よその時代・時期別に分けてみると，縄文時代244か所，弥生時代 1 か所，奈良・平安時代67

か所，中世 5 か所，近世（江戸時代） 8 か所となる。具体的に，本遺跡と直接的な関連性があ

る遺跡を摘出するには，これまで実施された中居，田ノ上，前平（2），右ェ門次郎窪，三合山，

馬場瀬（1）など（早期，後期，晩期）の遺跡から発掘した資料と比較検討することが必要であ

ろう。本県では縄文時代後期初頭の遺跡が多いが，この点を究明して行くとそこに潜在した当

時の気象状況，縄文海進などの問題にも波及することが予想されよう。 （北林）

注

1 青森県教育委員会　1978 『青森県遺跡地名表』，『青森県遺跡地図』。

2 青森県教育委員会　1962～1964。

3 文化財保護委員会　1967。

4 注 1 に同じ。

5 地域振興整備公団　1978。

6 青森県教育委員会　1979 第64集，第65集。

7 青森県埋蔵文化財調査センター　1982 第 1 号。

8 青森県教育委員会　1982 第70集。

9 遺跡延べ数が多いのは，複合遺跡の場合は，時代・時期別に分割したためである。以下同じ。

鴨平（1）遺跡　　1983
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周辺の遺跡

く八戸市＞
第 5表周辺の遺跡地名表(1)

注：縄は縄文時代を示す

No 遺跡名 所在地 立地 種別 時 代地 H 出t品・遺構 保管先 文 献• その他

台地 縄、弥生 境内 （貝殻腹縁文） r. 器片 八戸水産高校歴

1 蕪島 蜘 I字鮫 包含地 石斧、石鎌、石匙、石

海雖細 （続縄文） 荒地 錘、続縄文L器 史民俗資料館

台地 畑 （円筒下層式、壺形、 溌久保遺跡調査報告」音喜多富寿

2 箆久保 鯨 I字維久保21 ' 縄（前～後｝ 注目上器、深鉢形） 音喜多富痔

（舌恥 宅地 土器、石器 (S29)文化庁、県教育委員会報告

紐T字牙•石本 台地 (Pl筒上層式）土器 奥史苑第1号所収、音喜多富弁「八戸周辺に於ける貝塚の自然置物」
3 林通り 貝塚 縄（中） 宅地 東京大学 人類学笛は鈴木尚「本升廿U品に於ける近世アイヌの痕跡について」

町 （斜面） 石銭、アイヌ人骨、他 S26, 462巻1号

台地

4 盲久保 鰊町字鮫盲久保 包含地 縄（後） ' 縄文上器片 八戸水産尚校

海哨紛

台地

5 古馬屋 釦字古烏屋 ,, 縄（早） 畑 ,, 慶応大学

（舌状｝

台地 （貝殻腹縁文）土器

6 白浜 鮫 I字姥懐 ,, 
＇ ＇ 石槍、石鏃、石斧 ' 

1斜面） 石錘、他

7 榛沢 紐I字榛沢 台地 ,, 
＇ ' （押型文）土器片 八戸水産高校

台地 畑 （尖底土器、円筒下層 音喜多富寿八戸

8 冷水 鮫町裕水33 ＇ 縄（早～中）

活状） 宅地 式）土器 鮫中学校

（貝殻腹縁文）土器片

9 下松苗場 鮫町字蟻f 台地 ＇ 縄（早I 畑 八戸水産而校

石錘

鰈 I字先祖ヶ久 台地 （貝殻腹縁文）土器片
10 小舟渡平 ,, ケ 荒地 慶応大学

保 （斜面） 石斧、石錘

（円臼下•上層式）土 慶応大学
11 熊 J林 鰈 I字熊ノ林 台地 貝塚 縄（前中） 畑 器、貝類、魚骨類、石 八戸光星~院

匙、石鏃 高校

（円筒上層式、大i祠A
12 骨沢 鮫 J字骨沢 " “ 縄（中・晩i ' 式）上器片、貝類、魚 慶rl•大学

骨、石銭

縄文」．器、石器、木器 八戸市教育委員 固の重文指定、史前学雑誌第2巻第4号滉111研究号）小金井良精、
13 中居 是Iii字中居 ， 

' 縄（早～晩 宅地 玉、土偶、赤染、人

骨、上猥墓、他 会、是/ii考古館 喜多貞吉，丸リ柏、明湧、人類学雑誌

（円筒下・上層式）土 清水寺東京大学

14 ・ 王寺11是Ill字一王寺 ＇ ' 縄（前中） 畑 八戸市教育委員 県重宝指定

器、貝塚、骨角器 会、是Ill考古館

15 ー王寺21是Ill字中居 ,, 
' ’ 果樹園 上偶 消水寺 ‘’ 

16 留流 t日市字留流6 ク ' 
,, 畑 （円筒r層式）土器 八戸是川中学校

東母袋子 是Ill字東母袋子 八戸是川中学校
17 “ ＇ 縄（晩） “ （壺形）土器

111 28 詞葬助

東母袋子~ 是Ill字東母袋子• 畑 八戸是/II中学校
18 ＇ ‘ 縄（前～後｝ 縄文土器 八戸是Ill東小学

121 36-1 牧草地 校

（噂下層d,・d, 式） 早稲田大学

19 蟹沢 妙字蟹沢 ,, ,, 縄（前） 畑
石器類、人骨 慶応大学
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第 5表周辺の遺跡地名表(2) 注：縄は縄文時代を示す

No 遺跡名 所在地 立地 種別 時 代地 H 出七品・遺構 保管先 文 献• その他

畑 八戸市歴史民俗

20 蟹沢窯跡 妙字蟹沢 台地 窯跡江 戸 淘器、瓦

山林 資料舘

畑 縄文土器片

21 糠塚 樹字南糠塚33 低地 包含地 縄（後） 石錘 大久保椋太郎

校有地 勾玉

類帽子~ 包含地 譴七器、石斧、石錘 「類家柑召岳敷貝塚発掘調査報告」栗村知弘（奥南史苑第6号）
22 類家二丁t ,, 縄（早I 畑 八戸高校

屋敷貝塚 貝塚 貝類、魚竹類 県文化財保護協会八戸支部発行

赤御堂 貝塚 尖底上器、石器、魚骨、 燐中学校 「三戸郡大館村tH市赤御堂貝塚調査略報」江坂蘇弥（島肯史苑第2
23 +u市字赤御堂 台地 縄（早•前後） ' 鳥骨、獣骨、貝類、装 月1

貝塚 住居跡 身具類、竪穴1甘吾跡 慶め大学 県文化財保護は会八戸支部発行

白浜式貝殻腹緑文土器 考古ネ年報S狛年度
24 館平 新井日字館平22 ＇ 包含地 縄（早I ，， 慶応大学

石鉄、石器（ヘラ恥 H木考古千協会発行

鹿島沢 根城字鹿島沢34 歴 史 須患器、十師器、鉄殷 「八戸暉尉鵡島沢古墳群調査略報」紆＃多富寿（奥南史苑第4号i
25 ＇ 古墳 ' 直刀、金現、 jJ十，ガ 音喜多窟序 S35 3月頂戸rli鹿島沢古墳群踏査予報」江坂薙弥、音喜多富寿

古墳 35 （奈良～平安） ラス小玉 （史想第9号IS33 

「八戸周辺に於ける貝塚の自然遺物」

26 八幡且塚 八幡字館ノ下 ＇ 貝塚 縄（晩） 宅地 縄文上器， 6器 慶応大学

音喜多富弁（奥南史苑第 1 号•所収）

（押型文，貝殻文）土 「八戸市日け遺悦調査報告」

27~ 計 河原木字Btt ＇ 包含地 縄（早） 碁地 ＇ 
器片、石器 笹津偏羊（二田史学第3瀦滞1号）

長七谷地 貝塚 縄文上器片、竹角器、 青森県教委・八戸市教育委員会で発掘調査

28 市111字長七谷地 ,, 縄（早・後） 畑 石器、貝類、竪穴住居 県教委

貝塚 集落跡 跡、ピJト 県埋文51、57襲、八戸市埋文3、8集

29 水野 是川字水野18 ‘’ 包合地 縄 文 ＇ 磨製石斧 加藤泰男

台地 泊浜式、吹切沢式） 大久保源太郎
30 田向 田向 ，， 縄（早I ＇ （舌籾 土器片石錘、石斧 八戸水産高校

大久保字野場小 丘陵

31 野場小屋 “ 縄（後） 畑 縄文t器片 八た水産高校

屋 （端）

32 石手洗 石手洗字r平 台地 ,, 縄（早～晩｝ ,, 
＇ 岩館鉄蔵

台地 八戸,ti教育委員
33 贔地 新井出字重地 ＇ 縄（前） ＇ 囲筒下層式）上器

（斜面） 会

田面木字外久保 縄！中）
34 田面木 ' ＇ 歴史（奈良～ ,, 縄文土器片、上師器

15 平安）

35 直渡 楷引字直渡 ＇ ＇ 縄（前・中） ’’ 縄文土器片、 1.器

台地
36 酉長根 t日市字長根19 ,, 縄（中） 基地 （円筒上層式）土器 加藤泰男

(ioJ虞

台地
37 鍋久保 沢里字鍋久保 ,, 縄（後） 畑 縄文土器片 音喜多富寿

（斜面）

38 千石屋敷 八幡字千石屋敷 台地 ＇ 縄（晩｝ 校有地 ＇ 
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第 5表周辺の遺跡地名表(3)
注：縄は縄文時代を示す

め 遺袴名 所 /1地 立地 稀別 時 代地目 出土晶・遺構 保管先 文 献その他

新井田キ市子林 士師器片、須恵器片、 八戸市教村委員 「市7-林遺肱紐報告書」 1~5 11 5 
39 巾・十林 台地 i嘩蹄歴 史 校有地

17 かまど跡 会 八戸市教育委員会

台地
40 笹Ji凡]I尻内町字笹ノ沢 包含地 ,, 附輝 土師器片

（科面）

11 笹／；凡21 ＇ 
,, '，縄（中） 畑 縄文土器片

42 笹Ii凡31 ヽ
＇ '，縄（前） ' ケ

市川町字古場蔵 丘陸 歴 史

43 古場蔵li 住居枕 ,, 土師届片．

1の36 （端） （平安～鎌倉）

市川町字IHI成
44 譴蔵21 台地 散布地 歴 史 ’ ＇ 頭］のI

尻内町字中熊If) 台地

45 中熊の沢 ，， 縄 文 ＇ ＇ 沢 （斜面i

尻内町字北熊沢

46 北能の沢 台地 包含地 歴 史 ＇ 土師器片、石鏃
33の7

加町字田端山

47 田端廿l ,, 
‘’ ヽ ヽ t師器片

3の1

尻内町字泉沢29 丘陵

48 泉沢 Ill 散布地 縄（前・中） ,, 縄文＿十器片~

の45 （端）

悦内町字尿沢29
49 泉代 121 ” ” 縄（前） ケ (「j筒下層式）土器片

の10

尻内町字泉沢29 （円筒卜母式It器片
50 尿沢(3) ,, 包含地 縄（前～後） ' 

の1 石匙

尻内町字西熊の 縄 文
51 西熊の成 " 骰布地 ,, 縄文土器片、土師器片

沢 歴 史

52 荒猪の沢 櫛引ア荒猪の沢 台地 ケ 歴 史
,, 土師器片

楷引字岩の沢平

53 岩の沢平 ＇ 包含地 ＇ ＇ I: 師器片、須恵料片
19 

卿批I字大仏2S 丘陸
54 k fl、 散攣 ク9

“ 土帥器片
IJ)2 （端／

市111,i字和野前 縄（早•前） 縄文土器片、土師器、
55 柑野前山 ' “ 弥 生

,, 須恵器、住居跡、弥生 県教委 昭和5蘭溌掘調在

山16 歴 史 一十器、 ピ／ ト

56 白椛 櫛引字白椛 丘陵 ，, 縄（晩｝ ,, （壺形I!: 器片、石斧

台地 縄（早） （尖底土器）石器、住
57 売場 iij原木字売場 包含地 原 If 居跡、J:/lli器、須恵器、 県教委 昭和；4、55、57年紺転麟

（斜面） 歴 史 鉄器
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第 5表周辺の遺跡地名表(4) 注：縄は縄文時代を示す

出紐名 所在地 立地 種 別 時 代 地目 出土品・遺構 保管先 文 献• その 他

歴 史畑

58 -8市 櫛引字一日市 台地 散布地 土師器片、須恵器片

（平安中世） 果樹園

59 仕場 上野字昼場 ,, 包含地 縄（前～晩） ' 縄文土器

畑 I: 師器、須恵器、鉄製 向谷地芳久
60 石橋 新井田字石橋 ，， 住居跡 歴 史

宅地品

丘楼 歴 史 八戸市歴史民俗

61 細越 松郎＃幽 包含地 畑 土師器

（端） （奈良• 平安） 資料館

台地 荒地 縄土器、石器
62 松館 松館字門前 貝塚 縄（前～晩） ,, 

（裕面） 水田 翫 、魚骨

縄文上器片，石斧、石 J¥戸市教育委

63 堀田 是Ill字堀田 台地 包含地 縄 （中～晩） 草地 鏃、竪勺l眠跡、絹石 「是Ill掘田遺跡」緊急発掘調査報告書、八戸市教育委員会

” 員会

畑 S4岬度国指定史跡「八百市根城跡第次調査略報」八戸市教育委員
64 根城城跡 根城

＇ 城跡 歴史（中世） 水 ff] 会

宅地 八Fボ埋文2集「根城通信」 1-3

小峠 訪 （慶長9年 「燭出」 S34、小井川澗次郎著 「八戸覚之差 S40、小井Ill潤次
65 是Ill字,,濤 ケ 一里塚 山林 郎著「岩手県史」第5巻近世編、岩手県「特集／＼戸の交通」・上杉修著、

一里塚 ～承応2年） 「奥南史宛」第5号、S35、上杉修苓「維苔」魁岡南器藩の藩庁8記

十文字 山林

66 是Ill字十文字 ク

＇ ＇ 
,, 

一里塚 果樹団

天瞑 -rB巾字矯44 「埠柑あ S34、小井川潤次郎著「八戸覚之号」 S40、小井111潤次
61 ク ' 

,, 山林 郎著「岩手県史」第5巻近世編岩手県「特集八戸の交通」上杉條著「奥
一里塚 のI 南史菟」第5号、 S35,,

貝 塚 畑 縄文土器、 t梨品、 石 「松ヶ崎貝塚且衡尺幸長

68 松 ヶ崎 j-日巾字松ヶ崎 ,, 縄 （前～後） 斧ふ匙、石錘、石簾

包紺也 宅地 n然遺物、貝類 八戸光星学株蒻叔

根城字牛'TiR牛 丘阪 縄（中～晩｝ 縄文上器片、土師器片
69 牛ヶ洞11 包含地 畑

ヶ窪 （斜面） 歴 史 須恵器片

70 中崎 鮫 J字中崎 ケ 縄 （前～後） ，， 縄文土器片、石器

縄（後～晩）

11 上野平Ill田面木字t野平 台地 散布地 ク 縄文土器片、土師器片

歴 史

台地
72 上野平121 “ ，' 歴 史 ,, 土師器片

（斜面）

73 盲堤沢Ill田面木字盲堤沢 ， ,, 
＇ 

ケ

‘ 

74 盲堤沢121 ケ ' 包含地 縄 （後） ' 縄文土器片

75 盲堤沢131 ‘’ 
,, 散布地 ＇ ' 

,, 

縄 （中 ・後）

76 盲堤沢141 ' ＇ 
,, 

' 叡士器片、土師器片
歴 史
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第 5表周辺の遺跡地名表(5) 注：縄は縄文時代を示す

凡 遺跡名 所在地 立地 種別 時 代 地 H 出土品遺構 保管先 文 献，その他

縄（中・後） 縄文土器片、土師器片、

77 酒芙平 Ill面木ギi酎評 台地 包含地 畑
歴 史 土錘

出面木

78 田面木字赤坂 ,, 散布地 縄（後） ” 縄文土器片、土師器片

赤坂11)

Ill面木 丘陵

79 み 包含地 ‘’ ‘’ ＇ 
赤坂121 （斜面）

田面木

80 ，， 散布地 ，， 
＇ 

，， 

赤坂131

早～晩期上器、石器、国

81 戦窪 Ill面木字汎窪 台地 ， ，' ， 分寺下層式土師器、勾 限教委 昭租迅年発掘調立、県埋文7雑i
玉、土玉、砥石、鉄呂

縄（後・晩l
82 大久保11根城7-14 ,, 包含地 ,, ヽ

歴 史

83 内沢 根城字内沢 ，， 
＇ 縄（後｝ ，， 縄文土器片~

台地
84 牛ヶ沢12)根城字牛ヶ沢 ' ケ ， ケ

（斧面）

縄（後）

85 牛ヶ簿II根城字牛ヶ窪 ,, 
＇ 

,, 縄文土器片、土師器片

歴 史

縄文土器片、士帥器片、

86 大久保121根城字大久保 ＇ ＇ 
,, 

’ 
石錘

87 牛ヶ窪21根城字牛ヶ窪 丘陵 散布地 縄 i中） ， 縄文土器片

88 +ぃ~呂 汎里字古宮 台地
，, 歴 史 ケ 土師器片

湯浅屋 沢里字漸蜘新 丘陵 縄（前）

89 包含地 ，， 縄文土器片、土師器

新l!llll Ill （斜面） 歴 史

90 n山平111根城字白山平 丘陵 散布地歴 史 ,, 土師器片

湯浅屋 沢里字湯浅屋新 縄（前）

91 , 
＇ 

，， 縄文土器片、土師器
新Ill121 Ill 歴 史

昭梱前：発掘岡査

92 白山平121根城字臼山平 ,, ,, 縄（後） 山林 縄文土器片、土師器 県教委

昭柑57年発掘誕査

93 丹後¥111根城字丹後平 . ，， “ 畑 ，， 

丹後 丘陵 縄（前～後） (H納式）土器片、
94 根城字丹後谷地 包含地 ‘’ 

谷地(!) （斜面） 歴 史 土師器片

丹後 根城字丹後谷地 縄（後）

95 ' ケ

“ 縄文土器片、土師器片

谷地i21丹後平 歴 史
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第 5表周辺の遺跡地名表(6)
注：縄は縄文時代を示す

NJ 遺跡名 所在地 立地 種別 時 代 地 H 出土品・遺構 保 管 先 文 献• その他

丘陵 縄（前・後） It! 要内式）上器片、
96 丹後平121根城字Pl後平 包含地 畑

（斧面） 歴 史 土師器片

縄（後i 縄文土器片，土師器片、

97 丹後弔31 ,, 丘陸 散布地 ' 
歴 史 石斧

丹後

98 根城字丹後谷地 ，， 
＇ ・ヽ ,, 縄文土器片、土師器片

谷地131

丹後 丘陸
99 ，， ,, , ， ,, 

谷地14! （斜面）

丹後
100 ' 台地 ‘’ 

,, 
' “ 

谷地15)

101 笹子ii)根城字笹十 丘陸 ,, 
＇ ＇ ＇ 

102 笹子121 ＇ 
,, ,, 縄（後） ＇ 縄文土器片

lllilii木平 日面木字出面木 縄（後） 畑 （十腰内式） I. 器片、
103 ク 包含地

111 平 歴 史 牧草地 土師器片

田面木平
104 ＇ 

,, 散布地 歴 史 雑種地 土師器片

121 

日面木字鳥J木

105 鳥J木沢 ，， 
＇ 縄（後i ' 縄文土器片

沢

丘陸 山林 縄文上器片、石器、住

106 韮窪 田面木字韮窪 包含地 縄（後・晩 県教委 賠祖,7年発掘調査
R面） 畑 居跡、ピJト

丘陵

107 笹の沢頭 坂牛字笹の沢頭 散布地 ＇ 雑種地 縄文土器片~

（端）

108 小鍋沖 市川町字4頷沖 ‘’ ケ 歴 史畑 土師器

109 古場蔵 市川町字古場蔵 ＇ 縄（晩） 原里f 縄文土器片~

市111長者 市川町字長者久 丘陸

110 ＊ヽ 縄（後） 畑 ＇ 
久保111保 （端）

市Ill長者
lll ' ＇ ＇ 縄（前・後•晩） 畑 縄士器片、石器

久保121

河原木字大タル
112 大タルミ ‘’ ＇ 歴 史 畑 土師器片、ピ；卜 県教委 昭和7年発

ミ

縄（前・後•晩） 縄文土器片、続縄文t
113 見 山11河原木字見立ID ヽ 包含地 畑

弥生（統縄文） 器片

114 見立山13) ，' 台 地 ，， 縄（早前） ' 縄文土器片
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第 5表 周辺の遺跡地名表(7)
注：縄は縄文時代をぷす

比 遺 駆 所在地 立地 種別 時 代地目 出七品・遺構 保管先 文 献• その他

台地

115 見立山131河原木字見立且l 包含地 縄（小） 畑 縄文土器片
（斜面）

卜毛合 屁内町字下毛合 縄（前~i約
116 台地 散布地 ，， 縄文七器片、＿十帥器片

消水 消水 歴 史

縄（後）

Jl7 前堀 II) 屁内町字iii堀 ＇ 
,, ,, 

＇ 
歴 史

台地 縄（早・後•晩l
118 前堀 121 ,, 

＇ 
,, ,, 

（斜面） 歴 史

1]9 狼走 尻内町字狼走 ＇ ' 縄 i後） ,, 縄文七器片、石斧

毛碕水 尻内町字毛合消 縄（前・後）

120 丘陵 ヽ ケ 縄文t器片、 t帥器片
IJ) 水、狼よ 歴 史

毛合消水
121 ＇ ＇ 包含地 縄（前i ＇ 縄文t器片、土師器片

i2! 

毛 済水 尻内町字毛合清 縄（前・後）
122 ，， 

＇ 
,, 縄文土器片、 t師器片

131 水、北熊沢 歴 史

123 笹ノ沢i4i尻内町字笹J沢 ,, 散布地 ,, ,, ,, 

尻内JHJ字上笹／ 丘段 縄（晩
124 上笹ノ沢 包含地 ＇ “ 

沢 （端） 歴 史

125 杉十成!11尻内町字杉子沢 丘稜 散布地 歴 史
,, L師器

126 杉和R!21 ＇ 
,, ,, 

＇ 
,, 

＇ 

丘陸
127 笹J沢151尻内侃／字笹ノ沢 散布地 歴 史 ＇ 土師器

（端）

128 赤坂 tR巾字赤坂
＇ 

,, 縄 i後～晩l
,, 縄文土器片

丘陵 薗（早～晩｝

129 林の前 尻内町字林の前 ＇ 
，， 縄文士器片、上師器片

（端） 歴 史

新井田字塩入、 縄（後）

130 塩人 台地 ,, 
' 縄文士器片、須恵器片

寺沢 歴 史

131 坂中 妙字坂中 ，， ,, 歴 史 ‘’ 土師器、須恵器

丘竣
132 家の向 金浜字家の向 ,, 縄（早～晩l ＇ 縄文土器

灌I

133 沢且 大久保字汎H ,, 
＇ 縄（早） ＇ ヽ
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第 5表周辺の遺跡地名表(8)
注：縄は縄文時代を示す

ti, 遺跡名 所 在地 立 地 種別 時 代 地目 出土品・遺構 保 管 先 文 献 その他

縄（吊I
134 小田 平 河原木字小田平 台地 赦布地 雑 縄文土器、須恵器

歴 史

市川町字ド水且

135 下水目沢 ‘’ ' 縄（前・中） ＇ 縄文土器

沢

市川町字水月沢
136 水目 沢 ，， 

' 縄（前） ＇ 
,, 

桔梗野

市川町字函館神 縄（前）
137 高 館 ' ＇ 

，， 縄文L器、土師器
J沢 歴 史

139 古玄中寺 類家一l「l ，， ，， 縄（後l 宅 地 縄文土器、砥石

丘 陸 縄 （後） 縄文土器、 上師器、

139 野 場 妙字野場 ＇ 畑
（端） 歴 史 須恵器

/・8市窃次郎

140 弥次郎窪 台地 ，， 縄（前） ,, 縄文土器

窪

丘陵 畑
141 新田 是川字新Ill ,, 縄 （中） 、

俗雁） 宅地

縄 （後・晩｝ 縄文土器、土師器、

142 風張Ill是川字状森 台 地 ,, 畑
歴 史 須恵器

縄 （後・晩） 縄文上器、土師器、

143 風張121是川字稲荷上 ，， 
' 

,, 

歴 史 須患器

144 寺の上 是川字寺の上 ,, 
＇ 縄 （中） ,, 縄文土器

丘 陵
145 小峠 是川字,j濤ト ‘’ 縄 （後・晩｝ ケ 縄文土器、石鏃

（端）

146 小館 河原木字小館 丘 陵 館跡 山 林

新井 田

147 新井田字古館 低地 ' 畑
古 館

畑
148 楢 館 足Ill字楢館 台 地 館跳 縄 （前） 縄文t:器

山 林

縄（後・晩） 縄文土器、上師器、

149 風張 是111字館J内 ,, ，， ケ

歴 史 須恵器

櫛引字岡前館、 歴 史 土師器

150 櫛 引 城跡 山 林

神下矢倉 中 世 須恵器，陶磁器

丘陵
151 浜道通 鮫町字浜道通 包含地 縄（前） 宅地 （円筒F層d式）土器

（端）

河原木字／＼太郎 縄 （後）

152 八太郎山 台地 ＇ 畑 縄文土器、土師器

山 歴 史
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第 5表周辺の遺跡地名表(9) 注：縄は縄文時代を示す

No 遺跡名 所在地 立地 種別 時 代 地日 出土品・遺構 保管先 文 献• その他

畑 縄文t器、石器、ピ，
153 鴨平 Ill 是Ill字松平3 台地 包含地 縄（早～晩） 県教委 昭枷師発掘鰈、県埋文7頌：

山林ト

縄（草＇「後 縄文土器、石器、アメ

154 戟平121是Ill字鴨キ ,, 
＇ 

，， リカ式石銭、住居跡、 ＇ 昭相元年発掘既合、県埋文7鴻
晩｝ ピj 卜

縄（早～晩 縄文土器、石器、陶磁

155 長者森 111面木 ,, 
＇ 山林 ク 昭租5紺発掘調査、県埋文14J具

近世） 器、泥血子、鉄器

156 牛ヶ沢131根城字牛ヶ沢 ,, 
＇ ' 山林 縄文土器、石器 ケ 瑚IE7年発掘調査

く名川町＞

出 遺跡名 所在地 立地 種別 時 代地 H 出t品・暉 保管先 文 献• その他

山地

］ 諸味坂 斗賀字諸味取 包含地 縄［後｝ 山林 縄文士器片

（斜面1

丘陵 畑
2 伊熱沢Ill剣吉芋伊勢沢 ＇ 縄 文 縄文上器片

（斜面） 果樹園

丘陳 縄｛後・晩| 縄文土器片、土師器、

3 i喰沢(21剣吉字伊勢沢 ＇ 山林 出町俊

（斜面） 歴 史 木の実

剣桔字荒J69、 慶応大字
4 剣吉荒町 台地 ,, 縄（晩｝ 宅地 （大洞A'式）土器片 考古学研究室 江坂藷弥「存森県剣吉荒町遺跡調査略報」 S 42 3 

7圧 1 名久井農高

縄（後・晩｝ 果 （大洞B、BC、Cぶ、
5 寺下 寺下24 丘楼 ヽ• 弥 生 壺形）±器片、石皿片、 名川町教委

歴 史水田 須恵器、土師器

山地 縄（後） 果樹國
6 虎渡前平 虎渡前平 ' 縄文L器片、上師器 ,, 

（斜面） 歴 史 畑

台地 縄（後｝ 縄文J:器片、上師器、 名川町教委
1 大宮 森越字大宮 ヽ 水 1!l

li•l蜘 歴 史 チyプ 名久井農高

丘陵

8 森越山111森越字家ノ上 ,, 縄後） 畑 縄文」器片、石鏃

（斜i面）

丘陸 縄（後）

9 森越111121森越字家J上 ,, 畑 縄文土器片、土師器

（斜面） 歴 史

森の越 森越字野月森越 縄（早・後•晩I 宅地 （尖底）土器片、土師 名久井農高
10 台地 ，， 

野 月 ポンプ場前 弥 生果樹団 器片 名川町教委

台地 （尖底）土器片、（貝殻
11 提ヶ沢 森越字提ヶ沢 ' 縄（早I 畑 名久井農，岱

（斜面） 文）上器片

縄（後晩｝ 果樹園
12 堀米 森越字堀米 ‘’ 

,, 縄文七器片、士師器
歴 史宅地

下名久井字東山 台地 宅地
13 東山 散布地 縄！後） 縄文土器片 名川町教委

43-2 (1桶］） 山林
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第 5表周辺の遺跡地名表(10)
注：縄は縄文時代を示す

比 遺跡名 所在地 立地 種別 時 代地目 出士品・遺楕 保管先 文 献• その他

下名久井字下横 丘稜 山林
14 下横沢Ill 包含地 縄（早） （繹）土器片 直文男

沢83-23 僚雁ii 水 田

下名久井字下横 縄 （後 ・晩） （大洞A'式）上器片、 工藤文男
15 下横沢121 台地 ,, 畑 （浅鉢形）土器片、土 名川町

沢42 歴 史 師器 教育委員会

下名久井字下横 台地 縄文L器片、石斧、石
16 下横沢131 ,, 縄 文水田 ＇ 

沢43 謳 I 冠

上名久井字勘左 台地 山林 （噴下層式土器片、
17 駄知「出l , 縄（前・中後） （壺形）」．器片（注口） 工藤文男

ェ門山 （斜面） 畑 土器片、石斧

縄（後） 名 川 町
18 排木 田 平字i作木田57 台地 散布地 輝園 縄文土器片、土師器

歴 史 教育委R会

下名久井字荒谷
19 荒谷向 台地 . 縄（後） ' 縄文土器片、上師器片 . 

向

下名久井字9予場 丘陵
20 野場山 ' 縄（後） 山林 縄文土器片、土師器片 ,, 

山 （斜面）

台地 縄 （後）
21 相前 平字相前下 ' 輝園 縄文土器、土師器 ' 

絹面） 歴 史

小泉字中森1- 縄（後・晩） 福地村
22 中森 丘陸 ' 畑 叡土譴、土師器片

4 歴 史 教育委員会

縄（後）
23 厳倉平 小倉宮厳倉平17 ＇ 

ケ ，， 縄文士器片、土師器 ヽ

歴 史

24 細 尻 小泉字細尻30 ，， ， 歴 史 “ 土師器片 ,, 

25 商橋館 商 6 ' 館跡 中世～近世 ＇ 

26 法頷跳誼 法師岡宮田向93 ＇ , I ‘‘ “ 土師器

椛蒋 縄文土器、 h器、ピ1

27 昼巻沢 ク 縄（早後） 県教委 昭梱6、51年発掘調査
卜

＜階上町〉

N, 遺跡名 所在地 V. 地 種別 時 代 地 目 出上品・遺構 保管先 文 献そ の 他

宅地
I ff場Ill金山沢字ff場53 台地 包含 縄 （後・晩） 畑 （壺形）士器片、石匙

山林

台地 陪上町
2 野場121金山沢字野場53 " 縄（前～晩） 荒地 縄文土器片、石鉄

悌涌i) 教育委員会

（暉文） 土器片、（無

階教社八育戸会料上委水産員資町会高料室3 下古里Ill小舟渡字下古里 台地 ，' 縄（早 •前·晩） 畑 文）土器片、（撚糸圧痕
文）土器片、石鎌



― 27 ―
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第 5表周辺の遺跡地名表(11) 注：縄は縄文時代を示す

No 遺 認 所在地 立地 種別 時 代地且 出土品・遺構 保管先 文 献・その他

陪上町

4 下古里121小舟渡字下古里 台地 包含地 縄（早• 前） 畑 縄文土器片
教育委員会

登切小学校

5 滝端 登 ＇ ‘’ 縄（中・後•晩） ,, 縄文土器片 階上町

教育委員会

縄文土器片、土偶、敲 陪 J:町
6 道添 道仏字道添 ，， 

＇ 縄（後・晩｝ ‘’ 
石片~ 教育委員会

台地 （注口）土器片、 澄
7 与伝 細沢字与f迅3 ク 縄（後 • 晩） ,, 細沢小学校

（湘卿 砂土器片

丘榎 水田
8 尼寺沢 道仏字尼寺沢 ，， 縄（中・後） （円筒上層式）土器片

僚涸） 山林

丘陵 山林 （円筒上層式他）土器 階上町
9 程熊111道仏字荒谷針 ク 縄 （前・後）

（斜面） 畑 片、石斧、石鏃、石匙 教育委員会

丘餞 山林
10 程熊 12)道仏字荒谷糾 ＇ 縄（前） 縄文土器片 ＇ 

（斜面） 畑

細秤上明戸 丘陵 （貝殻文）土器片、石 惜上且J
11 上明戸 ' 縄（早中・後） 畑 教育委員会

3 （斜面） 斧、石匙 明戸吉松

丘陸
陪 J:町

12 中田 螂折芋中日 ＇ 縄（後） 牧草地 縄文土器片、石皿 教育委員会
像斗面）

台地
13 鹿 ill道仏字鹿蔵窪 、 縄 （後・晩） 荒地 縄文土器片 ，， 

（河岸段丘）

台地
14 鹿 21道仏字鹿蔵窪 ，， 縄（後） 畑 縄文土器片 ケ

（沸暇丘）

台地 （爪形文） 土器片、独
15 引敷林 平内字引敷林 ＇ 縄（早～晩） 畑 ，， 

暉 ） 鈷石、石匙、土偶

台地 縄 文 縄文土器片、土師器片、 階 J:町
16 蝙紺 醗折 心 包合地 山林

（細 古 墳 竪穴住居跡 教育委員会

縄（後・晩）
11 鹿糠 赤保内字鹿糠 台地 ‘ 畑 縄 l.器片、土師器片 ，， 

古 墳

18 姥沢 鳥谷部字姥沢 台地 ' 縄 （後｝ 山林 縄文土器片 ' 

19 横沢 道仏字横沢 台地 ,, 縄（中・後） 畑 ，， 

台地 畑 暉 （針淋形）
20 寺下 厨芋寺ド ” 縄（晩） 偉形）土器片 桑 原

（舌状） 草地 土偶

台地 （円筒却 土器片、石 階上町
21 白座 道仏字白座窪 ＇ 縄（前・中・後） 畑

（斜面） 斧 教育委員会

山地 山林 階 上町
zz 山館Ill赤1匹山館 包含地 縄（中・後・晩） 縄文土器片、石鏃

（斜面） 牧草地 教育委員会
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第 5表周辺の遺跡地名表(12) 注：縄は縄文時代を示す

No 遺跡名 所在地 立地 種別 時 代 地 H 出土品・遺構 保管先 文 献• その他

土師器片、支開、竪穴 階上町

23 山館121赤保内字山館 台地 包含地 古 墳山林

｛謡跡 教育委員会

小舟渡 台地

24 道仏字21 ＇ 縄（晩｝ 互地 縄文上器片 , 
灯 台 漏哨細

台地

25 榊山 道仏字榊ti」 ' 縄（後・晩｝ 畑 縄文土器片、石鏃 ＇ 
（紺謳

縄文士器片，礫器、古

26 泉田窪 道仏字泉田窪 台地 ＇ 縄（中・後｝ ,, 
＇ 

銭

縄文土器片、敲石、磨
27 沢前戸 道仏字沢前戸 台地 ' 縄（後・晩l ＇ ＇ 

石

縄（早前・後） 縄文土器石器、人骨、

28 志民121角柄字志民 県教委 昭和5隣溌掘調査、県埋文6暉
江 戸 寛水通主、墓絋

く南郷村〉

比 遺跡名 所在地 立地 種別 時 代地目 出土品・遺構 保管先 文 献• その他

台地 歴 史

］下山 島守午崩向10 住居椅 山林 士師器片、焼石 春fl 信興

洞雌妊） （奈良•平安）

台地 縄文土器片、石斧、石

2 畑内 島守字畑内4 包含址 縄（前～晩） 畑 ，， 

洞廂船 鏃、石皿，石錘

市If沢 台地 濠形）上器片， （注

3 市野沢字笹子15 ,, 縄（後・晩｝ 畑 若消吉

笹子 （斜面） 日）土器片

台地

4 花花沢 島守字江花沢 ケ 古 墳 畑 土師器、須恵器 音喜多富寿

（斜面）

島守字高1114- 台地 囲筒下層式）上器、 市/II金丸
5 高山111 ,, 縄（早•前・晩｝ 畑 （大凋A式）土器、

7 像緬） （貝殻文）土器 鮨中学校

台地 縄（前～晩） 南邸村

6 高山121島守字小林25 ‘ 畑 縄文土器片、 t: 師器
（斜面） 古 墳 教育委員会

島守字門前22の 台地
1 高山13) ，， 縄（中） 畑 縄文土器片 ヽ•

2 （斜面）

島守字下荒谷4 台地 縄（前～晩｝ 畑
呂石層A1'II片1'1,,C値箇、,, b土，下式式弥層屑釦、生、大a澄土土、洞b師形目B式名,、，B注H、C,日筒人）上A骨士、 l慶島島東人ぉ守守応凸類大キ`小理中学大、和！学学学数学f穿校校部室、宝8 荒谷 ' 弥生 57年邸土館特別展、展示弥生士器

の2 （河蜘 歴史 水田

台地 畑 （鉢移土器片、土偶、 壬生邦弘

9 二合山 市野沢字三合山 ，， 縄（後・晩） 昭和5碑県発掘調査、県埋文第69集

（斜面） ill林 暉跡ピ万ト 県教委

島守字松石橋9 台地 縄文土器片、緒締形大

10 松石橋 ＇ 縄（中後•晩） 畑 南邸村役場

紬 （斜面） 珠

中野字田屋久保 台地 畑 濠形、深鉢形）土器、 4淋西松

11 田屋久保 ' 縄（晩｝
4(J)l （舌状） 宅地 石棒 小林定次郎
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第 5表周辺の遺跡地名表(13)
注：縄は縄文時代を示す

No 遺扮名 所在地 立地 種別 時 代地目 出土品・遺構 保管先 文 献• その他

丘陵 水 Ill
12 中野 中If字館の下 包含池 古 墳 土帥器片 工藤文

（端） 山林

13 田／沢 市野沢宇田J沢 台地 ＇ 縄（後・晩｝ 山林 顕 春H 信興

南郷村

14 砂十籍 大森字砂f崎24 台地 ＇ 縄（後） 畑 縄文土器片
教育委員会

（浅鉢駒土器片、 閻堀寅男
15 大森西山 大森字西山 台地 ＇ 縄（後•晩｝ 畑 南邸村

暉）土器片 教育委員会

16 泉消水11)泉清水字大沢 ,, 縄（後） 畑 淋形）上器片

丘陵 縄 文 竪穴住居約、
17 泉清水12)泉清水字大久保 ケ 山林

（頂） 古 墳 珊（三重）

台地 南邸村

18 泉清水131泉清水字居守渡 ' 縄（後・晩） 畑 縄文土器片

（湘詳細 教育委員会

19 千R沢 中野字RN沢 台地 ,, 縄（後・晩 畑 縄文土器片~ ヽ

20 !¥地役 中野字J¥j也役 台地 ,, 縄（後・晩〕 畑 縄文土器片 , 

丘陵 水 Ill （注口）土器片、 壬信吉

21 ド洗 中野字大久保 ,, 縄（後）
（斜面） 山林 （壺形）士器片 貝付俊一

南郷村
22 沢口 市野沢字沢口 台地 ' 縄（後｝ 畑 縄文土器片

教育委員会

丘陵 縄文土器片、石鏃、石
23 f 坂 市野沢字ド坂 “ 縄（後・晩｝

,, ， 
（拿涌j) 斧

丘陸 水田 （浅鉢形、大洞B、C
24 増田 111島守字坂の沢13 ，， 縄（後・晩i ，， 

（端） 山林 式）士器片、石匙

丘陸 牧草地
25 培田 12)島守字提森 ＇ 縄（後・晩） 縄文士器片、石匙 ＇ （端） 畑

丘陸
26 増田 13)島守字j!j官 “ 縄 文山林 縄文土器片

（端）

丘陵 縄（後・晩｝ It! 委内式、大洞式他） 南郷村

27 lR館111島守字井戸尻2 ,, 牧草地 土器片、石皿臣磨石片、

（頂） 古 墳 土師器片，竪穴住居跡 教育委員会

（貝殻文、物見台式）
28 lk館12)島守字坂の上I] 台地 ' 縄（早・晩｝ 畑

t器片

島守字長坂長根 丘陸 南郷村

29 If場ill ' 縄（後・晩｝ ＇ 縄文土器片、石匙
7 （端） 教育委員会

島守字長坂長根 縄文七器片、石斧、石
30 野場121 台地 ,, 縄（後・晩｝ ＇ “ 5 鉄
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第 5表周辺の遺跡地名表(14)
注：縄は縄文時代を示す

No 遺跡名 所在地 立地 種別 時 代 地目 出土品遺構 保管先 文 献・ その他

丘陵 縄（中・後） 南概村

31 阻ッ役 島守字四ッ役 包含地 牧草地 縄文士器片、土師器

（斜面） 古 墳 教育委員会

丘陵

32 持金沢 島守字持金沢 ，， 縄（後・晩｝ 畑 縄文I器片 ,, 

俗面）

丘陵 縄土器片、石斧、ピ ‘’ 
33 田 j 上 烏守字田） t ケ 縄（後・晩i 山林 昭和55年発揺調査、県埋文第65集

（斜面） ／ト 県教委

丘陵 囲筒式）上器片、石 南郷村
34 馳FりII)島守字駒下り , 縄（中・後・晩| 畑

（斜面） 斧 教育委員会

丘陵
35 馳下り121島守字馳ドり ＇ 縄（後・晩i 牧草地 縄文土器片 ,, 

（斜面）

台地

36 馳下り131島守字馳下り ＇ 縄［後・晩｝ 畑 縄文土器片、 h斧 ＇ 
（斜面）

丘陵
37 外長根 島守字外長根40 ＇ 縄（後・晩｝ 畑 縄文上器片，礫器 ＇ 

（斜面）

丘陳 縄土器片、異形土製

38 絢木沢 島守字駒木沢 ，' 縄（後・晩i 畑 ＇ 
（斜面） 品、未完成石器

山地

39 多越 島守字古里多越 ' 縄（後） 山林 縄文七器片 ' 
順）

台地
40 若宮 島守字若宮14 ＇ 縄（中・後） 畑 縄文土器片 ,, 

（斜面）

丘陵 畑
41 売井坂 島守字売井坂 ＇ 縄（後｝ 縄文土器片、石槍 ＇ 

（斜面） 山林

台地
42 田代 島守字番屋 ,, 縄（中・後） 畑 縄文士器片 ＇ 

（斜面）

43 ード荒谷 島守字下荒谷7 台地 ' 縄！中） 畑 縄文上器片、石鏃 ＇ 

島守字向山根黒 台地
44 向山 ，， 縄（前） 山林 （円筒下層式)j器片 上村四郎

13 （河孵心

島守芋十文字20 畑 角金万次郎
45 十文字 台地 ,, 縄（中） （円筒上層c式It器片 南褐村

の1 宅地 教育委員会

46 石橋 島守字石橋 ，' ク 縄（前・中） 畑 （円筒下層d式）土器片

島守字駒坂9の 畑 南郷村
47 駒坂 ,, ，， 縄（前・中） 縄文土器片、石鏃

1 宅地 教育委員会

南郷村
48 島守舘跡 島守字舘 ，， ，， 縄（中・後） 畑 縄文土器片

教育委員会

南郷村 頃巻沢字長久保

49 丘陵 一里塚 近 世 畑
一里塚11119---1 



― 31 ―

周辺の遺跡

第 5表周辺の遺跡地名表(15) 注：縄は縄文時代を示す

No 遺跡名 所在地 立地 種別 時 代地 H 出土品・遺構 保管先 文 献・その他

南郷村

50 市野沢字新田28 台地 一里塚 近 世 111林

一里塚121

南郷村

51 中野字大久保22 ,, ケ

＇ 
,, 

一里塚131

南侭村

52 大森字林崎36 ，， ,, ，， 

一里塚141

南郷村

53 大森字砂子崎52 ,, 
' " ILL林

—匹151

謄駅字馬場瀬 畑 昭租迅年発掘調査

54 馬場瀬Ill , 包含地 縄（早・後） 県埋文センター

41 山林 県埋文第1暉ミ

市野沢字馬場瀬

55 馬場瀬121 ,, 
＇ 縄（早・晩） ,, ，， 

“ 
26 

湘fl尺字石／窪 縄 文 昭和応年発掘調査

56 石 J窪 ＇ ＇ 畑 “ 
13 歴 史 県埋文第6嗅し

右ェ門 市野沢字右ェ門

57 ＇ 
，， 縄（晩） 山林 々 ，， 

次郎窪 次郎窪13-22

昭栢咽掘
お外長根Iii島守字外山根23 ク ,, 縄（中～晩l 畑

,, 

県埋文第糾集

島守芋相11財艮
59 外長根141 ，， ,, 

＇ ＇ ' 
,, 

5 

島秤外山長根

60 外長根151 ,, ，， ,, 
' ＇ 

,, 

18 

61 前平 121 島守字前平23 ,, 
＇ 縄（晩） ,, ,, ，， 

昭和56年発掘門査
62 鴨平 Iii泥障乍芋金引沢 ケ

,, 縄（早～晩） ＇ 
,, 

県埋文第1鴻i

く福地村＞

'I, 遺 名 所在地 立地 種別 時 代地目 出土品・遺構 保管先 文 献• その他

台地 （円箇下層d,、b,式It呂 田中藤次郎
1 西久根 福田字西久保51 包含地 縄（前・中） 畑 田中新助 田中藤次郎「福地村孵土誌」 S46 

洞寧 佃筒上層•、 b 式）土日 名久井農業裔校

福111字矢崎舘8 台地
＇ 

縄（後）
2 矢崎舘 畑 縄文土器、土師器

のl （河蜘 館跡歴 史

源評 福田字源次郎平 台地
3 ＇ 縄（後） 宅地 縄文土器 福地中学校

Ill 1 (iii[諧ふ

源次郎平 台地
4 福田字源次郎平 ＇ 歴 史宅地 須恵器 ,, 

121 （湘詳細
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第 5表周辺の遺跡地名表(16) 注：縄は縄文時代を示す

No 遺跡名 所在地 立地 種別 時 代地目 出土品遺構 保管先 文 献• その他

台地
5 舘 恋鹿字舘9 包含地 縄（後） 畑 叶楼内 ],I'.)上器片

(iii)疇

法頷岡字西提12 台地
6 酉張Ill ，， 縄（晩｝ 水田 縄文土器 曲句長次郎

-6 呵寧

福 j也村

7 西張,21法師岡字西張58 台地 散布地 縄（後） 畑 縄文土器

教育委員会

畑 吠洞B,BC式）土 福地村

8 埴渡 希度字花渡24 台地 包含地 縄（後・晩） 中央公民館 音喜多',ii井「八戸市周辺の遺梼地名表」／＼回Ii文化財ンリースI

宅地 器、土偶 佐々 木冶三郎

（釣手）土器、 i注Ll) 田中祈助

9 佐伝窪 llti窟芋佐伝窪2 台地 ,, 縄（後） 水 Ill “ 
土器 音喜多富＃

丘陸

10 長地羅 応獲字長地嶺24 ,, 縄（後） 原野 縄文土器

（斜面）

丘陵 囲筒下層 d式）上器、

11 舘野 苫米地字舘野 , 縄（後） 畑
（斜面） 吐層式） 七器

台地 It! 委内1式）土器、石
12 北向 麦沢字北向4 ,, 縄（後） 畑 島守金次郎

（斜面） 器

台地
13 圭田 苫米地字雷1 ,, 縄（後） 畑 It! 委内 l式）土器

（斜面）

苫米地字西山l 台地

14 西 ilJ ,, 縄（後） 畑 縄文土器
-2 （斜面）

麦沢字下木戸場 台地
15 下木戸場 ＇ 縄（前） 畑 （円筒下層d式）上器

9---93 （斜面）

椛渡字カッテウ 福地村

16 カッテウ 丘陵 散栂也 縄（後晩） 畑 縄文土器片
14-2 教育委員会

椛渡字放森10--- 縄（後・晩

17 放森 ＇ ＇ 畑 壺形土器片、十師器片 藤島幸次郎
17-1 歴 史

縄（後・晩）

18 牛墓 杉沢字牛幕5 ＇ ' 畑 縄文土器片、土師器片
歴 史

蘊地村

19 漆山 杉沢字漆山1-1 ,, 々 歴 史 畑 I師器片
教育委員会

縄（後i
20 天擁子 杉沢字天師子16 ' ＇ 畑 縄文ナ器片、土師器片 ＇ 

歴 史

小松沢 小泉字小松沢下
21 ' ' 縄（晩| 畑 縄文土器片 ＇ 

下平 平26

鳥舌内字中沢田 台地
22 中沢田 ＇ 縄（後） 果樹園 縄文土器片

5-1 （科面）

法麟字西山12 台地 縄（中・後） 畑 名川町

23 西山 ＇ 縄文土器片、｝師器

16-1 （斜面） 歴 史山林 教育委員会
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第 5表周辺の遺跡地名表(17)
注：縄は縄文時代を示す

も 遺跡名 所在地 す地 種別 時 代地月 出土品・遺構 保管先 文 献• その他

平字虚空蔵lOOl 丘陵 校有地 （大洞c,、c,式他）土 慶応大学

24 虚空蔵 包含地 縄（後・晩 器片、 t偶、人骨、貝 考古学研究室 ／記滋腿直発堀調査報告苔

1 i端） 宅地 塚、住居跡、石器 名川町教育委員会

上名久井字野月 縄（後） 畑 縄文土器片、弥生式土 名川町

25 野月 台地 ,, 

24の2 弥生（続縄文） 宅地 器片、土師器片 教育委員会

音喜多富弁編「青森県八戸市周辺における遺跡遺物地名表」八戸市教

26 在家 上名久井字在家 ＇ 
,, 縄（後） 妍 縄文1器片 ,, 

育委員会

上名久井字六十 縄（晩）

27 六十六枚 丘 陸 依布地 ' 縄文土器片、土帥器 ＇ 六枚 歴 史

音喜多富寿編「青森県／＼戸市周辺における遺跡遺物地名表」／＼戸市教

お舘向 t名久井字舘向 ' 包含地 縄（後） ,, 縄文土器片 ＇ 育委員会

29 沼 柑 法光寺字沼端 ＇ 骰布地 縄（後i ‘‘ 縄文土器片 ， 

法光寺字法光寺 上師器、須恵器片、集

30 法光寺平 ,, ,, 歴 史 ＇ 
,, 

平 落

法光寺小 丘陸 縄（後）
31 法紐 ＇ 草地 縄文土器、土師器 ' 

学校 侑斗面） 歴 史

法光寺字水沢48 縄（中後） 宅地
32 水沢 丘陸 ,, 縄文十器片， t師器 ＇ ー-"- 歴 史畑

法光寺字前館6 縄（中・後） 縄文土器片、土帥器、
33 前館 台地 ,, 果樹園 ヽ

-1 歴 史 須恵器

法光寺字市J渡
34 市／渡 ,, 包含地 縄（前・中） 水仕 縄文上器片

3-1 

丘陵
35 上水沢 法光寺字上水沢 ,, 縄 文 果樹園 縄文土器片

（端）

鳥舌内字水上9 台地 名川町
36 水 上 散布地 縄i前・中後） 畑 縄文上器片

-14 (j,j消細 教育委員会

鳥舌内字作和13
31 作和 台地 ,, 縄（後） ‘’ 縄文土器片 ,, 

-]  

丘陵
沿 点］屋敷 曲屋敷16-2 ケ 縄（後） ,, 縄文土器片 ＇ 

（端）

鳥舌内字官代18 丘陵 （壺形）土器片、

39 官代 ケ 縄（後） 宅地 ,, 

-2 （端） 1椀形）土器片

丘陸 果樹慎l
40 外林 鳥舌内字外林l 包含地 縄（後・晩） 縄土器片 ' 

（端） 水田
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Ⅲ　調査の概要
1 調査の概要

本遺跡では，昭和54年度に青森県教育委員会が，分布，試掘調査を実施して，第Ⅶ層に縄文

時代早期の尖底土器が包含されていることを確認していた。しかし試掘調査は，南郷村の地籍

分（発掘調査の際Ａ地区と仮称）だけで行なわれたので，今回の発掘調査においては対象地区

内からより多くの縄文時代の尖底土器が出土することが予想された。

調査は，グリッド法と分層発掘法に基づいて行った。調査対象面積は，12,800㎡と広大であ

るため，調査地区を便宜上 3 分割して，南端からＡ，Ｂ，Ｃ地区と仮称した。

調査地区の基本土層は，30～180㎝まで掘り下げ 8 層に分層した。表土から第Ⅶ層（八戸火

山灰層の上位面）までの発掘面積は6,720㎡である。基本土層の実測は，Ａ地区では14ライン

とＳライン，Ｂ，Ｃ地区ではＭラインと41ラインで行った。基本土層には，中掫浮石層（通称，

アワズナ），南部浮石層（通称，ゴロタ），八戸火山灰層などの火山砕屑層が認められたが，南

北の傾斜地では，基本土層の堆積とは異なるところもあった。

検出した遺構は，溝状ピット 7 基，円形・フラスコ状ピット 4 基，小規模な土壙15基，計27

基である。これらの遺構は，立地の状況から 3 群に分けることができた。

出土した遺物は，縄文時代早期，後期及び晩期の土器片435点，一部接合して器形の知れる

土器 4 点，土製品 1 点，石器類19点，歴史時代の土器数点のほか，かんざし，寛永通宝などの

金属製品も出土した。縄文土器の多くは細片で，数量的には後期初頭のものが多い。

2 調査方法

（1）調査区の設定

調査を計画的に進めるため，ＳＴＡ348＋60と349＋00（高速道路の中心杭）を結ぶ線を南北

方向の基準線とし，これに直交する線を東西方向の基準線と定めた。南北基準線は，真北37度

東で，調査地区全体に 4 m× 4 mのグリッドを設定したが，杭は 8 mごとに打った。調査地区

の南端は，ＳＴＡ347＋80であるが，拡張することも考えられたので，ＳＴＡ347＋49を0
ゼロ

ライ

ンとして，北へ向けて 1 ～75の番号を付し，東西方向は，西から東に向けてアルファベットを

付した。グリッド名は，アルファベットと番号を組み合わせて呼称したので，グリッド名は南

西隅に位置した杭である。

調査地区は，南北がほぼ250m，東西が45～68mで細長いため，便宜上， 3 分割した。県道の

南側（南郷村分）をＡ地区（2,800㎡），ＳＴＡ349（道路の中心杭）の南側をＢ地区（4,000㎡），

北側をＣ地区（6,000㎡）と仮称した（第 6 図参照）。

鴨平（1）遺跡　　1983
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（2）発掘調査方法

具体的には，グリッドの設定，表土の粗掘り，中掫浮石層上面までの遺構確認と遺物の取り

上げを順次行った。その後，八戸火山灰層（ローム・地山）まで，必要な限り掘り下げた。

遺構を確認した場合は，確認状況の写真撮影，精査，実測，遺物の取り上げ及び完掘写真の

撮影を行った。遺物，遺構が出土した場合は，同一層面で周囲のグリッドまで拡張し，層位ご

とに精査した。遺物，遺構が出土しない場合でもグリッド（ 4 m× 4 m）の 4 分の 1 （ 4 ㎡）

は八戸火山灰層上面まで掘り下げた。

遺構の番号は，確認順に通し番号を付けたが，精査の結果，遺構と判断できなかったものは

欠番とした。精査は， 2 分法による分層発掘を多用した。そして，遺構完掘後 ダメ押し

を行った。遺構の平面実測は，遣り方で行い，縮尺は 1 /10， 1 /20を原則とした。Ａ，Ｂ，Ｃ

地区ごとに，土層の堆積状況を観察，実測するため，セクションベルトを設け，深掘りを行っ

た。自然堆積土はローマ数字（Ⅰ，Ⅱ～ｎ），遺構覆土には算用数字（ 1 ， 2 ～ｎ）を付して

注記した。遺物の取り上げについては，表土の粗掘り中に出土した遺物は，グリッド単位に取

り上げることを原則としたが，必要に応じて平面図を作成し，遺物台帳に記録した。表土より

下層の遺物は，各層ごとに出土位置，レベルなどを記録した。また，遺物や出土状況に応じて

微細図を作成し，写真（モノクロ，カラースライド）撮影した。遺物は，種類に応じて色別遺

物カードを使用した。写真撮影については，35ミリのカメラ 2 台を使用してモノクロとカラー

スライド用フィルムを装填した。

撮影の前に，遺跡名，被写体，撮影方向などを記載した小黒板を撮って，写真の整理に利用

した。

地質，石材等の鑑定は，調査員，松山　力氏に依頼した。

3 調査経過

発掘調査を開始する前に，作業員に対して調査に関する説明会を行い，また，縦貫道関係 5

遺跡の調査関係者が合同で打合せ会議を開催した。

4 月20日，調査器材運搬車と前後して現地に入り，4 月23日から実施する調査の準備を整え，

調査地区を，便宜上南端からＡ地区，Ｂ地区，Ｃ地区（第 6 図参照）と仮称することなど打ち

合せを行った。

調査は，Ａ地区の抜根と立木処理から始まり，同時にグリッドの杭打ち作業を行った。次に，

基本土層観察，実測用アゼを残して粗掘りに移った。試掘調査の際，第Ⅶ層から土器が発見さ

れたグリッドを中心として，基本土層ごとに掘り下げた。Ａ地区の基本土層観察実測用溝は，

Ｓラインと14ラインに設定した。

〝〝

発掘調査方法
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5 月15日，Ｑ－22グリッド付近で第 1号遺構（溝状ピット）を確認し，精査に着手した。遺

物は全般的に少ない。 5 月下旬からＣ地区の基本杭打ちを開始した。この頃，Ａ地区では粗掘

りが終り，第Ⅱ～Ⅴ層の掘り下げとＳライン土層観察実測用溝掘り作業に移った。

6 月初旬，Ａ地区の遺構検出と第Ⅶ層の遺物包含層確認作業が終り，作業員はＣ地区に移動

した。検出遺構は， 3 基である。

Ｃ地区は，抜根作業後粗掘りに入り， 7 月中頃に終了した。検出した遺構は13基で，引き続

き南部浮石層，八戸火山灰層上位面までの深掘りを行った。Ｃ地区の調査完了後，Ｂ地区の粗

掘り，遺構確認，精査，写真撮影，遺物の記録と取り上げなどを，一部Ａ，Ｃ地区と併行して

実施したが，検出遺構は 9 基であった。 9 月末と10月下旬に重機とダンプカーを利用して排土

の運搬，埋め戻しを行い，調査が終了したのは10月31日であった。 （北林）

4 遺跡の基本土層

調査地区内の堆積土は，次のように区分される（第 5 図）。

第 Ⅰ 層　表土層

第 Ⅱ 層　黒褐色土層　　十和田ｂ火山灰を含む。

第 Ⅲ 層　暗褐色土層　　下位に中掫浮石を少量含む。

第 Ⅳ 層　中掫浮石層

第 Ⅴａ 層　黒褐色土層　　南部浮石を少量含む。

第 Ⅴｂ層　黒褐色土層　　南部浮石を多量に含む。

第 Ⅵ 層　南部浮石層

第 Ⅶ 層　暗褐色土層

第 Ⅷ 層　褐色土層　　　（八戸火山灰層上部の風化層）

第 Ⅸ 層　八戸火山灰層

ただし，以上の各層が整然と堆積しているのは，調査地区両端の傾斜地下位に限られる。調

査区北東寄りの平坦面及び斜面上部では第Ⅳ・Ⅶ層を欠き，また，第Ⅱ・Ⅲ層は表土に混在す

る部分が多く層位区分が不可能である。したがって，調査区の大部分では，層位的な面から遺

構及び遺物の時期を推定することが困難である。 （工藤　大）

鴨平（1）遺跡　　1983
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遺跡の基本土層
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第 5図 鴨平(1)遺跡調査地区の土層
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Ⅳ　検出遺構と遺物

1 概　要

検出遺構の多くは，中掫浮石層（第Ⅳ層）上位面で確認できた。全遺構の分布は，第 6 図に

図示したが，立地の状況等勘案すると，遺構はＡ，Ｂ，Ｃの 3 群に大別できそうである。覆土

中に遺物を伴う遺構が少なく，時期を決定し得ないものが多い。

検出した遺構は，風倒木痕あるいは根跡と認められたものを除くと，総数27基である。なお，

遺構番号の11，25，29～33は欠番とした。

27基の遺構は，平面形と断面形の形状によって次のように分類し，遺構の種類ごとに記載す

る。

（1）溝状ピット　　　平面形，断面形が細長い類。第 1 ， 3 ， 6 ， 7 ， 8 ，23，24号遺構の 7

基。

（2）円形・フラスコ状ピット　　　平面形が円形で，断面形がフラスコ状，深鉢状，円筒状で

ある類，底面にピットをもつ類を含む。第 4 ， 5 ，18，27

号遺構の 4 基。

（3）小土壙　　　　　平面形が不定で，規模が前記（1），（2）よりも小規模なもの。第 2 ， 9 ，

10，12，13，15～17，19～22，28，34，35号遺構の15基。

（4）形状不詳ピット　　　調査地区外に，全体の 2 分の 1 以上があって形状が不詳な類。

2 溝状ピット

第 1 号遺構（第 7 図，第 6 表，図版10）

調査地区南端にあるＡ地区傾斜面上のＱ－21，22，Ｒ－22区において検出した。

確認面は，第Ⅰ層下面，第Ⅴ層上位面であり，計測値は，第 6 表に示してある。 7 基検出し

た溝状ピットの中で最も長い径をもつ。平面形は葉巻形，長軸方向の断面形は袋状で，短軸方

向の断面形は三味線の「バチ」に似たＹ字状である。壙底面は，長軸方向に若干張り出してい

る，覆土は， 5 層に区分できた。遺物は出土しなかった。

第 3 号遺構（第 7 図，第 6 表，図版11）

第 1 号遺構と同様，Ａ地区の南に面する傾斜地のＯ－14とＯ－15において検出した。

第Ⅳ層（中掫浮石層）から掘り込まれた遺構であるが，試掘調査のトレンチと重複していた

ため，開口部の大部分は欠失していた。そのため，平面形，断面形については不明であるが，

壙底面は，第Ⅷ層よりも下位の土層まで掘り下げられていた。覆土は 6 層に区分できた。規模

鴨平（1）遺跡　　1983



43～46

A

B

C

D

E

F

G

H

 

J

K

L

M

N

O

P

O

R

S

T

u

v

W

X

Y

Z

 

11 13 15 17 19 21 23 25 27 29 31 33 35 37 39 41 43 45 47 49 51 53 55 57 59 61 63 65 67 69 71 73 

I/ ＼ 

ヽ
I-I 

一

-......... -....._ 
、 I 、、/

7 y26 19I 4 52 

Q35 i 9 7.93 り員
6 ¥ 

フ・：・ 乙つ ＼ 
ィ・.・

¥)13 

「
ン-:-

14ライン
c群＼

~ 00 A群 ~\ 
""1" 
(Y) 

＼ 
..・. .= 

．．． ． ． /Mライン／
.•. ,q 

房翌 2 0 

.. ． •C'つ

（ 

（ 
B群 0015

12 

::,;-:~ : ：＜⇒ 3 
A地区 C地区

＼ 
::. L g5 10 ゞ＼
翠

｀ 

．． 
28 

゜ 、16~
¥ 190ぐ,I 17 16 

／ 

c:)~9 
ヽ

_,.,,- "~ ~\. 

I ／／ Sライン

、＼、
ヽ

l 9 2.o s .- ＼ 
.,.,.,,. ..... ヽ

＼ ¥.....-"""' ＼ 

／ ＼ ＼ ‘ 
.-—• ~i.-- ヽ

＼ ヽ
Iヽ¥ 

I 
数字は遺構番号

゜
20 40m 

第 6図 鴨平(1)遺跡遺構分布・基本土層実測位置図



― 47 ―

の計測値は，第 6 表に示してある。遺物は出土しなかった。

第 6 号遺構（第 7 図，第 6 表，図版11）

調査地区北側にあるＣ地区の傾斜地のＨ－64，65，Ｇ－65区において検出した。確認面は，

第Ⅴ層上位面である。計測値は第 6 表に示してあるが，本遺跡で検出した溝状ピットのなかで

は，開口部長径が短い類に入る。

平面形は長楕円形，短軸断面形は「Ｙ字」状である。壙底部は，長軸方向に40㎝ほど張り出

している。覆土は， 7 層に区分できた。遺物は出土しなかった。

第 7 号遺構（第 8 図，第 6 表，図版12）

Ｂ地区の南に面する傾斜地のＦ－27，Ｇ－26，27区において検出した。確認面は，第Ⅳ層

（中掫浮石層）相当面であるが，斜面のため中掫浮石層の堆積は明瞭でなかった。計測値は第

6 表に示したが，本遺構の特徴は，長軸方向が他の溝状ピットと異っていることと，壙底面の

短軸が最も狭い点である。平面形は，長楕円形，短軸断面形は，「Ｙ字」状である。覆土は 9

層に区分できたが遺物は出土しなかった。

第 8 号遺構（第 8 図，第 6 表，図版13）

Ｃ地区の，約10mの比高差をもって北方に傾く斜面のＯ－69，Ｐ－69，70区において検出し

た。確認面は「Ｙ字」状を呈する。壙底面は，長軸方向に約40㎝張り出し袋状となっている。

計測値は第 6 表に示した。覆土は，11層に区分できたが，自然堆積したものとみられる。遺物

は出土しなかった。

第23号遺構（第 8 図，第 6 表，図版13，14）

Ｃ地区のＨ－61，62区から検出した。第Ⅴ層上位面で落ち込みを確認したが，農道と交錯し

ていたため，遺構の南側約 3 分の 1 は調査できなかった。したがって，平面形は不詳であるが，

およそ葉巻形とみられ，短軸断面形は，「Ｙ字」状に近い。検出した溝状ピットのなかでは最

も深く掘り込まれた遺構である。計測値は第 6 表に示した。

本遺構の特色は，ピット開口部が南部浮石の混じった黄褐色粘土質火山灰土（ローム）によ

って厚さ40㎝ほど人為的に埋められていたことである。また，覆土は 9 層に区分できたが，ブ

ロック状で，第24号遺構の堆積と類似していた。遺物は出土しなかった。

第24号遺構（第 9 図，第 6 表，図版14，15）

Ⅳ　検出遺構遺物
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溝状ピット
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1層黒褐色土 南部浮石徴量混入。
2層暗褐色土南部浮石混入。
3層褐色土南部浮石混入。

4層 明褐色土 南部浮石混入（第W層と類似。
くずれのおそれあり。

5層褐色土南部浮石混入(3層と類似）。
6層褐色土南部浮石少最含む、粘性あり。
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第 8図第7、8、23号遺構実測図
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調査地区の北端に位置するＣ地区のＩ－63，64，Ｊ－63区において検出した。確認面は第

Ⅴａ層であるが，第23号遺構と同じように，確認面には（覆土最上位面）黄褐色粘土質火山灰

土（南部浮石混じりの第Ⅷ層に類似）が人為的に敷き詰められてあった。遺構は，第Ⅷまで掘

り下げられ，覆土の10，11層は，第Ⅷ層が再堆積した（貼り付けられたような状態）もののよ

うである。覆土は14層に区分できたが，全体的に人為的な埋め戻しの様相が認められる。計測

値は第6 表に示した。平面形は長楕円形，短軸断面形は，「Ｙ字」状に近い。遺物は出土しなかった。
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3 円形・フラスコ状ピット

第 4 号遺構（第10図，第 7 表，図版15）

調査地区北端寄りにあるＣ地区のＨ－63とＨ－64区において検出した。

確認面は第Ⅶ層であるが，掘り込み面は確認面よりも上位にあったものとみられる。本遺構

の周辺には，第 5 号円形ピット，第 6 ，23，24号溝状ピットが分布していた。遺構の平面形は

円形，断面形はフラスコ状で，第Ⅹ層まで掘り下げられて構築されたものである。開口部の輪郭
プラン

が不明瞭であったため，多少掘り過ぎの部分もあるが，計測値は第 7 表に示した。壁面，壙底

面は，第Ⅷ層以下にあるためか，遺存状態が良好な状況で検出できた。全体に均整がとれて，

安定した形状を示している。覆土第 1 層は開口部の崩落土，第 2 層は人為的な盛土が沈下した

もののようであるが，第 3 層以下はほぼ自然堆積と思われ，全体が 5 層に区分できた。遺物は

出土しなかった。

第 5 号遺構（第10図，第 7 表，図版16，17）

第 4 号遺構のほぼ南側に当たるＨ－63，Ｉ－63区で検出したが，いずれも北に向けて傾斜す

る斜面に構築されたピットである。

遺構は第Ⅱ層下位面で確認された。形状は，平面が円形，断面形は円筒状に近い。

壙底面中央には径22×20㎝，深さ12㎝のピットが認められた。ピット部分を除く壙底面は平

坦に近いが，壁面には凸凹
でこぼこ

がみられた。遺構の計測値は第 7 表に示した。覆土は 5 層に区分で

きた。一部崩落土もみられたが，ほぼ自然堆積と思われる。なお， 2 層上面と壙底面に粒状の

炭化物が若干認められた。遺物は出土しなかった。

第18号遺構（第11，16図，第 7 表，図版18，41）

Ｂ地区の緩斜面に位置するＩ－29，30区から検出した。周辺には第 7 号溝状ピット，第19～

22，26，35号の小土壙が分布していた。確認面は耕作土下層である。形状は，平面が円形，断

面形は円筒状である。覆土は 5 層に区分できた。覆土中に開口部分の崩落が認められたが自然

堆積である。計測値は第 7 表に示した。壙底面は中央に向けて緩く傾き，大小 7 個のピットが

認められた。開口部に近い遺構確認面から，縄文時代後期初頭に位置付けられる土器片が 1 点

出土した（第16図 1 ）。この土器は，遺構の時期を決定できる資料ではないが，傍証にはなる

と考えられる。

第27号遺構（第11図，第 7 表，図版19）

Ｂ地区のＬ－34，Ｍ－34区から検出した。標高200m付近の平坦地に立地，周辺には第19～22，

円形・フラスコ状ピット
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第 4号遺構覆土注記

1層 黒褐色土 南部浮石少呈混入。脆い。

2層暗褐色土南部浮石少厭混入。脆い。粘

性有。

3層褐色土南部浮石、中撤浮石の混合土

4層暗褐色土南部浮石少量混入。脆い。粘

性有。

5層黒色土炭化物混入。
只 f火
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第 5号遺構覆土注記

1層 黒褐色土 南部浮石少星の混じり 。

2層 黒褐色土 南部浮石の混合割合が多い。

浮石粒径最大約 2cm、最小約

2-311llllo 

2a層 黒褐色土 南部浮石がプロソ ク状に入り

込んでおり、褐色土と混 じり

合っている。

3層褐色土枯性なく、南部浮石が混じり

合っている。

4層 褐色土細かい南部浮石及び中諏浮石

が混じり合った層で、脆く崩

れやすい。

5層黄褐色土 南部浮石と中諏浮石の混じり

合っておりザラザラして脆く

崩れやすい。底面はこの層に

限り白 っぽい黄褐色土である。

I層 黒褐色土 1層と 2層の間に炭化物の細

粒がみられる。点線の範囲内

に細粒する。底面にも若干の

炭化物の細粒を確認した。

第 5号遺構 。
2m 

第10図第4、5号遺構実測図
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円形・フラスコ状ピット
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ocQ 1層 黒褐色土 炭化物若干混入。南部浮石少

旦。硬い。

2層 暗褐色土 南部浮石少械、中振浮石混入

E 3層 暗褐色土 炭化物混入、南部浮石及び中

忌 販浮石混入。脆い。
CX) 4層褐色土南部浮石混入、しまりあい。m 

<l'. I J-30 <>:~ I 4a層褐色土硬い壁のくずれと思われる 。

4b層褐色土非常に脆い。X 
4c層 黄褐色土基本土層の 3番目混入。C 

D 4爛にぷい基本土層の 3番目（浮石粒と

黄褐色土 中振浮石からなる）下にいく

にしたがって粘土混じり。

5層 黒色土炭化物混入。中振浮石若千混

入。
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'o/ 
A 
- 200.000m B

 

引
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メ
M-34 勺／

C 

D
 

E
 

F
 ---

叫
D
 

第27号遺構覆土注記
］層 黒褐色土 シルト 、第VI層を少量含む。Va層に類似。
2層 焦褐色土 シルト、第VI層を含む。第11層を少量含む。 Va層に類似。
3層暗褐色土 シル ト、築VI・II層を多量に含む。
4層 暗褐色土 第11層プラス¥1層 (A) 層、暗褐色土を混じえる。第VI層を少量

含む。
5層 褐色土 シルト、第VI層を少量含む。第11・¥l(A)層を多量に含む。第

¥I (B)層を少量含む。
6層 暗褐色土 第11層プラス第渭 (A)層。第IX (B)層を少量含む。
7層黒褐色土 シルト、第II (B)層を含む。

第27号遺構

゜
2m 

第11図第18、27号遺構実測図
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34号（小土壙）遺構が分布していた。確認面は，第Ⅰ層下部であるが，開口部のプランが不明

瞭であったことから，基本土層観察用トレンチにそって削平して確認した。平面形は，不整円

形，断面形は深鉢状である。覆土中には壁面の崩落部分がブロック状に認められたが，覆土は

自然堆積と思われ， 7 層に区分できた。壁面は，崩落した個所がみられ，一部原形を失ってい

た。壙底面に，径，深さ共に数㎝の小ピットが 4 か所確認されたが，このピットが本遺構の用

途，機能を暗示していると考えられる。時期を示す遺物は出土していない。計測値は，第 7 表

に示した。

4 小　土　壙

第 2 号遺構（第12図，第 8 表，図版20）

Ａ地区の斜面に位置するＮ－16，Ｏ－16区から検出した。確認面は第Ⅳ層（中掫浮石層）で，

南部浮石層（第Ⅴ層）まで掘り下げられた遺構である。平面形は不整円形で，計測値は第 8 表

に示した。覆土は 6 層に区分できた。遺構の時期を決定できる遺物は出土しなかったが，同じ

グリッドの第Ⅳ層からムシリ式土器が多少まとまって出土した（第20図）点が注目される。ま

た，隣接のグリッドには第 3 号溝状ピットがある。

第 9 号遺構（第12図，第 8 表，図版21）

Ｃ地区の東端に位置するＱ－52区から検出した。遺構確認面には，柱状節理をもつ礫（最大

40×30×8㎝の安山岩）が 3 個認められたが，本土壙と結びつく配石か否かは明確にできなか

った。確認面は第Ⅴｂ層である。平面形は隅丸長方形で，第Ⅶ層まで掘り下げて構築していた。

規模の計測値は第 8 表に示した。覆土は， 2 層に区分できたが，遺物は出土しなかった。

第10号遺構（第12図，第 8 表，図版22）

Ｃ地区の東端に位置するＲ－62区から検出した。確認面は第Ⅲ層で，平面形は不整楕円形，

鴨平（1）遺跡　　1983
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小土壙

口
N -1 6 fi) 喜゚

Si 

竺 叫

D
 

第 2号遺構覆土注記

1層褐黒色土 中振浮石を混入。

直 暗褐色土南部浮石が多量混入。中振浮

石を含む（攪乱か）。

3層 暗褐色土 中振浮石を含む。

4層 暗褐色土 中振浮石及び南部浮石 を少鼠

含む。

5層黒色土南部浮石を少量含む。

6層 明褐色土南部浮石多童に含み、 黒色上

混入。

引 <i:J 

0-16 

十 第 2号遺構

R-52 R-53 

+ + 
~ 

ft) 

R-62 

十
3
 ↓「D

[
バ
〗

C
[
 

に眉
~w繭

C
[
 

第 9号遺構覆土注記

1層 黒褐色土 シルト、南部浮石 と中振浮石

を少量含む。

2層 暗褐色土 シルト、南部浮石を多く含む

第w層を含む。

第10号遺構覆士注記

1層 黒色土 中振浮石及び南部浮石 を少駄

混入。

2層 暗褐色土 南部浮石を少屋混入。

3層 暗褐色土 南部浮石を多且に混入（南部

浮石がプロック状に入る）。

゜
2m 

第10号遺構

~200.soorr, 

第12図第2、9、10号遺跡実測図
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断面形は凸レンズ状である。確認面の近くで土器片を検出した。遺構の計測値は，第 8 表に示

した。覆土は 3 層に区分できた。本遺構と同じグリッドから，縄文時代後期初頭（十腰内Ⅰ式）

の土器片が20点余り（ 1 個体分）出土した（第21図 3 ）が，特別な関連性があると認め得なか

った。

第12号遺構（第13図，第 8 表，図版23）

Ｃ地区の中央に位置するＭ－50区から検出した。確認面は第Ⅵ層で，第Ⅶ層まで掘り込まれ

た遺構である。平面形は楕円形に近い隅丸長方形で，断面形は開口部より壙底面が若干広いつ

くりである。計測値は第 8 表に示した。同じグリッド内に第15号小土壙があるが，覆土及び遺

構確認面が異なる。遺物は出土しなかった。

第13号遺構（第13図，第 8 表，図版24）

Ｃ地区中央から西寄りに位置するＨ－55区から検出した。確認面は第Ⅲ層であるが，覆土 1

層中央には十和田ａ火山灰がブロック状に堆積していた。平面形は不整楕円形，断面形は凸レ

ンズ状である。覆土は 4 層に，遺構の計測値は第 8 表に示した。遺物は伴出しなかった。

第15号遺構（第13図，第 8 表，図版25）

Ｃ地区の中央付近に位置するＭ－50区から検出した。標高約200mの平坦地に立地し，同じ

グリッド内には第12号（小土壙）遺構がある。確認面は第Ⅲ層であるが，確認面上に長さ20㎝，

幅8㎝，厚さ数㎝の礫（柱状節理の安山岩）が 1個認められた。平面形は隅丸長方形で，断面

形は船底状である。覆土は 1 層のみで，計測値は第 8 表に示した。確認面上の自然礫以外，遺

物は出土しなかった。

第16号遺構（第13図，第 8 表，図版26，27）

Ｃ地区の東側に位置するＱ－51，Ｒ－51区から検出した。標高約200mの平坦地に立地し，

同じグリッド内には第17号（小土壙）遺構が並列状にある。また，隣接グリッドには第 9 号

（小土壙）遺構がある。確認面は第Ⅵ層で，覆土は 3 層に区分できた。平面形は隅丸長方形，

断面形は船底状で，第Ⅶ層まで掘り下げられ構築された遺構である。計測値は第 8 表に示した。

遺物は出土しなかった。

第17号遺構（第13図，第 8 表，図版26，27）

第 9 ，16号小土壙と同様，Ｃ地区東側に位置するＲ－51区から検出した。確認面は第Ⅴ層で

鴨平（1）遺跡　　1983
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小土壙
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N-50 
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第13号遺構覆土注記

1層暗灰黄色土十和田火山灰を含む（斜線部

分）

2層 黒褐色上南部浮石を含む。

3層 黒褐色土 南部浮石を少拭含む。

4層 黒褐色土 南部浮石を少鼠含む。

R 

8
]
 第12号 遺構

第13号遺構

N-50 

第15号遺構覆土注記

濯 黒褐色土南部浮石を含む（第V層の落

ち込み）

Q~ し~;
舅覆土注記

g土 シルト、南部

、`／
"'口 咋匹占土 シルト、南部浮石を多く含む。

{,-
'{,-

第16号遺構覆土注記

］層 暗褐色土 シルト、 南部浮石を少黛含む

2層 黒褐色土 シルト、南部浮石を少景含む。

3層 暗褐色土 シルト 、南部浮石を多く 含む。

B 暗褐色土 W層

十 N-51

N-51 

fl) 

R-52 

＋ 

第17号遺構

＋ 
R-51 

第16号遺構

゜
2m 

第13図第12、13、15、16、17号遺構実測図
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覆土は 2 層に区分され，第Ⅵ層まで掘り下げて構築されている。平面形は，不整な隅丸長方形，

断面形は船底状である。計測値は第 8 表に示した。遺物は出土しなかった。

第19号遺構（第14図，第 8 表，図版28，29，32，41）

第20～22号遺構と並列した状態で，Ｂ地区中央に位置するＫ－31区から検出したが， 4 基の

小土壙のうちでは最も南端に位置する。標高199mの平坦地から，西へ22度の緩傾斜面に位置

する。確認面は第Ⅴｂ層で，長軸方向は北から78度東に傾いている。平面形は隅丸長方形，断

面形は船底状である。計測値は第 8 表に示した。覆土は 1 層のみで，覆土中から縄文土器片

（第16図 2 ）が 1 点出土した。

第20号遺構（第14図，第 8 表，図版28～30，41）

第19号小土壙と，位置，グリッド，立地，確認面，平面形，断面形，長軸方向，覆土の層数

は同様であるが，多少平面形が大型で覆土中から土器片が 2 点（第16図）出土したことと，小

ピット（根跡か）が 2 個壁面にある点が相違している。計測値は第 8 表に示した。

第21号遺構（第14図，第 8 表，図版30～32）

第19，20，22号小土壙と位置，立地，確認面で，平面形，断面形，長軸方向，覆土の数は同

じであるが，異なる点は，グリッドがＪ－31区で，4 基の小土壙のうちでは南端にあり，また，

規模の数値や，遺物を出土しなかった点である。計測値は第 8 表に示した。

第22号遺構（第14図，第 8 表，図版30～32）

第21号小土壙と，位置，立地，確認面，断面形，長軸方向，覆土の層数，出土遺物がない点

などにおいては同様である。異なる点は，グリッドがＪ－31とＪ－32にわたり，平面形が不対

称な隅丸長方形を示し，規模が若干小型であること，また， 4 基の小土壙のうちでは最北端に

位置していることである。計測値は第 8 表に示した。

第28号遺構（第15図，第 8 表，図版33）

Ｃ地区の東側に位置するＰ－46区の第Ⅴｂ層で確認した。覆土は 2 層に区分できたが，ごく

薄い炭化物層もある。平面形は不整な隅丸長方形で楕円形に近く，断面形は船底状で，壙底面

の約 4 分の 1 には焼土面と炭化物層が認められた。計測値は第 8 表に示した。出土した遺物は

炭化物のみであるが，炭化した「クルミ」も 1 粒混入していた。

鴨平（1）遺跡　　1983
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第34号遺構（第15図，第 8 表，図版34）

Ｂ地区中央付近に位置するＮ－35区で検出した。確認面は第Ⅴａ層で，第Ⅴｂ層まで掘り込

まれていた。平面形は不整な楕円形で，断面形は船底状である。覆土は 2 層に区分できた。計

測値は第 8 表に示した。近くのＭ－35区Ⅴ層内から獣骨片が 2 点出土したが，本遺構との関連

性については明確にすることができなかった。

第35号遺構（第15図，第 8 表，図版35）

Ｂ地区の西向き斜面に位置するＨ－35区で検出した。確認面は第Ⅴ層で，平面形は不整な隅

小土壙
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鴨平（1）遺跡　　1983

＋ 
P-46 

第28号遺構覆土注記

1層 黒褐色土 南部浮石少量混入、炭化物。

(Va層に相当）

2層 黒褐色土南部浮石混入(Vb層に相当）。

1-C、クルミの実 1個（下に炭の破片）
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第35号遺構覆土注記

1層 黒褐色土軽石を少黛含む。 （第

1層、 JI層の混じり）

南部浮石を少量含む。

南部浮石を少量含む。

（第1l層よりやや明る

しヽ） 。

2層

3層

暗褐色土

暗褐色土

lo A lt1 
- 202.000m B

 
3a層

第26号遺構

第15図

a
b
 

W
I
I渭

第26号遺構覆土注記

1層暗褐色土 Va、bと同じ。

2層暗褐色土南部浮石を混入 (I層

よりやや明るい）。

褐色土南部浮石（第VI層）を

少拭含む。

南部浮石を相当混入。

プロック状。

八戸火山灰を混入。

3b層

4a層

5層

褐色土

黄褐色土

褐色土

゜
2m 

第26、28、34、35号遺構実測図
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丸長方形，断面形は船底状である。覆土は 3 層に区分できた。計測値は第 8 表に示した。遺物

は出土しなかった。

（4）形状不詳な遺構

第26号遺構（第15図，第 8 表，図版36）

Ｂ地区の西側に位置するＧ－29区において検出したが，遺構の西側が調査地区外に延びてい

たため完掘できなかった。したがって，全体の形状は不詳である。溝状ピットの構築作業中に

放棄したものではないかとも推測できる。確認面は第Ⅶ層で，調査できた範囲の平面形は，長

楕円形を半截したような形態，断面形は不整な「Ｕ字」状を示し，第Ⅷ層まで掘り下げられた

遺構である。覆土は 5 層に区分できたが，遺構に伴う遺物は出土しなかった。 （北林）

小土壙
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鴨平（1）遺跡　　1983

1 第18号遺構 2 第19号遺構 3、4 第20号遺構

゜
5cm 

第16図 遺構出土土器拓影図

第 9表 遺構出土土器観察表
（単位 cm)

図版 地区 器 形 内面 その他の特徴 :H 胎焼

挿図番号 遺構名 器高 U 径 底径 最大径 外面施文 分類 備 考
番 号 層 位 部位 調整 日球部罰本紐底部そ の 他 土成

第16図 41 B地区 鉢形 沈線文十陰帯状 口唇 盟、褐灰 1腰内 同4固体0-41

第18号 (320) よこ 良堅
-] -1 確 口 縁 貼付文 肥罪 灰黄、明黄褐 後期 I層出土

B地区 深鉢 赤 褐 中末～
第]!/l, R L 縄文 よこ 良 堅

-2 -2 覆 土 討体 赤 褐 後期，

B地区 小鉢 R L縄文 肥厄 にぶい褐 中末～

第20lr (120) よこ 良堅
-3 -3 覆 土 口 繰 結束第二種 気味 褐灰、にぷい褐 後期

B地区 深鉢 RL縄文（無節） 明赤褐 中末～

第21)/j よこ 良 堅 （ ）内推定
-4 -4 覆 土 嗣体 ＋沈線文 明赤褐 後期初
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第17図 鴨平(1)遺跡遺物分布図
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Ⅴ　遺構外出土の遺物

遺構外の遺物は，設定した677グリッド（10,832㎡）の中の83グリッド（1,328㎡）から出土

したが，これは全体の12.2％のグリッドから出土したことになる（第17～27図，第10～14表）。

その出土量は縄文時代のもの約500点（第 9 表），歴史時代の遺物は約10点である。全般的に遺

物は希薄であったが，調査地区が遺跡のどの位置に当たるかは検出された遺構の分布も勘案し

て判断すべきであろう。

第Ⅰ，Ⅱ層（表土）の多くは，牧草地や畑地として使われていたため，耕作による攪乱が随

所に認められたが，遺物の大半はこの耕作土に包含されていた。

全体的には，基本土層の第Ⅰ～Ⅲ層に縄文後・晩期及び歴史時代の遺物が包含され，第Ⅳ～

Ⅶ層には縄文早期の遺物が包含されていた。縄文早期の土器は，Ａ地区の傾斜地（2,800㎡）か

ら集中的に出土した。その他の地区では，縄文後・晩期の遺物が主として出土した（第5 ，17図）。

この項では，縄文早・前期の土器，後・晩期の土器，石器・剥片・礫，土製品，その他の遺

物を区分して記載する。なお，本項に記載する遺物の数は，復原した縄文土器5 点，縄文土器片

約100点（接合した土器は1 点とした），石器・剥片22点，土製品1 点，金属製品6 点である。

遺構外出土の遺物
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1 土　器

（1）縄文時代早期の土器

第Ⅶ層出土土器（第18・19図）

Ｐ－15区の第Ⅶ層（南部浮石層下，粘土質暗褐色土層）から，復原可能な 1 個体分の土器が

出土した。第18図における等高線は，第Ⅷ層上面で計測したものであるが，ほぼ当時の地形に

近いものを示しているとみられる。これによると，土器の出土した位置は，南に面した緩傾斜

面の末端に当たり，現在の湧水面から約 4 m離れた地点である。土器は，口縁部を約半分失っ

ているが，小範囲に，つぶれた状態で出土し，斜面上方から流れたものとは考え難い。また，

付近の同層から，粘土及び炭質物の小塊が出土しているので，水辺で何らかの作業が行われた

可能性がある。

出土した土器は，口径約20.6㎝，器高約34.7㎝の砲弾形尖底深鉢である。全体にほとんど屈

曲のない器形であるが，胴部に比べ口縁部がより直線的になっているため，やや外反する感じ

を与えている。器厚は，口縁部で約 7 ㎜前後，以下胴部にかけて厚くなるが，底部に近い部分

でいったん薄くなる。底部はやや丸みを帯び，約15㎜の厚さをもっている。

胎土として用いられた粘土は，粘り気の強いものらしく，混和材として相当量の繊維を含み，

長石，石英，輝石等の砂粒もみられる。粒径は，大きなもので中粒砂及び少量の細礫，ほかに

岩石の破片も含まれている。

器面は，内外面とも比較的平滑に整形されているが，外面には，成形時の痕跡を示すと思わ

れる凹凸がある。この凹凸は，規則性をもってほぼ同心円状に観察されるが，底部から約 1 / 4

ほどの部分に限って不規則になり，器面も粗く，指頭状の擦痕が顕著に残っている。また，こ

の部分を境として，器厚の差が大きく，土器の中軸にも歪みを生じている。したがって，胴部

と底部を別個に製作し，後でこれを接合したものと思われる。（以下，この接合部分から上を

口縁・胴部，下を底部として記載する）。

成形方法については，外面の凹凸及び横方向の割れ方から，輪積みに近い方法が考えられる。

ただし，内面に残る粘土帯の接合痕や割れ口が，輪積みの場合に推定される粘土帯の接合線と

斜めに交差する部分も少なくない。おそらく， 1 周ごとに完結した粘土の輪を積み上げていっ

たものではなく，適当な長さの粘土紐を継ぎ足しながらの段階的な作業であったと思われる。

粘土帯の接合痕は胴部下半で良く観察され，この部分で約 2 ～ 4 ㎝の幅をもつ。接合個所にお

ける割れ口の形状が不規則であるため，接合方法は把握し難い。また，明瞭に接合痕を残す部

分であっても，その隣接部から割れている場合もあり，成形作業の速さを指摘することができ

る。

鴨平（1）遺跡　　1983
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文様は，外面のほぼ全面に縄文が施文され，その後，口縁部に平行沈線が 4 条，更に口唇部

には刻目が加えられてある。縄文は 3 種類の原体が認められる。ＬＲが 1 本，ＲＬが 2 本であ

るが，ＲＬのうち 1 本は，太さの異なる条を撚り合わせたもので，末端を別の細い縄又は繊維

束で縛り止めてある。これらの原体は，すべて横位に回転されている。口縁・胴部では，口縁

部側から，ＬＲ・ＲＬ・ＲＬ（異条）・ＬＲ・ＬＲ・ＬＲの順に， 6 段にわたって帯状に施文

される。特に 3 ～ 5 段目にかけては，縄文帯を強調するように，縄端に強い圧痕を残し，部分

的には羽状縄文を構成する。底部では，ＲＬのみ用いられ，帯状にはなっておらず，やや条が

傾く部分もある。原体はいずれも単節であるが，撚りが弱いためか非常に節が不明瞭で，一見

無節のように見えるほどである。また，やや節のつぶれた圧痕を残す傾向があり，器面の動き

からみても，縄文はまだ粘土が柔らかいうちに施文されたと思われる。原体の回転方向は，圧

痕の強弱及び粘土の移動方向から，（土器を口縁部側から見て）反時計回りと判断される。施

文の方向は， 3 ～ 6 段目では，口縁部側から底部側へと進行し，更に 6 段目の縄文帯は，口

縁・胴部と底部との接合痕によって消されている。したがって，（右手を使って施文した場合）

口縁・胴部の成形後，口縁部側を上にして立てた状態で縄を転がしてから，底部を接合したも

のと考えられる。

縄文施文後に加えられた沈線及び刻目についても，その縁に見られる粘土の移動の仕方から，

それがまだ柔らかい状態にあったことがわかる。沈線は，最大幅約 4 ㎜ほどであるが，部分に

よって幅の差異が著しく，（土器を口縁部側から見て）反時計回りの方向に，大きく波打つよ

うに引かれている。施文具は，弾力性の強いものらしいが，断面に鋭角的な稜を残している。

刻目は，約 6 ～10㎜幅の広いものが密接に加えられているため，小波状を呈している。施文具

は指頭様の柔らかいもので，圧痕に近く，口唇部に対して斜めに，内面側から外面側に向って

力が働いている。

土器の断面を観察すると，器壁心部がやや黒ずんでいるものの，焼き上りは悪くない。ただ

し，胴上部から口縁部にかけて，器表面（特に外面）の剥離が顕著である。口縁部には一対の

補修孔が穿たれているが，剥離はこの部分で最も著しい。使用の際，火熱の強く当たる部分と

は見なし難いので，この部分の脆弱さについては，焼成方法に理由が求められるかも知れない。

尖底部を上から見ると，リング状の擦痕が観察され，強度の光沢を呈している。又，この部

分の（縄目，擦痕等による）凹部には，白っぽく風化した粘土または火山灰と見られるものが

付着している。第Ⅶ・Ⅷ層のように，粘性の強い固い面にねじ込んで突き立てた痕である。土

器の色調は，ほぼベルト状に観察される。外面は，胴部中央を境として，下半部は明るい褐色

を呈するが，底部下半ではくすんだ色調になる。上半部は，全体に暗い褐色を呈し，口縁部付

近では，黒い光沢をもつ部分がある。内面は，底部下半が明るい褐色，底部上半は暗い褐色を

鴨平（1）遺跡　　1983
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縄文早期の土器
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第19図 縄文・早期の土器（第VII層）
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呈し，部分的に黒い光沢をもっている。胴部から上は全体にくすんだ褐色を呈するが，かなり

ムラがあり，口縁部付近にも，底部上半に類似した光沢をもつ部分がある。底部外面のくすん

だ色調を示す部分は，ちょうど，リング状の擦痕及び光沢が観察される範囲に一致し，土中に

ねじ込んだ部分に相当する。器面の黒っぽく変化した部分は，炭化物の付着によるとみられ，

実験例
（注）

等によって，外面の炭化物はススの付着，内面のそれはコゲ付きと推定されている。た

だし，この土器の場合，使用に際して，火熱が最も強くあたったとみられる部分（胴部下半～

底部上半）はほとんど変色しておらず，器面の剥離も認められない。補修孔の存在とも考え合

わせると，この土器の耐久性の低さを示すものとも言える。

注 青森県立郷土館　1976 「小田野沢」

横山英介他　1979 「函館空港・中野遺跡」

第Ⅴ層出土土器（第20図）

第20図 1 ， 2 は，同一個体と見られ，Ｎ－16区から出土したものである。ムシリⅠ式に属す

る。器厚は，胴部で約 5 ㎜前後の薄手である。口縁部は先細りに整形され，やや外反する。胴

部下半は，丸底気味に湾曲している。外面には，縦位ないし斜位の平行沈線が交差する形で斜

格子状に引かれているが，胴部下半では，施文が浅く，乱雑なため，条痕または擦痕的な感じ

になっている。沈線は，口縁部側から底部側の方向に引かれたものである。内面には，主に縦

位の条痕様のものが見られるが，浅く不鮮明である。胎土に細粒砂を含み，焼成の良い堅緻な

土器である。

第20図 3 は，Ｐ－11区区からの出土で，早稲田第 5 類に属する。胴部下半の破片である。こ

の部分で，器厚約 8 ～10㎜を示し，厚手である。外面には， 0段多条とみられるＲＬの粗い縄

文が横位に施文され，内面は，凹凸のある粗面となっている。胎土は粗く，繊維及び粗粒砂を

含む。器壁心部は黒ずんでおり，焼成の良くない土器である。 （工藤　大）

（2）縄文時代前期の土器

第20図 4 は，Ｈ－20区から出土したもので，早稲田第 6 類に類し，前期初頭に位置するとみ

られる。器厚約 7 ㎜，外面にはやや節の長いＲＬの縄文が施文され，これに交差して別の条が

走っているが，同一原体かどうかは不明である。拓影上部には，縄端の結縛部分らしいものの

圧痕が認められる。内面は平滑に整形されている。胎土に繊維，粗粒砂及び細礫を含む。第20

図 3 に比べ焼成が良い。 （工藤　大）

鴨平（1）遺跡　　1983
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遺構外の土器

（3）縄文時代後・晩期の土器

一部接合して，およその器形を判断できたものを含めても細片が多い。しかも出土量が限ら

れているため，一部復原（図上復原を含む）した土器と，比較的大型の土器片を縄文土器実測

拓影図（第21～27図），及び土器観察表（第10～13表）によって説明する。 （北林）
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鴨平（1）遺跡　　1983

‘‘‘ 

縄文 土 器 観 察 表

挿四番号 1 第21図 1 図版番号 I 40-3 

地区グリ 9 ド吊位 A地区M-16・ll

器形 部位 壺形

器高 現 132叩底 径 I 6 9叩

「］ 径 (9 O)crn 最大径 I 15 6畑

外面施文 上半・沈線文 (F半 たてみがき）

内面調整 よこ、入念

そ口緑 短頸

他の 胴f本 球状

の底 あげ底

特徴 その他 胎上に極小砂粒を含む

胎土 良 焼成 1 堅

色土 外面 黒褐・明赤褐・赤褐

内而 にぶい赤褐 •黒褐

烈式時期 十腰内 l式、後期初

傭 考 復原部分以内に口I象不接合

縄 文 土 器 観 察 表

挿区1番号 1 第21図 2 図版番ぢ・I ,0-2 

地区グリ ；ド層位 A地区 J-14・ IT

岱形 部位 深鉢復原

器油 (19 5),m 底 径 I 6 2cm 

LI 径 17 0cm 最大径 Ir1桟 叩

外面施文 網目状撚糸文

内面詞整 よこ

そ口縁 平椋

（の也 胴体

(7) 底.. あげ底

特徴 その他 二次力II熱赤変

胎上 良 I焼成 1 堅

ナ色 クfilii にぷい赤褐淡赤橙

内面 灰褐 ・II音赤褐

型式時期 十腰内 l式 ・後期/!]

傭 考 破片毎に変色あり

縄文土器観察表

挿図番号 第21四 3 図版番号 I ,0~1 
地区・ グ,,ソド ・層位 C地区R-62・ I-rn 
岱形 ・ 部位 深鉢・胴底

器 高現 215cm 底 径 I 10 6呵

口 径 叩蛉大径 1 cm 

外面施文 l!li肖縄文（沈線＋渦巻）

内面調整 よこ

そ口椒

の 胴f本
他の 底： あげ底

特徴 その他 内底面に炭化物1寸符

胎土 良 焼 成 1 堅

土色 外面
灰褐．にぶい赤褐

内面 にぶい赤褐明赤褐

型式時期 十腰内 1式・後期初頭

備 考 胎七に極小砂二次火熱

3
 0 5cm 

I , I , , I 

第21図 縄文時代後期土器拓影図
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縄文後・晩期の土器

縄文土器観察表

~ 
0 5cm 
I , I I I I 

第22図 縄文時代晩期土器実測拓影図
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縄文後・晩期の土器

（縄文土器観察表 1. 2) 

第24図縄文土器拓影図(2)
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縄文後・晩期の土器

第11表縄文土器観察表(I)
（単位 cm)

図 版 地 区 器形 内面 その他の特徴

；□ 胎 焼

挿図番号 出土区 器高 日径 底径 最大径 外面施文 分類 傭 考

番 号 層 位 部位 調整 口縁部翻本部底邸そ の 他 土 成

第23位 A 深鉢 撚 糸 文 たて 明灰褐

41-5 P-20 極小砂多い 良堅 中期未か

-3 Il 肘 f本 （絆虚文） よこ 浅黄橙

B 深鉢 竹管剌突文＋縄 平縁 にぶい褐 中期末か

41-6 G-37 (18 8) よこ 良 堅

-4 Il u縁 文 外反 にぶい橙 後初

C 小鉢 にぶい橙 十腰内

41-7 1-55 (102) 沈 線 文 不明 良堅

-5 I 口縁 にぶい橙 I 式

B 小鉢 平行沈線 黒褐橙 十腰内

41-8 0-23 (204) よこ 平縁 良 堅

-6 Il 口縁 （磨消縄文） 橙 N 式

B 深鉢 1こぶい褐 +n委内 18号出上

41-9 0-41 (320) 沈文＋陸帯 よこ 肥原 良 堅

-7 I (]縁 褐灰、にぶい褐 l 式 土器片と同ーか

R 台付 灰 白 十腰内

41-10 1-38 浅鉢 (160) 沈 線 文 よご 良堅

-8 Il 口縁 灰 日 I 式

B 小鉢 橙 +! 委内
41-11 J-23 (15.41 沈 線 文 よこ 肥厚 良 堅

-9 I 口縁 橙 I 式

8 小鉢 浅黄橙 十楼内

41-12 0-38 (16.0) 沈 線 文 よこ 良堅

-JO V 口縁 灰褐、黒褐 I 式

8 小鉢 にぶい橙 十腰内

41-13 H-29 (6.6) 沈 線 文 よこ 小波状 良 堅

-11 I 口縁 にぶい橙 ］式

B 深鉢 淡赤橙 十腰内

41-14 K-31 縄節縄文 よご 良 堅

-]2 I 桐体 淡赤橙 I 式

A 鉢 撚糸文 明褐灰

41-15 R-11 よこ 良堅 後期か

-13 I 胴体 （斜位施文） 淡 黄

第24図 C 香炉？ なで 淡赤橙 後期

41-16 P-53 入組状沈線文 良 軟

-1 I 胴体 なし 灰 褐 中葉

C 深鉢 暗赤灰 t腰内

41-17 H---41 撚糸文 よこ 良 堅

-2 I 桐 1本 にぶい橙 l 式

C 深鉢 にぶい橙 ，， 

41-18 Q-43 沈 線 文 よこ 良 堅

-3 I 屈体 浅黄橙 ,, 

4 C 小鉢 にぶい褐 ，， 

41-19 M---46 磨消縄文 よこ 良堅
~s I 口縁 にぷい褐 ケ

-6 21 C 深鉢 沈線太く深い方 にぷい赤褐 も ケ

41- Q-54 (22,0) 磨消縄文 よこ 良ろ

~9 24 I 日縁 形区画 暗灰貨、浅黄橙 し‘ ケ

C 小鉢 灰 黄 ' 胎土に中径礫含

41-22 Q-54 (10 0) 磨消縄文 よこ 波 状 良堅

-7 I 口縁 灰 黄 ' む

C 小鉢 にぶい黄褐 ‘‘ 
41-23 0-45 (11.0) 磨消縄文 よこ 波状 良堅

-8 皿 口絵 にぶい赤褐、黒 ' 

A 小鉢 磨消縄文 灰 褐 ' 
41ー25 M-15 (19 4) （撫節縄文十沈 不明 波状？ 良 堅

ー10 Il 口縁 線文） 暗灰黄 ，, 
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第12表縄文土器観察表(2)
（単位 cm)

図 版 地 区 器 形 内面 その 他 の 特 徴 :H 胎 焼

挿國番号 出土区 器高 口径 底径 最大径 外面施文 分 類 備 考
番 号 層位 部位 調整 口縁部閉体部底部そ の 他 土 成

第24図 B 深鉢 磨消縄文 なな 黒 I・ 腰内
41-26 H-19 （無節縄文＋沈 良 堅

-11 ill 口 縁 線文） め にぶい橙 l 式

C 深鉢 よこ 橙、淡橙

41ー21 Q--55 磨 消 縄文 良 堅 ' 
ー12 I 朋 体 入念 橙

8 深鉢 灰 褐
41-28 G-31 磨消縄文 よこ 良 堅 ' 

-13 V 朋 体 灰 褐

B 深鉢 磨消縄文 なな 黒
41-29 H-19 （無節縄文＋沈 良堅 後 期

-14 皿 胴 体 線文） め にぶい橙

B 深鉢 黄 橙 十腰内
41-30 H-24 磨消縄文 よこ 良堅

ー15 Il 胴 体 黒 褐 N式か

A 壺 不明 注口の可能性あ 黒褐、 1こぶい橙 十腰内
41-31 0-14 入 i肖縄文 継ぎ 良堅

-16 Il 朋 1本 目有 り 褐 灰 IV 式

C 深鉢 撚 糸 文 にぶい橙 ¥-! 屡内
41-32 N-51 よこ 良堅

-17 V ！月 1本 憮節） 黒褐、浅黄橙 I 式

C 小鉢 平行沈羞＋撚糸 平縁 橙、淡赤橙

41-33 R-56 (12.8) よこ 良 堅 ‘ -18 皿 口 縁 文（斜） 肥原 淡 黄

第25団 B 小鉢 淡 赤橙
41-34 N-29 (18.0) L R 縄文 よこ 良 堅

＇ -1 V 口 縁 にぷい橙

B 小鉢 赤 橙
41-35 F-16 (18 4) 無節RL縄文 よこ 平柑 良 堅 後期 か

-2 V ロ 縁 明 赤 灰

C 小鉢 平縁 赤 橙
41ー36 N-44 (12,0) し R 縄文 よこ 良 堅 後期か

-3 I 日 縁 内傾 明赤仄、赤橙

B 小鉢 灰褐、橙
42-1 Jー21 R L 縄文 よこ 良堅 後期

-4 ill 駒 体 にぷい 橙

C 小 鉢 褐灰、明赤褐
42-2 J-57 (112) L R 縄文 よこ 内傾 にぷい橙、明赤 良 堅 ＋腰内

-5 I 口 縁 褐

C 深鉢 L R 縄文 よこ 橙、黄橙
42-3 G-46 なな 赤変 良 堅 ‘’ 

-6 I 胴体 （無節） め 灰 褐

A 鉢 灰 赤
42-4 R-13 無節縄文 よこ 良 堅 後期

-7 ill 胴 体 灰 褐

-8 5 C 小鉢 たて 暗赤褐

42— H---45 (17,0) L R 縄文 肥原 良 堅 ＇ 
-10 1 I 日 縁 よこ 暗赤褐

C 小鉢 褐 灰
42-6 J-57 (11.2) L R 縄文 よこ 良 堅 “ 

-9 I ロ 縁 にぷい橙

-11 C 壺か 無文（たてみが 暗赤掲、明赤褐
42-8 1-53 き頸邸平行沈線 よこ 平橡 良 堅 後期か

~13 I 口 縁 か） にぷい橙、赤褐

B 深鉢 1こぶい 褐

42---9 G-19 L R 縄文 よこ 良堅 後期

ー12 LL 嗣体 灰褐、褐灰
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縄文後・晩期の土器

第13表縄文土器観察表(3)
（単位 cm)

図 版 地区 器形 内面 その他の特徴 :H 胎 焼

挿図番号 出土区 器高 口径 底径 最大径 外面施文 分 類 備 考

番 号 層位 部位 調整 口縁部翻本部底部そ の 他 土成

第261'図 A 台付鉢 口唇 内面にたて割小 黒褐、淡赤橙 十腰 内

42-12 M-15 (22 0) 人紐状磨消縄文 よこ 良 堅 赤 変

-1 Il u縁 肥厚 突起 灰褐、浅黄 w 式

A 台付鉢 口唇 第2姻
42-13 M-15 (222) 這状磨消縄文 よこ ケ ’ 良堅 ＇ 

-2 Il 日緑 肥厚 2-4同噸1本

A 台付鉢 口唇

42-ll M-15 (22 0) 入 i肖縄文 よこ ’ ’ 良 堅 ，， 

-3 TI u縁 肥耳

B 小鉢 よこ 小波状 黒褐、掲灰 十腰内
42-10 F-22 (18 4) 平行磨消縄文 良 堅

-4 皿 n縁 入念 内 傾 黒 褐 Il 式

C 台付鉢 よこ にぷい橙 大洞
42-16 Q-57 (13 0) 羊 偵状文 B突起 良 堅

-5 I 口緑 入念 明褐灰 B-C式

C 鉢 羊歯状文十磨消 淡赤橙

42-18 N-5'. よこ 良堅 ＇ 
-6 I 屈 f本 縄文 明褐灰

C 小鉢 浅黄橙

42-17 0-52 (lo 4) 平行沈 線文 よこ 良堅 晩期

-1 I 口縁 褐 灰

C 広1J壺 平縁 褐 灰

42-19 S---63 (15.0) L R撚糸文 よこ 良 堅 晩期前半

-8 I 口紺 撫 文 褐 灰

C 鉢 乎行沈 線文 褐、明褐灰 大洞

42-22 L-57 よこ 良堅

-9 Il 桐体 L R撚 糸文 灰白、暗褐灰 B C式

C 体 ；尤線文十LR撚 連続刻 黒 褐 大洞

42-21 G-49 (22 0) よこ 良 堅

-IO I 口紺 糸文 み突起 黒 褐 C I式

C 鉢 平行沈線文十L 褐屈明褐灰 大洞 第26図9と同一
42-23 L---.17 よこ 良 堅

-11 Il 桐 1本 R撚糸文 灰白、明褐灰 BC式 個体

C 鉢 沈線文十LR撚 連続刻 橙 大洞 器壁内

42-15 G-48 (21 OJ よこ 良 堅

ー12 I 口縁 糸文 み突起 にぶい橙、灰褐 C I式 黒褐色

第27図 C 壺鉢 灰黄、暗灰黄

43- L-57 L R撚糸文 よこ 良 堅 後～晩期 胎土接合資料

-1 1-4 Il !~f本 浅黄橙、灰黄

-2 A 注口 よこ 灰 褐
43-6 0-14 (12) 無文（よこなで） 平縁 良 堅 大洞B式

-3 Il 口縁 人念 黒褐、灰黄

C 注口 （備 注口外径 il/1赤 褐 大洞B- 芦か竹を注日に

42-20 G---45 沈線＋雲形文 13Xl 4 良堅

-4 注口 考） 内径01XO8 灰 褐 BC式 差し入れてある

C 台付鉢 1日j心 台径11),叫1上 橙 台内面
43-7 S--{i3 (98) 撫 文 良 堅 晩頭

-5 I 台 円状 台；；；；2叫1上灰 白 黒 色

A 壺 同心 黒、灰褐 t腰 内

43-9 R-11 (45) 庖消縄文円 あげ底 良堅
-6 I 底 よこ 黒、 褐灰 N 式

C 深鉢 同心 外縁張 朋赤褐

43-5 0-45 (12) L R 縄文円 あげ底輪積み 良 堅 後期
-7 I 底 よこ 出 にぶい橙

C 深鉢 同心 黒 褐

43- G---47 (1.0) 簾 文 あげ底 良 堅 ' 
-8 I 底 円状 淡 黄
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2 土製品

1 点だけの出土である。この土製品は，十腰内遺跡報告書（今井・磯崎：1968）では鐸形土

製品と命名されたもので，後世の銅鐸，馬鐸，釣鐘などから連想したといわれている。また，

『日本原始美術大系 5 』
（注1）

では，「土製垂飾」の名称を用いている。

Ａ地区，Ｋ－13・Ｌ－13区の黒色土層（第Ⅱ層）から 2 片出土し，接合したが，身部の大半

を欠いている（第28図，図版43－12）。

全体の土色は，明赤褐色～淡赤橙色であるが，片面に黒褐色の焼成むらが斑点状に認められ

る。現存高4.2㎝，身幅4.6×3.5㎝（推定），頂上部に鰭状突起が造りだされ，この部分には，

紐などをとおして垂れ下げたような，目形の小さな貫通孔があるが，磨滅痕は明瞭でない。

身の横断面形は，銅鐸のそれのように扁円形（目形）で，全体の推定高は 6 ～ 7 ㎝，開口部

径は身幅径よりも若干すぼまる形態となるようである。身の両面には，沈線と刺突文の組み合

わせによる馬蹄形状の文様が施されているが，全容は不詳である。

このような鐸形土製品は，縄文時代後期初頭の十腰内第Ⅰ群土器に伴出し，県内外の遺跡か

ら出土例がある。
（注2）

十腰内遺跡（前出同：1968）では，ａ，ｂ，ｃの 3 類に区分し，更に別類が

追加できることを示唆しているが，粗製品と精製品に区分できるとすれば，本遺跡出土の鐸形

土製品は，後者に属するものであろう。器形は異なるが，モチーフは岩手県日戸遺跡
（注3）

出土の土

製垂飾に類似している。 （北林）

注

1 ．武器，装身具篇，47頁中段。講談社，1978年 5 月。

2 ．煩雑になるので，次の報文を掲げる。祭祀に使われた一種の楽器と考えられている。

高橋　潤　「鐸型土製品についての一考」『うとう』第82号，青森郷土会，1976年 5 月。

3 ．岩手県岩手郡玉山村，岩手大学所蔵。注 1 ，所収。

鴨平（1）遺跡　　1983
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石　器

3 石　器

磨製石斧 1点，石鏃11点，剥片類 5点，すり石類 4点，計21点出土した。出土量が極めて少

なく，分布状態も概して散在的であるが，剥片類の中には，かなりの距離を置いて接合したも

のがある。

磨製石斧（第30図 5 ，第15表）

基部上方で折損しており，基端側のみ出土している。

石鏃（第29図1～11，第15表）

完形品 5 点，欠損品 6 点の出土であるが，形態，大きさ共にバラツキが大きい。特に第29図

1 などは，矢尻としての機能が疑われる程の大きさを持っている。基部については，有柄，無

柄及び平基，凹基等，各種の形状があり，尖頭部の整形も多様である。なお，第29図11は，ド

リル状の突出した基部を持つが，この部分には，タール状の付着物が観察される。

剥片類（第29図12～16，第15表）

第29図12は，打面側を除く，背面のほぼ全周縁に調整剥離が加えられており，R－フレイク

（retouched flace）あるいは不定形剥片石器の類に属する。13・16は，周縁の一部に剥離痕が認

められるが，不規則で偶発性が強く，刃部を作り出したものとは見なし難い。14・15は，黒曜

岩製のもので，共に表皮を残し，15の正面図右側縁には，微細な刃こぼれ状の剥離痕が観察さ

れる。
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すり石類（第30図 1 ～ 4 ，第15表）

第30図 2 ・ 3 は，いわゆる「特殊磨石」に属するものである。柱状礫の稜に使用痕を残し，

「三角柱状磨石」の呼称もある。 1 ・ 4 は，片面にくぼみを持ち， 1 は，側縁部に敲打痕， 4

は，擦痕がみられる。 （工藤　大・米沢真一・工藤　均）

鴨平（1）遺跡　　1983
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石　器
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鴨平（1）遺跡　　1983
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4 その他の遺物

表採品を含めると，土器 1点，古銭 3点，きせる（煙管）2点，かんざし（簪）1点である。

第17図のように分布し，基本土層の第Ⅰ・Ⅱ層から出土したが，いずれも遺構に伴うものでは

なかった。

（1）土　　器

1 点出土した（第31図，図版46－ 1 ）。特徴などについては観察表に示したが，器種，時代

など不詳な点が多い。

（2）古　　銭

3 点出土した（第32図，第16表，図版46－ 2 ， 3 ， 4 ）。江戸～明治時代の寛永通宝 2点と

大正時代の一銭銅貨 1 点である。

その他の遺物
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第32図 1 は，「ハ宝」，第32図 2 は「ス宝」とみられる。「ス宝」は，「古寛永」（1626～1656

年鋳造），「ハ宝」は，「新寛永」（1668～1870年代）に分類される
（注 2・3 ）

。いずれも，江戸時代から明

治時代初期までの約200年間通用した銅一文銭である。

寛永通宝の出土例は多いが，次の遺跡及び文献等を列記しておく。

藤崎，柏木，猿賀　　　工藤　　正　　　　　　　　1961，1968

脇野沢村小沢　　　　　奈良　　仁　　　　　　　　1972

浪岡城跡　　　　　　　浪岡町教育委員会・工藤　　1980

尻八館跡　　　　　　　県立郷土館・岩本ほか　　　1980

平賀町富山遺跡　　　　県教育委員会　　　　　　　1975 県埋文21集

〃　鳥海山遺跡　　　　　 〃　　　　　　　　　 1977 〃　32集

浪岡町杉の沢 〃　　　　　　〃　　　　　　　　　 1979 〃　45集

大鰐町砂沢平 〃　　　　　　〃　　　　　　　　　 1980 〃　53集

碇ヶ関村古館 〃　　　　　　〃　　　　　　　　　 1980 〃　54集

〃　　永野 〃　　　　　　〃　　　　　　　　　 1980 〃　56集

階上町志民（2）〃　　　　　　〃　　　　　　　　　 1981 〃　65集

六ヶ所村発茶沢〃　　　　　 〃　　　　　　　　　 1982 〃　67集

南郷村石ノ窪 〃　　　　　　〃　　　　　　　　　 1982 〃　69集

〃　馬場瀬（1）〃　　　　 〃　　　　　　　　　 1982 〃　70集

〃　　〃 （2）〃　　　　 〃　　　　　　　　　 1982 〃　70集

八戸市根城跡　　　　八戸市教育委員会　1980 工藤竹久氏らの御教示による（注 4 参照）。

〃　韮窪遺跡　　　県教育委員会　　　　　　1982年発掘調査資料による（注 5 参照）。

鴨平（1）遺跡　　1983
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（3）き　せ　る

2 点出土した。そのうち完形品（第33図 1 ，図版46－ 5 ）は表採品で，別の 1 点（第33図 2 ，

図版46－ 6 ）は，Ｂ地区Ｊ－25区第Ⅰ層から出土した。

「きせる」は，きざみたばこ（煙草）の喫煙具
（注 6）

であり，一般に両端の雁首と吸い口は金属製

（金，銀，鋼，鉄，真鍮など）で，中間に羅宇
（注7）

（らお）竹でつくられているが，形変わりも多

い。第33図 1 は，全長18.1㎝，重さ31.6gで真鍮製とみられる。この「きせる」は，中間部分も

金属製で，雁首から吸い口まで同じ地金でつくられており，俗称「なたぎせる」という携帯用

のものと思われる。「ろう吹き」は正面合わせで，雁首部分には，「灰落し」をたたいたために

ついた軽い打痕が多数残っている。「きせる」の中にマッチ（燐寸）の軸木がつまっていたこ

とから，この「きせる」は，明治時代以後に製作，使用されたものであろう。

第33図 2 は，「きせる」の吸い口である。二次的な火熱と腐食・青錆の跡が残り，「く」の字

状に折れ曲っている。長さ7.5㎝，吸口径0.4㎝，羅宇径0.9㎝，重さ11.7gで真鍮製とみられる。

地金には，鏨
たがね

による唐草模様の毛彫りと，桜花模様のメッキ痕？がかすかに認められる。地金

の装飾から，18世紀（ 8代将軍吉宗の頃）以降の製品であろう。

県外における「きせる」の出土例は多いが，県内では，浪岡城跡（浪岡城跡Ⅲ，1980），下

北郡東通村浜通遺跡
（注 9 ）

，八戸市長者森遺跡
（注 8 ）

、同市韮窪遺跡
（注 9 ）

などの例がある。

（4）かんざし（簪）

1 点（第33図 3 ，図版46－ 7 ）のみ，Ｃ地区Ｏ－57区第Ⅱ層から出土した。かんざしは，「髪
かみ

刺
さし

」の音便ともいわれているが，婦女子の頭髪に差す一種の装飾品で，縄文時代から出土
（注10）

例が

ある。

現長13.5㎝，厚さ 2㎜の真鍮（銅と亜鉛との合金，黄銅）製，重量8.75gである。頭部に耳掻

きが付けられ，松葉状の脚部と耳掻きの間には，径11㎜の平打状の円板がつくられ，花弁状

（「家紋」か）の彫刻が表裏に施されている。

江戸時代のかんざしは，南郷村外長根（4）遺跡
（注11）

から 1 点出土している（第33図）。 （北林）

注

1 ．銭径，孔径は，縦径と横径をはかり，同一数値の場合は 1 数値を記した。銭厚は，外輪部を計測

した。重量測定は，村上式自動上皿天秤を使用した。

2 ．小葉田淳　1966 『日本の貨幣』，日本歴史新書，至文堂。

3 ．青山礼志　1972 『貨幣手帳』，頌文社。

4 ．八戸市教育委員会　1980 『史跡根城跡発掘調査報告書Ⅱ』，昭和54年度。八戸市埋蔵文化財調査

報告書第 2 集， 6 点出土。

その他の遺物
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鴨平（1）遺跡　　1983
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5 ．昭和57年に当センターが実施した発掘調査の際， 2 点出土した。

6 ．注 6 ， 7 は，田中富吉著『日本の喫煙具』，日本専売公社総務部広報課，事業レポートNo.21，昭

和40年12月。同『たばこと塩の博物館展示品図録』昭和53年11月所収。同博物館，半田学芸員の御

厚意によって文献を入手することができた。

「きせる」の語源は，カンボジア語の吸管に由来する。煙管と書くようになったのは，「たばこ」

が煙草と記すようになった頃と同時期であるが，その時期は明らかにされていない。

たばこは，天文12（1543）年に日本に伝わって，慶長10（1605）年以後庶民に急速に普及した。

たばこは，最初に一種の巻たばこの類が入り，パイプ式の竹ぎせるが誕生（弘化 3 年）し，次いで

織田信長の時分（天文 3 ～天正10年，1534～1582）には金属製のきせるが登場していた。その後，

江戸時代になると美術工芸品の域に達した。なお，巻たばこの発売は，明治18年（1886年）で，「き

せる」を携行する場合は「提たばこ入れ」とセットになった。

7 ．羅宇竹は，ラオス（Laos）＝インドシナ半島の一部に属し，北ベトナムに隣接する＝から渡来し

た竹を使用したことに由来する。

8 ．昭和56年に当センターが実施した発掘調査の際出土した。

9 ．昭和57年に当センターが実施した発掘調査の際出土した。

10．例えば，縄文時代後・晩期の骨角製かんざしは，宮城県沼津貝塚から出土している。『日本原始美

術大系 5 』，1978年 5 月，講談社所収。

11．青森県教育委員会　1981 『国営八戸平原開拓建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅰ』，県

埋文64集。

その他の遺物
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Ⅵ　考察とまとめ
以上が，八戸市大字是川，三戸郡南郷村大字泥障作の地籍に所在する鴨平（1）遺跡の発掘調

査における検出遺構と出土遺物の概要である。

ここでは，発掘調査によって得られた成果を整理し若干の考察と問題点などを指摘してまと

めとしたい。

1 遺跡の立地

本遺跡の東方約 8 ㎞には，新井田川が北流して地勢を区切り，また，西方を馬渕川が八戸湾

に向けて流れている。本遺跡は，ちょうどこの両河川にはさまれた丘陵上に所在する。この地

域の標高はほぼ180～260m前後で，多くの屈曲した小支谷とかなり開折された地形から形成さ

れている。発掘調査地区は，南端と北端が傾斜地，中央部が平坦地となった標高200m前後の

丘陵に立地し，その比高差は10m以上となっている。また，南東部の緩傾斜地には湧水地があ

り，水道が付設されるまで利用されていたといわれている。調査地区は遺跡の中心部からはそ

れているとはいうものの古代人の居住地としては良好な環境であったろう。

2 遺跡の基本土層

調査地区内の基本土層は 8 層に区分された。第Ⅱ層の十和田ｂ火山灰，第Ⅲ層下位と第Ⅳ層

の中掫浮石層，第Ⅵ層の南部浮石層，第Ⅷ層，第Ⅸ層の八戸火山灰層などの火山灰層は鍵層と

することができたが，基本土層のとおり堆積していたのは，Ａ，Ｃ両地区の傾斜地だけであっ

た。Ｂ地区の平坦地及びその両側の斜面上部は，第Ⅳ，Ⅶ層が欠除し，第Ⅱ，Ⅲ層は表土と共

に撹乱されていたため，その部分においては層位的に遺構及び遺物の時代を傍証することはで

きなかった。

遺物は，遺構覆土から出土した数点を除くと，基本土層の第Ⅰ～Ⅴ層と第Ⅶ層から出土した。

第Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ層からは，主として縄文後期（十腰内Ⅰ～Ⅳ式）及び晩期（大洞Ｂ－Ｃ～Ｃl式）

の土器が出土した。第Ⅴ層からは縄文早期のムシリ式土器が 1 個体，第Ⅶ層からは，従来器形

の全容を掌握できなかった縄文早期の尖底土器が 1 個体出土したが，この土器の出土土層は撹

乱を受けていなかった。

3 検出遺構

（1）遺構の立地と構成

検出した遺構は27基で，内訳は，溝状ピット 7 基（第 1 ， 3 ， 6 ～ 8 ，23，24号遺構），円形･

フラスコ状ピット 4 基（第 4 ，5 ，18，27号遺構），小土壙15基（第 2 ， 9 ，10，12，13，15～17，

鴨平（1）遺跡　　1983
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19～22，28，34，35号遺構），形状不詳 1 基（第26号遺構）である。これらの遺構は，平均す

ると21.7m四方に 1 基の割合で検出されたことになるが，過密な地区では 4 m四方に 2 基（第

16，17，19～22号遺構）の場合も認められた。また，遺構の種類によって，構築された地形が

異なっている様子は，第 6 図の遺構分布図によって確かめられた。

遺構の分布を立地（占地）のうえから次の 3 群に分類することができるが，形状不詳の第26

号遺構は除外する。

Ａ群は，調査地区の南側の傾斜地に立地（占地）し，南西に向き，約10mの比高差がある。

溝状ピット 3 基（第 1 ， 3 ， 7 号），円形・フラスコ状ピット 1 基（第18号），小土壙 6 基（第

2 ，19～22，35号）から構成されるが，遺構間には時期差がある。

Ｂ群は，調査地区のＢ地区からＣ地区に及ぶ標高200m前後の平坦地に立地し，円形・フラ

スコ状ピット 1 基（第27号）と小土壙 8 基（第 9 ，12，13，15，16，17，28，34号）から構成

される。

Ｃ群は，調査地区の北側の傾斜地に立地（占地）し，北西に面して約10mの比高差が認めら

れる。溝状ピット 4 基（第 6 ， 8 ，23，24号）と円形・フラスコ状ピット 2 基（第 4 ， 5 号）

から構成されているが，遺構間の時期差や分布上の規則性などは認め難い。これは，前記Ａ，

Ｂ群と同様である。

Ａ群とＣ群は遺構の構成（種類）に相似性が認められるが，Ｂ群とはその遺構構成が対照的

である。それは，Ｂ群（平坦地）には溝状ピットが検出されていない点である。また小土壙が

単独あるいは複数（集団的）で分布し，これらに規則性が認められる点を指摘できる。Ａ，Ｃ

群は，溝状ピットが 3 ～ 4 基と円形・フラスコ状ピット 1 ～ 2 基で構成されているが，小土壙

は，Ａ群だけでなくＣ群にも存在した可能性は否定できないので，両群に存在したと仮定する

と，遺構群の構成上類似性が濃いことになる。したがって小土壙と円形・フラスコ状ピットは，

傾斜地と平坦地に立地（占地）するＡ，Ｂ，Ｃの 3 群に共通して認められる遺構であるが，溝

状ピットは，Ａ，Ｃ群のように傾斜地にのみ構築された遺構であると推論できる。

なお，遺構の形態的分類は，検出の項で述べたとおりである。

（2）遺構の規模

種類ごとに計測値，長軸方向等を表にまとめて，第18，19，21表に示した。

（3）溝状ピット

最近の発掘調査で多数検出されている遺構のひとつである。その分布は広く東日本の太平洋

側一帯を中心に，北海道から神奈川県にまで及ぶが，福島，宮城，山形の 3 県においては検出

例の少ないピットのようである。

名称についても，各地区各様の観がつよく，また，調査年代の新旧によってもいろいろ異なっ

考察とまとめ
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ている。その名称は，形態，用途の観点から，例えば北海道では「Ｔピット」（Ｔはトラッ

プ＝Trap（わな）の頭文字），岩手県では，「陥し穴状遺構」，神奈川県霧ヶ丘遺跡では単に

「土壙」の名称を用いているが，用途は「おとし穴」としている。青森県では，昭和48年に最

初の溝状ピットが発見された当時は，「小竪穴遺構」と命名していたが，最近では「溝状ピッ

ト」に統一されている（第18表参照）。

全国各地の遺跡において検出されたピットの数は， 1 遺跡最小 1 基最大431基とまちまちであ

るが， 1 遺跡100基以上まとまって出土した例としては，岩手県都南村湯沢遺跡，神奈川県霧ヶ

丘遺跡，青森県長七谷地貝塚，長七谷地遺跡，売場遺跡，和野前山遺跡，発茶沢遺跡などがある。

青森県内での出土遺跡は，約44か所，出土総数は約1239基に達している（第18表）。これら

を地域別にみると，津軽地方（青森市及び全ての津軽郡） 4 遺跡16基（1.2％），下北地方 7遺

跡29基（2.3％），県南地方（八戸市・三戸郡・上北郡）33遺跡1194基（96.3％）となり，県南

地方に集中している特徴を認めることができる。

溝状ピットは 7 基検出したが，試掘調査のトレンチとの複合や，農道部分への延長などが原

因となって，全体を完掘し，計測できたピットは 3 基だけである。ここでは，これまで報告さ

れた県内外の出土例を参考にしながら若干の分類と対比を行うことにしたい。

遺構の確認は，所在していたところの土層によって異なるが，基本土層の第Ⅲ層が 2 例，第Ⅴ

層上位面が5 例であった。これらの遺構は，基本土層の第Ⅷ層まで掘り下げられ構築されている。

平面形態と規模

平面形

Ⅰ　葉巻形（第 1 ，23号），Ⅱ　隅丸長方形（第 6 ， 8 号），Ⅲ　長楕円形（第 7 ，24号）に

大別した。Ⅰ類は発茶沢遺跡のＡ類，Ⅱ類はＤ類，Ⅲ類はＣ類にそれぞれ類似するものである。

なお，八戸市長七谷地貝塚では101基のうち99基が葉巻形であった。

規　模

開口部の長さ（長軸）は，およそ344から446㎝までである。発茶沢遺跡では，250㎝前後～440

鴨平（1）遺跡　　1983
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考察とまとめ

第18表 青森県溝状ピット出土遺跡一覧表(I)

No 遺跡名 所 在 地 名 称基数 調査曲積ni 共伴遺構時代 備 考 文 献刊行年

l 発茶沢121 上北郡六ヶ所村 小竪穴遺構 3 364 縄文• 平安 試掘調査 県埋文 9集
昭49年

1974年

2 発茶沢131 ,, ，， 4 340 ，， 
" 

，， ,, 24集 1975 

（対象）
3 千歳 11~ ケ 溝状ビ y ト 10 縄文・弥生 1974年、 1975年調査 " 27集 1976 

40,000 

4 新納屋 I.II ケ ’‘ 3 2,000 縄文• 平安 試掘調査 ,, 28集 ' 

5 古街道長根 三．戸郡五戸町 ，， 2 1,200 縄文・奈良 中源浮も層を切る ,, 29集 ,, 

平安住居が溝状ピノ
6 近野（皿） 青森市

,, 1 (40,000?) ク ・平安
トを切る

ヶ 33集 1977 

7 源常半 南津軽郡浪岡町 ,, 4 (11,500) ,, . ,, 縦貰道関係 ,, 39!t, 1978 

1978、1979年発掘調
(1982) 8 売場IIi、Ill) 八戸市 ,, 60余り 4,145 ,, . " 報告書未刊

査 m発掘

， 104号 日じ郡，，＜ヶ所村 ❖ I 3,128 縄文 試掘調査 県埋文48集 1979 

長七谷地 試掘 2-8局発掘 1
10 八戸市 ，， 75 5,927 ,, ,, 51躾 ,, 

1-8号 号の合計

11 砂沢平 南郡大鰐町 第0号土Jii、 2 10,300 縄文• 平安 1979年調査 ,, 53集 1980 

縄文・弥生、平安、
12 大 面 南津軽郡碇ヶ関村 溝状土士広 2 13,500 " • 55集 ，， 

中世

長七谷地 1977、1978年調査分
13 八戸市 溝状ピ j 卜 101 12,400 縄文 ,, 57集 ,, 

貝 塚 の合計

14 表 館 上北郡六ヶ所村 ,, 15 19,854 縄文• 平安 1979年調査 ,, 61集 1981 

15 新納犀 (21 ，' ，， I 2,000 縄文（早期） " ,, 62集 ク

16 鷹 架 ,, ,, 3 13,150 縄文（後期） ,, ,, 63集 ,, 

17 田ノ上 "・ 戸郡南郷村
,, 1 817 縄文 ,, ,, 65集 ，， 

18 発茶沢 上北郡六ヶ所村 ,, 431 
1979、1980年調蓋分

49,870 縄文• 平安 ,, 67集 1982 
の合計

19 山 崎 東津軽郡今別町 ,, 7 17,900 縄文（前・中）
1979-1981年の 3ヶ

,, 68集 ，， 

年継続

20 三合山 三戸郡南祁村 ，， 1 3,500 縄文 1980年発掘調査 ,, 69集 ，， 

21 石ノ窪 ,, ，， 6 4,000 縄文 ，， ,, 69集 ケ

22 馬場瀬12) ,, ，， 1 6,100 縄文（後晩） ，， ,, 70躾 ,, 

23 前坂下 Ill F北郡東通村 ク (8) 1980年試掘調査 ,, 71集 み•

24 前坂下(3) ,, 
ク 13 1,002 ，， ，， ，， 
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第18表 青森県溝状ピット出土遺跡一覧表(2)

No 遺跡名 所 在 地 名 称 甚数 調査血積面 共伴遺構時代 備 考 文 献 I'll 行年

25 前坂下151 下北郡東通村 溝状ピット 5 1980年試掘調査 県埋文71集 1982年

26 ,, (6) ，， ,, 1 ,, ,, 、

27 ケ 171 
,, 0 1 ,, ケ ,, 

28 ,, 181 ，， ，' (!) ❖ 0 ，， 

長七谷地
1980、1981

29 八戸市 ❖ 58 3,500 縄文 ❖ 
市調査埋 八戸

❖ 

2号 文 8集

30 ,, 7号 . ,, 116 1,000 ,, ,, 'l ❖ 

31 ,, 8号 ・ヽ ❖ 25 10,900 ,, ❖ み ' 

南郷村 埋り文あおも 1 9 8 2 年年 1 月月32 鴨平 ill ❖ 7 12,800 縄文（早、後、晩） 1982年度flJ行
県埋1文月72:!l. 1983 3 

八戸市

33 121 八戸市
,, 6 9,700 縄文（後、晩） ,, ❖ ,, 

' 県埋文731.i'. ,, 

1981、1982年分合計
埋文あおも

34 昼 巻沢 ,, ク ， 7,700 縄文 1982年 1月
1984年刊行

り l衿

35 長者森 ケ ,, 7 10,000 ,, 1982年度j1Jj」.
ケ

,, 
県埋文74集 1983年 3月

36 白 ilJ平 121 ,, ,, 9 17,000 ' 1981、1982年度調査 坪り文あおも 1982年 1H 
1号 ,, 

縄文（早、前、後、
37 前坂下 (13) ド北郡東通村 ❖ 29 9,000 縄文後・晩期と推定 ,, ク

晩）

38 和野前山 八戸市 ，， 115 11,800 縄文• 平安 刊行未定 ,, ,, 

39 鶉 窪 ‘’ ❖ 11 9,600 縄文・奈良 1982年度刊行予定
ク ，， 

県埋文76集 1983年 3月

松 原 上北郡上北町 ,, 1,200 ，' ,, ，， ，， 
40 4 県埋文nit ，， 

1981年一試掘、 1982 埋文七ンタ
41 大タルミ 八戸市 ,, ， 3,300 縄文 査-概57年要度調 1982年12月

年一発掘

42 売場 IIID ，， ，， 57 7,000 縄文• 平安 1982年湖査
,, ,, 

43 韮 窪 ケ
,, 5 10,000 縄文（中末～後初）

,, 1984年刊行
ケ ケ

予定

44 牛ヶ沢13) ❖ ,, ， 9,100 縄文（後期） ， ，， ,, 

（ ）内はピ；卜確詑のみを含t、及び記載な

計 44 l ,239 
しを示す。

注本表作成にあたり、成出滋彦氏と資料を交換した。

昭和57年度に文化課が調査を行った六ヶ所村弥栄平12)、及び幸畑171遺跡からも数碁出土した。
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㎝前後まで認められたが，300～380㎝前後の長さのピットが大多数を占めた。長七谷地貝塚で

は，245～412㎝のサイズが認められたが，平均350㎝，310～400㎝までの長さが80％を占めて

いた。

開口部の幅（短軸）は，64から100㎝までみられたが，90㎝前後が 5 例あった。発茶沢遺跡

では20㎝未満から115㎝前後までの例のうち，40～80㎝が大多数を占めた。長七谷地貝塚では，

40～206㎝の幅がみられたが，平均70㎝，45～90㎝の類が65％を占めた。

開口部長軸方向の断面形は，次のＡ，Ｂ2類に分類した。Ａ類は，長軸方向の壙底部が，開

口部の幅よりも両側へ巾着状にふくらむ類のピット（第 1 ， 6 ， 8 号）である。Ｂ類は，長軸

方向の壙底部が開口部長軸の幅と同じか，狭い類（第 4 号）である。本遺跡のＡ類は，発茶沢

遺跡のＤ類，Ｂ類はＡ～Ｃ類（同書第101図，148頁）に含まれる類である。

壙底部の長さ（長軸）は，388～474㎝のものがみられたが，400㎝前後のピットが 4 例あっ

た。壙底部の幅（短軸）は，10～26㎝まで認められたが，20㎝前後の類がほとんどであった。

長七谷地貝塚では，10～20㎝の類が90％を占めた。

短軸方向の断面形は，三味線の撥状のＹ l 類と，滴（しずく）状のＹ 2 類に分けたが不詳の

類もある。Ｙ l 類には第 1 ， 6 ， 8 号，Ｙ 2類には第 7，23，24号が該当する。Ｙ l 類は，発

茶沢遺跡のＣ類，長七谷地 2 号遺跡のタイプⅠに相当する。また，Ｙ 2 類は，発茶沢遺跡のＤ

類及び長七谷地 2号遺跡のタイプⅤ～Ⅶに類似している。長七谷地貝塚の覆土堆積過程模式図

（同書597頁）を参考にすると，Ｙ l 類は正常（堆積）タイプでＹ 2 類は崩落タイプあるいは複

合タイプに属するものである。

考察とまとめ
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溝状ピットの長軸方向は，第34図に示した。真北から東へ14度～78度傾く類（第 1 ，3 ，6 ，

8 ，23，24号）と真北から西へ17度傾く類（第 7 号）に分かれる。長軸方向の方位度の最大偏

差角度は，95度である。ちなみに，発茶沢遺跡での長軸方向は，Ａ，Ｂ，Ｃ地区とも圧倒的に

西に偏向しているが，Ａ地区（101基）では76度，Ｂ地区（292基）では102基，Ｃ地区（37基）

では96度のばらつきが認められている。

長軸方向と立地，方向，配列について「霧ヶ丘遺跡の土壙群に関する考察」（今村：1983）

は，遺跡の所在する「土地の傾斜方向と土壙（溝状ピット）の長軸のなす角度」すなわち等高

線と溝状ピットの長軸方向との関係をグラフ化する方法で分析しているが，その方法を本県で

も援用した遺跡もある。長七谷地貝塚（市川・県埋文57集：1980）と長七谷地 7 号遺跡（坂

川・八戸市埋文 8 集：1982）である。それによると，長七谷地 7 号遺跡は，霧ヶ丘遺跡と同様

北向きの斜面に所在している。長七谷地貝塚は，南西へ向いた斜面に所在しているが，長七谷

地 7号遺跡における分析結果は，長七谷地貝塚及び霧ヶ丘遺跡の傾向と全く逆の傾向を示した。

長軸方向が等向線に対して斜行するタイプの溝状ピットが圧倒的に多く，同様の地形であって

も概して谷を下る方向に向く場合（長七谷地 7 号）と逆の場合（長七谷地貝塚，霧ヶ丘）があ

る点は注目され，今後の分析方法の問題点として指摘しておきたい。

覆土は，遺構の原形や機能停止後の埋没過程を示すものであるが， 2 類（Ａ，Ｂ）に大別で

きた。Ａ類は第23，24号ピットで，覆土最上部に黄褐色粘土質火山灰（ローム）を混じえた土

層が認められた類である。このピットの短軸方向の断面形は，いずれも本遺跡の滴
しずく

状Ｙ 2 類で

ある。Ｂ類は，第 1 、 6 ， 7 ， 8 号ピットで，自然堆積の類であり，短軸方向の断面形は，三

味線の撥状のＹ l 類（第 1 ， 6 ， 8 号）とＹ 2類（第 7 号）に分かれる。Ａ，Ｂ両類とも，壙

底面の真上に黒色土が薄く認められ，その上位にピットの構築母胎となった土層（標準土層の

第Ⅳ～Ⅹ層・ハードローム化した火山灰土）などが混合の度合いを異にして堆積しているので，

最上位層（多くは遺構確認面相当）が人為的堆積か自然堆積（黒褐色土＋
プラス

中掫浮石）かの相違

を分類の基準としている。黄褐色粘土質火山灰土（ローム＋浮石）を開口部に投げ込んで埋め

戻した（開口部に盛土して閉塞し，当時の凹面を地表と同じ高さにしたような）ピットは，溝

状ピットに限らず，フラスコ状ピットにも認められる。〔本遺跡第 4 号ピット，南郷村右ェ門

次郎窪遺跡第20号土壙，第55号土壙・石ノ窪遺跡（県埋文69集：1982），韮窪遺跡 2 基（昭和

57年度当センターの発掘調査の際出土）〕。発茶沢遺跡の溝状ピット431基中20基に，このよう

な堆積が認められている。このような開口部上位面を埋め戻した土壙あるいは人為的堆積のあ

る溝状ピットはこの種のピットが機能を失った場合の処理を示すものであろう。

溝状ピットの用途については「おとし穴遺構（ピット）」を含めて従来諸説があるが，（宮坂，

宮坂：1966，今村：1973，県埋文57集：1980，浦川：1981，福田：1981，県埋文67集：1982，

鴨平（1）遺跡　　1983
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八戸市埋文 8 集：1982ほか参照）本遺跡では溝状ピットの出土数が 7基と少なく，しかも検出

時の制約もあって，いずれの仮説をとるか見解を述べ得るような確定的な根拠を見出すことは

できなかった。

現在のところ，溝状ピットの用途は「おとし穴」説が最も有力とされ，その捕獲対象獣は，

関東地方でシカ（今村：1973），北海道ではエゾシカ（内山：1977），本県ではニホンシカ（県

埋文57集：1980）と考えられている。発茶沢遺跡（福田：県埋文67集：1982）では，「地形及

び埴生は，シカの生息条件に適合すると考えられ，また追い落しを目的とする「おとし穴」を

設置するため好条件を備えている。その規模，配列，周辺に同一時期の住居跡が存在していな

いことなどからシカの群を「おとし穴」に追い込んで捕獲する共同（集団）狩猟用の「おとし

穴」群と考えられる」としている。

溝状ピットが100～431基と多数検出された遺跡の標高は，13～30m前後（例えば長七谷地貝

塚13～22m，発茶沢遺跡17～18m，長七谷地 2・7・8 号遺跡13～20m，和野前山遺跡13.5～22m，

売場15～30m，など）で，平坦な丘陵台地や緩傾斜地の地形である。しかも，当時の汀線に近

い位置に所在している点が注目される。そして，1 基から数基が検出された県南地方の遺跡は，

標高が80～200mと，比較的高い位置に所在している傾向（田ノ上，三合山，石ノ窪，馬場瀬

（2），鴨平（1），鴨平（2），昼巻沢，長者森，白山平（2），韮窪，牛ヶ沢）がある。 1基から多く

て10数基よりも検出されなかった遺跡の溝状ピットも，同じ動物の群を同じように追い込み，

しかも，共同（集団）で捕獲する狩猟用「おとし穴」と考えるのか，一考を要するところであ

る。本遺跡を含めて，山間部の斜面上に構築された溝状ピットは，狩猟の方法が異なっていた

ことも考えられる。追い込み猟ではなく，「けもの道」の近くにでも構築して，ピットに落ち

るまで待って捕える「おとし穴」とも考えられるのではないだろうか。溝状ピット以外の形態

をもつ「陥し穴状遺構」（文献略）が，漸次増加していることを含めて，歴史時代の文献，民

俗例のほか，地域の気象条件，動植物相，地形－例えば，シカのほかにカモシカ，イノシシ，

オオカミ，野犬の襲来防止施設（「犬落し」）－などの関連資料の増加を待って，更に比較検討

し，究明しなければならない遺構である。

溝状ピットの年代を示すような遺物は全くなかったので，遺物によって年代を推定することは

できないが，遺構の掘り込み面，すなわち，遺構確認面の土層を年代推定の傍証とし得るピット

は 2 例（第 3 ， 7 号）認められた。これらのピットは，第Ⅳ層（中掫浮石層）で確認されたこと

から，中掫浮石（十和田市中掫
ちゅうせり

から命名した）の降下年代が手掛りとなるものと考えられる。中

掫浮石の降下年代は，縄文時代中期後半とされ（松山「遺跡周辺の地質」『馬場瀬遺跡』：1982，

10頁第 2 表）ている。しかし，「本地域では，厚さ10～30㎝以上の連続した地層や厚さ 5 ～20㎝

の浮石塊として断続する地層もあるが，大部分の地域では黒色土と混合した部分は二次
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的な形成層であるから，年代の大まかな示標とはなっても，厳密な年代示標層としては使用で

きない」ともいわれている（松山，馬場瀬：1982）。なお，長七谷地貝塚における溝状ピット

の年代は（市川：1980）縄文時代中期～晩期末と考えられている。また，発茶沢遺跡では，縄

文時代後期から晩期までの間のいずれかの時期と考えられている（福田：1982）。

（4）円形・フラスコ状ピット

検出した円形・フラスコ状ピットは 4 基である。

第 4 号遺構は，Ｃ地区（北端）の傾斜地に立地し，開口部を欠失しているが，現存計測値は

第19表のとおりである。断面形からみて，いわゆる「フラスコ状ピット」に分類できよう。

第 5 ，18，27号遺構は，Ｂ，Ｃ地区の平坦地に立地しているが特に分布上規則性があったと

は認め難いピットである。標高はおよそ200m前後である。これらのピットと第 4 号ピット（以

下このように略称する）と形態上大きく相違する点は，壙底面にそれぞれ 1 ，4 ，7 個の小ピッ

トが確認されている点である。そのほかに，断面形が円筒状あるいは深鉢状である点も異なっ

ている。計測値は第19表に示したが，これら 3 基の形態及び規模は，八戸市長七谷地第 7 号遺

跡から 3 基出土した「陥し穴状遺構」と極めて類似している。長七谷地 7 号遺跡の立地は，北

に面した緩傾斜面で，ピットが構築された標高は，16mに 2 基，14mに 1 基である。これら 3 基

の遺構の時期は，縄文早期末葉頃と推定されている（坂川：1982）。また，当センターが昭和56

年度に発掘調査を実施した八戸市田面木，鶉窪遺跡から出土した16基の「円形おとし穴」にも

類似しているので鶉窪遺跡の概要を記してみる。「鶉窪遺跡は馬渕川右岸の小谷にのぞむ斜面に

立地して，10基は斜面の等高線に沿うよう「く」の字に並び， 6 基は小さな沢の両岸にみられ

た。円形おとし穴は，口径 2 m以上，深さ1.2mを基準にして大型と小型に分けられ， 8 基の底面

には 1 ～ 7 個の小ピットがあって，逆
さか

茂
も

木
ぎ

を差した痕跡と思われた」。（「埋文あおもり」 1 号：

1982）実測図によると断面形は深鉢状となっている。そして「おとし穴の内部から遺物が出土

していないため，明確な年代は不明であるが，縄文時代中期に降下したものとされる中掫浮石

によって覆われたものが10基あり，縄文時代中期およびそれ以前につくられたものも含まれて

いることが明らかになった」（前出同）としている。更に「埋文あおもり」（前出同）によると，

このような形態をもつピットは，八戸市長者森遺跡 1 基，同市鴨平（2）遺跡 1 基，同市白

鴨平（1）遺跡　　1983
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山平（2）遺跡で 1 基発見されたと報告されている。「おとし穴状遺構」は，青森県内では，いずれ

の遺跡においても溝状ピットと併出していることと，現在のところ，八戸市周辺においてのみ

発見されている特異な遺構である点が注目される。しかし，このような「土壙」は，中部地方

においては昭和40年に「落し穴」と推測され，長野県城之平遺跡（宮坂，宮坂：1966）の報告

が初現であるといわれている。ついで，関東地方で昭和45～46年に神奈川県霧ヶ丘遺跡が調査

されたが（霧ヶ丘遺跡調査団・今村：1973）報告書によると，「土壙」の用途は「落し穴」で，

時期は縄文早期後半に該当するとしている。また，岩手県では，平面形が長楕円形，円形，隅

丸長方形で，底面に小ピット（副穴）をもつピットが各地－都南村湯沢遺跡（岩手県埋文 2 集：

1978），安代町荒屋（Ⅱ）遺跡（岩手県埋文21集：1981），金ヶ沢町館山遺跡，水沢市袖谷地遺跡，

同市南矢巾遺跡，滝沢村高柳遺跡ほか－で発掘され，いずれも「陥し穴状遺構」とされている

（瀬川：1981，なお，岩手県のおとし穴関係の文献は，岩手県教委32，35集：1979）。「出土遺

物によって（陥し穴状遺構の）時期を比定できる遺構は，都南村湯沢遺跡の167基中の 1 例だ

けで（そのピットの壙底部ほぼ直上から縄文後期初頭の土器片が出土した）ある」。また，「（竪穴）

住居跡との切り合い関係からも湯沢遺跡の陥し穴状遺構は縄文後期に比定されると思われる。

荒屋（Ⅱ）遺跡の陥し穴状遺構は縄文時代中期の竪穴住居跡を切って構築している事から
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縄文中期以降につくられた事は明らかである。そのほかの傍証―中掫浮石，火山灰の堆積―も

あわせて，また溝状ピットの時期も併せて縄文時代中期から後期を中心につくられたものと比

定しているが，この時期が全ての（陥し穴状遺構の）型式にあてはまるかどうかは明確にする

資料がない」（瀬川：前出同）としている。

鴨平（1）遺跡　　1983
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本遺跡出土の第 4 号ピットは，従来の遺構分類からするとフラスコ状ピットに該当し，最近，

八戸市周辺の遺跡においても普遍的に出土している遺構で，県内外でも多数発見されている。

この形態を示すピットは，縄文前期初頭（円筒下層Ｂ式）から晩期にわたって，多少その出土

数に増減は認められるものの，各時期とも万遍なく認められており，県内では特に中期末葉～

後期初頭が多いようである。その用途については，当初の使用目的と第二次以降の転用とに分

けることが妥当であろう。第一次の用途は，植物性食料の貯蔵穴，二次以降の用途（転用）は，

一様でなく墓壙―直葬（単独・集団），甕棺墓（改葬）―，ごみ捨て場，大型ピットの場合は

避難・越冬小屋その他に利用したことが，各地の出土例によって推論されている。更に究明す

るためには，ピットの形態的分類，立地，集落内の分布位置，ピット掘り下げに使用した道具，

開口部の閉塞材，貯蔵量（ピットの規模）と竪穴居住人口の算出などふれなければならない点

は多いが，本遺跡の出土例はわずかに 1 基のみでは多くの点に論及できない。したがって，用

途については前記の研究論文（堀越：1975，永瀬：1981）等の引用にとどめるが，本遺跡の第

4 号ピットは，集落あるいは竪穴住居跡から多少離れた傾斜地の最も高い稜線上の，しかも，

掘り下げると直ちにローム層（黄褐色粘土質火山灰土）に達するような地点に設けられたこと

は確かである。貯蔵用のピットがフラスコ状に掘り込まれているのは，ピット内の温度，湿度

を一定に保つため，開口部を最小限度の規模にするという生活経験上の知恵から順次改良され，

このような形態に定着したものであろう。

時期については，遺物の伴出が認められないことから，的確な時期は求め得ない。しかし，

覆土の第 2 層に，凸レンズ状に埋め戻されたような痕跡があることから，この「埋め戻しの技

法」が溝状ピットの「埋め戻し」（第23，24号遺構，ほかの類似例）と多少共通性があるとすれ

ば，この点に若干，時期を判断するうえでの手掛りが求められそうであるが，速断は避けたい。

第 5 ，18，27号ピットは，前記のように，規模，形態のうえからは県内外で「おとし穴（陥

し穴状遺構）」として，その用途が示されたピットとよく類似している。しかし，本遺跡から

検出した 3 基の円形ピットが，すべて「おとし穴状ピット」の機能をもつものか断定できるだ

けのデータは得られなかった。第 5 ，18，27号ピットの時期については，第18号ピット確認面

から出土した縄文後期初頭に編年されている十腰内Ⅰ式土器片が手掛りとなる。したがって，

その時期は，後期以前か後期初頭前後と推測されるが， 3 基が同時期に存在したか否かは判断

し難いところである。

（5）小　土　壙

調査地区内から検出した遺構（ピット群）は27基であるが，その内訳を比率で表わすと溝状

ピット25.9％（ 7 基），円形・フラスコ状ピット14.8％（ 4 基），小土壙55.6％（15基），形状不
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詳ピット3.7％（ 1 基）となり，小土壙は検出遺構の半数強を占めている。この小土壙群は，

前記のように，遺構の平面形と断面形の形状や規模の大小等によって類別されたものであり，

溝状及び円形・フラスコ状ピットの計測値よりも開口部径，壙底部径，深さなどの数値が小さ

な類である。これらの形態分類は，あくまでも現存した形状によったもので，それがそのまま

構築当時の形態とは限らないことは無論のことである。

第21表の計測値をもとにして，改めて分類，検討してみたい。

小土壙の立地は，南向きの緩傾斜地（第 2 ，19～22，35号の 6基）よりも平坦地（第 9 ，10，

12，13，15～17，28，34号の 9基）にやや多く， 2 対 3 の割合になっている。また，これらの

小土壙は，単独で検出した類（第 2 ，10，13，28，34，35号の 6 基）と複数（集団的
グ ル ー プ

）で検出

した類（第 9 －16－17号，12－15号，19－～一22号の 3 群）に分類することができるが，複数

の基数は 2 ～ 4 基で全体的に複数例が多く，その割合は 2 対 3 となっている。

確認面は第Ⅲ層が 4 例（26.6％），第Ⅳ層がなく，第Ⅴａ層及び第Ⅴｂ層が 9 例（60.0％），第

Ⅵ層が 2 例（13.3％）となっており，立地及び堆積土層と関係が深いようであるが，確認面は，

一様ではない結果が認められる。

平面形は，不整円形 2 基，13.3％（第 2 ，10号），不整楕円形 2 基，13.3％（第13，34号），

鴨平（1）遺跡　　1983
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不整隅丸長方形 3 基，20.0％（第22，28，35号），隅丸長方形 8 基，53.3％（第 9 ，12，15～17，

19～21号）に分類できる。

断面形は，梯形状，浅いフラスコ状，パット状（写真用）が各 1 例（各6.7％），凸レンズ状

2 例（13.3％），船底状10例（66.7％）に分かれる。

開口部や壙底部及び深さなど規模については，第36図（小土壙規模相関図）にまとめて示し

た。

開口部の径は（長軸，以下同じ）最小75㎝一例（第10号），75～100㎝ 3 例（第9，10，15号），

105～150㎝ 7 例（第12，16，17，19，22，28，35号），155～190㎝ 5 例（第 2 ，13，20，21，

34号）である。

壙底部の径は，最小47㎝（第10号），次いで85～98㎝ 6 例（第 2  ，9 ，15，19，22，35号），

102～123㎝ 5 例（第12，13，16，17，28号），140～157㎝ 3 例（第20，21，34号）に分けられる。

深さは， 4 ～ 8 ㎝ 2 例（第21，22号），15～24㎝ 8 例（第10，12，15，16，17，19，20，28

号），30～40㎝ 4 例（第 9 ，13，34，35号），最新が55㎝ l 例（第 2 号）である。

これらのデーターに第36図（小土壙規模相関図）を組み合わせて考えると，15基の小土壙は，

第36図のスクリーン・トーンで示したような，Ａ～Ｄ群に分類することもできる。Ａ群は，開

口部径105～125㎝，壙底部径93～110㎝，深さ 4 ～15㎝の第12，17，22号ピットの 3 基が相当

し，20.0％を占める。Ｂ群は，開口部径100～150㎝，壙底部径85～102㎝，深さ20～33㎝の第 9 ，

15，16，19，28，35号ピットの 6 基が相当し，40％を占めている。Ｃ群は，開口部径158～190

㎝，壙底部径123～156㎝，深さ 8 ～40㎝の第13，20，21，34号ピットの 4 基が含まれ，26.6％

を占める。Ａ～Ｃ群から遊離したピットをＤ群とすると，第 2 ，10号ピットが該当し，データ

ーは第36図に示したとおりで，13.3％を占める。

開口部の長軸径と短軸径を対比するため，短軸径を 1 として類別すると，次のようになる。

1 対 1 は第 2 ，10，15号の 3 例（20.0％）， 1 対1.5は第12，13，16，17，19，28，35号の 7

例（46.6％）， 1 対 2 は第 9 ，20，21，22，34号の 5 例（33.3％）である。

長軸方向については，第37図にまとめて示した。約160度の偏差度に分かれるが，第13，17，

28，35号ピットの 4 基はほぼ同じ方向－北東－南西－を示している。また，第 9 ，19，20，21，

22号ピットの 5 基もまた，ほぼ同方向を示している。これらの同じような長軸方向をもつピッ

トのうち，前者をＡ群，後者をＢ群とすると，Ａ群には，単独で検出されたピットが多く，Ｂ

群は，複数（集団
グループ

）を構成したピットで占められている。また，北から西へ寄った方向に長軸

をもつピットは 5 例（33.3％），北から東寄りに傾くピットが10例（66.6％）を占めているが，

長軸の方向性から用途を推定することは難しいところである。

用途や年代推定の手掛りとなるような遺物の出土例としては，自然礫が遺構確認面又は上位

鴨平（1）遺跡　　1983
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面に認められたもの 2 例（第 9 ，15号），覆土中に縄文土器片が認められたピット 2 例（第19，

20号），覆土中に炭化物層，壙底面が焼土化したもの 1 例（第28号），降下火山灰（十和田ａ）

が残留していたピット 1 例（第13号）の計 6 例（40.0％）である。残りの 9 例は，降下火山灰

を含む堆積土が不明瞭であったり，遺物が出土しなかったピットである。

用途については，第28号ピットは，ピット内でクルミを含む可燃焼物を燃やして埋めた穴と

も考えられる。ピット上位面に自然礫を伴う 2基と同じような方向にピットの長軸が配列され

た 4 基（第19，20，21，22号）は，土壙墓の可能性を含むピットである。ちなみに，青森市三

内丸山（Ⅱ）遺跡（県埋文33集：1977）出土の土壙墓群（56基）－縄文中期末葉－のうち，規模

の最多例は，口径130～170㎝，底径30～80㎝，次いで口径180～230㎝，底径50～100㎝，口径

100～130㎝，底径40～70㎝となっている。

縄文土器を伴った遺構は，第19号と第20号である。これらの土器は，小破片であり，流入の

可能性もないとは断定できないが，土器片自体は，縄文中期末葉から後期初頭の特徴が見受け

られる。このことから，これら第19～22号跡については，この時期を前後する頃のものと考え

てよかろう。

検出遺構についてまとめると，溝状ピットの用途は，一種のおとし穴と推定できることは可

能であるが，それを実証できる明確なデータを得るところまで至らなかった。年代決定の手掛

りとしては，中掫浮石層があるが，この浮石の降下年代については，考古学的に実証するため

今後更にデータを集成し，検討することが必要であろう。

円形・フラスコ状ピットとした遺構のうち，フラスコ状ピットは，植物性食料品等の貯蔵穴

であった可能性が濃厚であるが，結果的には確証は得られなかった。また， 3 基の円形ピット

についても，フラスコ状ピットの可能性は形態上からすて切れないが，反面最近，県内各地で

出土例が増加している「おとし穴状遺構」と同じであるとするだけの確証も得られなかった。

これらの遺構は，周辺から出土した遺物によって縄文後期前後から晩期と推定されるが，その

時期を決定付けるものは確認されなかった。今後は，これらの遺構と溝状ピットの関係，時期，

用途，系晋など，出土例の増加をまって更に検討を進めたい。

小土壙については，土壙墓状の形状を示したものが 2 ， 3 認められたが，土壙墓と決定し得

るデータが欠けており，これらの用途についても推測の域を出なかった。時期的には，遺構内

及び遺構周辺出土の縄文土器の年代－縄文後期初頭（十腰内Ⅰ式）～晩期（大洞Ｃ l式）－と

推定できるが，年代の決定は常に困難である。 （北林）

考察とまとめ
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4 出土遺物

（1）早期の土器（第Ⅶ層出土土器について）

第Ⅶ層から出土した土器は，胎土，文様構成等からみて，日計式押型文土器に伴出する縄文

施文土器に酷似し，日計式土器群
（注 1 ）

に属するものと考えられる。出土層位もこれに矛盾していな
（注

い
2 ）

。ただし，この土器の場合，縄文，沈線等の施文原体については，日計式押型文土器に伴う

他の縄文施文土器に比べて，やや特異なものがある
（注 3 ）

。また，鴨平（1）遺跡では，押型文土器は

出土していない。

日計式土器群に属する縄文施文土器の出土した遺跡で，押型文土器の出土していない遺跡と

しては，ほかに，青森県田ノ上遺跡
（注 4 ）

，同和野前山遺跡
（注 5 ）

，宮城県座散乱木遺跡
（注 6 ）

がある。このうち，

和野前山，座散乱木遺跡の資料中には，鴨平（1）遺跡の資料に類似した縄文原体を持つものが

ある
（注 7 ）

。一万，青森，岩手，宮城県では，日計式押型文土器に伴って一般的な縄文施文土器も出

土している。このことは，日計式土器群が編年的に細分された場合，押型文を伴わない縄文施

文土器のみの時期が存在することを推定させるものである。

日計式土器群から沈線・貝殻文系土器群への移行過程については，岩手県風林遺跡
（注 8 ）

，同県大

新遺跡
（注 9 ）

，宮城県松田遺跡
（注10）

等に良好な資料がある。これを簡単に述べると，縄文の衰退及び文様

モチーフの沈線化に特徴付けられており，この変遷過程に鴨平（1）遺跡の第Ⅶ層出土土器を位

置付けることは，極めて難しい。したがって，第Ⅶ層出土土器及び押型文土器を伴わない縄文

施文土器については，日計式土器群の中で，最も古い位置付けを与えられる可能性が強いと言

える
（注11）

。 （工藤　大）

注

1 ．日計式押型文及びこれに関係する縄文，無文土器の総称とする。

2 ．土器出土地点付近では，第Ⅵ層（南部浮石層）が約30～40㎝の厚さで堆積していた。南部浮石の

降下時期については，14Ｃ法により，8.600±250年Ｂ.Ｐ.（大池昭二・高橋一　1970「南部浮石の14Ｃ

年代」地球科学24－ 6 ）の数値が出ている。また，八戸火山灰層（八戸浮石流）については，

12,700±260年Ｂ.Ｐ.（大池昭二　1964「八戸浮石層の絶対年代」地球科学70）の数字がある。

3 ．日計式押型文土器に伴出する縄文施文土器の縄文原体は，一般的に節の明瞭な圧痕を残すものが

とんどである。沈線についても，断面に稜のない丸みをもったものが多い。

4 ．青森県教育委員会　1981「国営八戸平原開拓事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅱ」

5 ．1981年度，青森県埋蔵文化財調査センター発掘資料。未報告。

6 ．石器文化談話会　1978「座散乱木遺跡発掘調査報告書Ⅰ」。

7 ．沈線は異なる。

鴨平（1）遺跡　　1983
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8．武田良夫　1982「岩手県における押型文土器文化の様相」赤い本創刊号。

9．武田良夫・吉田義昭　1970「盛岡市大新遺跡」奥羽史談第54号　及び，1982年度，盛岡市教育委

員会発掘資料。未報告。

10．宮城県教育委員会　1982「仙南・仙塩・広域水道関係遺跡調査報告書Ⅱ」。

11．座散乱木，鴨平（1）遺跡出土資料の位置付けについては，既に，柏原淳一氏の指摘がある。

相原淳一　1982「日計式土器群の成立と解体」赤い本創刊号。

（2）後・晩期の土器

Ⅴ章 3 節で既に記したように，縄文後・晩期の土器は，およその器形を判断できるものが 4

点，その他の土器は一部接合できたが殆んど細片であった。したがって，それらについては，

土器の観察表にまとめるだけにとどめた。時期については，精製土器は位置付けられたが，特

徴の少ない縄文粗製土器については判断できないものがあった。若干の精製土器に，縄文後期

の十腰内Ⅰ～Ⅳ式や晩期の大洞Ｂ－Ｃ～Ｃ l式の特徴が認められた。おそらく粗製縄文土器に

ついても，これらの時期に位置付けても大過はないものと考える。なお，これらの土器は，第

Ⅰ～Ⅲ層から出土したものである。

（3）出土土器のまとめ

第Ⅶ層出土の土器は，胎土，文様構成等を観察したところ，日計式押型文土器に伴う縄文施

文土器に極めて類似していると判断された。したがって，この土器は日計式土器群に属するも

のと考えられる。

第Ⅴ層出土の土器は，ムシリⅠ式に比定される。早期の土器としてそのほか早稲田第 5 類に

比定できるものである。したがって，早期の土器は，日計式土器群に属する類，ムシリⅠ式，

早稲田第 5 類の 3 類に分けられる。

縄文前期の土器は 1 片だけであるが，前期初頭に位置づけられる早稲田第 6 類に類似してい

る。

数量的に多い後期の土器は，十腰内Ⅰ式に比定できるものであるが，十腰内Ⅳ式の土器も若

干混在していた。晩期の土器は，前半の大洞Ｂ－Ｃ式，同Ｃl式が認められた。

本遺跡においては，上記の時期の土器が出土したが，おそらくこれらの時期が本遺跡の営ま

れた年代であろう。 （北林）

（4）石　器

石盤の大部分は第Ⅰ・Ⅱ層から出土しているが，ほぼ縄文後・晩期の所産とみられる。ただ

し，石鏃が過半数を占める偏った器種構成を示し，形態的な変化の大きさからみても各々の所

属時期については，かなりの幅を想定する必要がある。

黒曜岩の剥片のうち 1 点は，第Ⅶ層上面からの出土であるが，この付近では，第Ⅵ層（南部
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浮石層）が非常に薄くなっている。また，第Ⅶ層の土器出土地点とはやや距離があるので，相

互の関係を論ずることはできない。 （工藤　大）
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苫小牧市教育委員　1977 『苫小牧東部工業地帯埋蔵文化財発掘調査概要報告書Ⅰ－昭和51年

会　　　　　　　　　　　度版－』

永　瀬　福　男　1981 「秋田県内におけるフラスコ状ピットについて」『秋田地方史論』半

田教授退官記念会編。

名久井　文　明　1976 「北日本における石器時代の溝状ピットについて」『岩手県高等学

校年報社会科研究』18。

1980 『浪岡城跡』。

直　良　信　夫　1965 『古代人の生活と環境』校倉書房。

〃　　 1968 『狩猟』法政大学出版局。

奈　良　　　　仁　1972 「脇野沢村小沢出土古銭の研究」『うそり』 9 。

日本鉱業株式会社　1979 『大畑台遺跡発掘調査報告書』（秋田県）。

船川製油所

1964 『日本考古学辞典』。

日本風俗史学会編　1979 『日本風俗史事典』弘文堂。

新　村　出　編　1980 『広辞苑（第二版補訂版）』岩波書店。

函館市教育委員会　1967 『函館空港整備事業の内遺跡発掘調査実績報告―函館空港第Ⅰ遺跡　

―』。

〃　　 1977 「函館空港第4地点・中野遺跡」。

八戸市教育委員会　1980 『長七谷地貝塚発掘調査報告書』八戸市埋文報告書第 3集。

〃　　　　 1980 『史跡根城跡発掘調査報告書』Ⅱ，八戸市埋文報告書第 2 集。

〃　　　　 1982 『長七谷地遺跡発掘調査報告書－ 2 ， 7 ， 8 号遺跡（昭和55，56年

度）』八戸市埋文報告書第 8 集。

林　　　謙　作　1965 「東北－縄文文化の発展と地域性－」『日本の考古学』Ⅱ。

福　田　友　之　1981 「溝状ピット研究に関する覚書」『弘前大学考古学研究』 1 。

藤　森　栄　一　1966 『古道』学生社。

保　坂　三　郎　1972 『是川遺跡出土遺物報告書』。

蛍沢遺跡調査団　1979 『蛍沢遺跡』（青森市）。

北海道教育委員会　1977 『美沢川流域の遺跡群Ⅰ』。

〃　　　　 1978 『美沢川流域の遺跡群Ⅱ』。

〃　　　　 1979 『美沢川流域の遺跡群Ⅲ』。

鴨平（1）遺跡　　1983

日本考古学協会
藤 田 亮 策

浪岡町教育委員会
工 藤 清 泰



― 116 ―

堀　越　正　行　1975 「小竪穴考（1）」『史館』第 5 号ほか。

黛　弘道・井上光貞 1980 「原始－飛鳥・奈良（－783）」『年表　日本歴史』 1 。

宮坂英弌．宮坂虎次 1966 「城之平竪穴群遺構遺跡」『蓼科』別編『尖石考古館研究報告叢書』

第 2 冊，尖石考古学博物館研究室。

宮　沢　　　寛　1976 「縄文時代早期後半における土壙をめぐる諸問題－いわゆる落し穴

について－」『調査研究録』第 1 冊，港北ニュータウン埋蔵文化財

調査団。

山　内　清　男　1964 「縄文式土器」『日本原始美術』 1 。

裕　　　　　光　1961 「市浦村十三出土古銭調査」『東奥文化』21。

渡　辺　　　誠　1974 「食料資源」『考古学ジャーナル』100号　ニュー・サイエンス社。
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青森県教育委員会理蔵文化財関係刊行物一覧表(1)

刊 行
集 報 告 書 名 遺跡名 ・備 考

年 月

37 2 青森県遺跡地名表111

38 3 計森県遺跡地名表(21

39 3 青森県遺跡地名表131

37 3 青森県二 J森貝塚発掘調査概要

48 3 1 
むつ小川原開発予定地域内埋蔵文化財分布調査報
生ロ韮自

47 4 2 遺青跡函分ト布ン調ネ査ル概資報材運搬専用道路建設予定地内緊急

48 3 3 むつ小川原開発予定地内埋蔵文化財試掘調査概報 表館111、発茶沢11)、原原種農｝易1)→弥栄平11)に変更

48 3 1 
昭和47年度東北縦貫自動車道埋蔵化財分布試掘調

鳥海山、富山、永泉寺、浅瀬石、牡丹平南
査報告書

48 3 5 埋国道蔵 280号財線試道掘路改良工事書 （今別バイパス） 関係
文化 調査報告

五郎兵衛、西田、浜名 A、浜名

47 3 6 東北新幹線関係遺跡分布調査報告書（津軽半島） （遺肋名省略）

48 3 7 中平遺跡発掘調査報告書 （青函トンネル関係）

49 2 8 昭和48年告度東北縦貫自動車道埋蔵文化財分布試掘
調査報書

砂平沢平負、大平、高館、松元、杉の沢、源常平、羽
黒 、 者沢

49 3 ， むつ小川原間発予定地域内埋蔵文化財試掘調査概
弥栄平(3)、発茶沢(21、富ノ沢11)

報

49 3 10 むつ小川原査開発報に伴書 う新住区予定地内埋蔵文化財
分布試掘調 告

千歳12)、千歳(7)、千歳113)

49 3 11 小栗山地区遺跡発掘調査報告苫 地沢部区内I）、天王沢、沢部II (弘前南部地区農道予定

49 3 12 近野遺跡1溌掘調査報告書 （県伍運動公園建設関係）

49 3 13 遺今跡別町、五浜所名川遺原跡市、原中宇了溜田遺池遺跡跡、西群田発遺掘跡調、五査郎報兵告衛書山 （今別 B. p関係）

49 3 14 亀ヶ岡遺跡発掘調査報告書

49 3 15 富山遺跡、永泉寺遺跡調査略報 （東北縦貰道関係）

49 3 16 三庖村中の平遺跡発掘調査略報 （青函トンネル関係）

49 12 17 建設省五戸バイパス関係発掘調査概報 （五戸町中沢西張遺跡）

49 12 18 発む掘つ小調査川原略報開発に伴う新住区予定地内千歳遺跡131

50 1 19 東北縦貰自動車道関係遺跡分布試掘報告書 程森、古館、大面、永野、鳥海山

49 12 20 中里町大沢内溜池遺跡発掘調査報告書

50 1 21 富山遺跡 永泉寺跡発掘調査報告書 財（東発北掘縦調査貫）自動車道・県営ほ場整備関係埋蔵文化

50 3 22 近野遺跡発掘調直報告苫(II) （県営運動公園関係）

50 2 23 土井 3号遺跡発掘調査報告書 （幡竜橋架替工事による発掘調査）

50 3 24 
むつ小川原開発地域内関係埋蔵文化財試掘調査概

睦栄11)、発茶沢(3)、大石平、富の沢(2)報

50 2 25 中の平遺跡発掘調査報告苔 （青函トンネル専用道路関係）
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青森県教育委員会埋蔵文化財関係刊行物一覧表(2)

刊 行
集 報 告 苫 名 遠跡名 ・備 考

年 月

51 3 26 黒石市牡丹平南遺跡、浅瀬石遺跡 （東北縦貰自動車道関係）

51 3 27 千歳遺跡13溌掘調査報告書 （むつ小川原・新住区関係）

訊 3 28 
むつ小川原開発予定地域内埋蔵文化財試掘調査概

弥栄平(21、弥栄平14)、新納屋I11 
報

51 3 29 五戸町中沢西張遺跡、古街道長根遺跡 （刈般国道 4号五戸バイパス）

51 3 30 白山堂遺跡、妻の神遺跡発掘調査報告書

51 3 31 泉山遺跡発掘調査報告書 （一般県道櫛引、上名久井、三戸線道路）

52 3 32 鳥海山遺跡発掘調査報告苫 （東北縦貫自動車道関係）弥生

52 3 33 近野掘遺跡発掘告調査報告苫(ill). 三内丸山 (II)遺跡
発調査報書

（県営運動公園建設関係）

52 3 34 水木沢遺跡発揺調査報告書 （一般国道279号線道路改良）

52 3 35 石上神社遺跡発掘調査報告書 （ほ場整備関係）

52 3 36 
むつ小川原開発予定地域内埋蔵文化財試掘調査概

幸熾II、幸妍41、幸:t11161 
報

53 3 37 青森市三内遺跡 （東北縦貫自動車道関係）

53 3 38 熊沢遺跡 （ ク ） 

53 3 39 源常平遺跡発掘調査報告書 （ ケ ） 

53 3 40 高館遺跡発掘調査報告書 （ 
,, ） 

53 3 41 二内沢部遺跡発掘調査報告苫 （ " ） 

53 3 42 むつ小川原開発予定地域内埋蔵文化財試掘調査概 衣八錮新11納、屋105号、熾弥栄31平睦、室ノ久保131、鷹架沼竪
報 、 12)、年、栄181、(10)

53 3 43 下布北調査地報点原告子書力発電所建設予定地内埋蔵文化財分 （遺跡名は第71鮨参照）

54 3 44 羽黒平遺跡 （東北縦貫自動車道関係）

54 3 45 杉の沢遺跡 （ 
,, ） 

54 3 46 松元遺跡 （ ~ ） 

54 3 47 近野遺跡 (N) （運動公園関係）

54 3 48 むつ小川原開発予定地域内埋蔵文化財試掘調査概
報

54 3 49 細越遺跡 （ほ場整備関係）

54 3 50 
むつ小川原開発予定地域内埋蔵文化財試掘調査概
報

54 3 51 桔牛仁コ梗亘ヰ 野工業団地造成に伴う埋蔵文化財試掘調査報 八戸市長七谷地 1-8号遺跡

55 3 52 大平遺跡 （東北縦貰自動車道関係）

55 3 53 砂沢平遺跡 （ 
,, ） 

55 3 54 碇ヶ関村古館遺跡 （ ケ ） 
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青森県教育委員会埋蔵文化財関係刊行物一覧表(3)

刊 行
隻 報 告 因 名 遺跡名 ・備 考

年 月

55 3 55 大面遺跡 （束北縦貫自動車道関係）

55 3 56 永野遺跡 （ ,, ） 

55 3 57 長七谷地遺跡 （桔梗野工業団地関係）

55 3 58 神明町遺跡

55 3 59 板留(2遺跡

55 3 60 五輪堂遺跡

56 3 61 表館遺跡 （むつ小川原関係）

56 3 62 新納屋遺跡2) （ ❖ ） 

56 3 63 席疇跡 （八戸平原関係）

56 3 64 外長根111、前平(21遺跡 （むつ小川原関係）

56 3 65 志民121、田ノ上遺跡 （八戸平原関係）

57 3 66 野辺地町明前遺跡 （東北電力、送電線）

57 3 67 発茶沢遺跡 （むつ小川原関係）

57 3 68 山崎遺跡 （今別町バイパス関係）

57 3 69 右ェ門次郎窪、二合山、石ノ窪遺跡 （東北縦貫自動車道八戸線関係 I)

57 3 70 馬場瀬遺跡1)、(21 （ ,, II) 

57 3 71 下北地点原子力発電所建設f定地内試掘調査 銅谷通11)、(2)、(31、2前0遺坂跡下1）1Hl3)、南通、 見知川山、
浜 、アイヌ野の

58 3 72 鴨平11)遺跡 （東北縦貫自動車道八戸線関係 III)

58 3 73 鴨平(21遺跡 （ " ~ N) 

58 3 74 長者森遺跡 （ " ❖ V) 

58 3 75 銅屋11)、南通、前坂下113)遺跡 （下北原発関係）

58 3 76 鶉窪遺跡 （八戸現状線関係）

58 3 77 松原、陣場川原、槻ノ木遺跡 （一般農道）

59 3 韮窪遺跡 （東北縦貫自動車道八戸線関係¥1)

59 3 牛ヶ沢13)・仕巻沢遺跡 （ ~ ~ ¥Ill) 

59 3 白山平12)遺跡 （ 
,, ,, 糧）

59 3 弥栄平121遺跡 （むつ小川原関係）

59 3 ーの渡遺跡 （浅瀬石川ダム関係）

59 3 浜通遺跡 （ド北原発関係）
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（県立郷土館関係） (1) 

刊行年 月 題 名（書名） 著者名 所収書名 巻 号

昭和48年 6 下田代納屋B遺跡の発掘 三 宅徹也 青森県立郷土館だより 8 

(1973) 9 風韻堂コレクシ ョン目録 青森県立郷土館 青森県立郷土館 催）

昭和49年

(1974) 
8 下田代納屋 B遺跡の発掘調査 三 宅徹也 青森県立郷土館だより 11 

昭和50年 1 下田代納屋 B遺跡第 1次発掘調査概要 井上・天間・三宅 青森県立郷土館報 1 

(1975) 11 蟹田町大平山元遺肪試掘調査概要 三 宅徹也 青森県立祁土館だより 16 

2 下田代納屋B遺跡第 2次発掘調査概要 井上・天間・三宅 青森県立郷土館調査研究年報 1 

2 西津軽郡深浦町吾妻野11遺跡の出土土器について ニ 宅徹也 ヶ 1 

昭和51年 3 小田野沢一下田代納屋 B遺跡発掘調査報告苔一
井 上 ・ 天 間

青森県立郷士館調査報告（考古） 1 
三 宅 • 新戸部

(1976) 3 縄文式士器のうつりかわり 井上•天間・ご宅 青森県立邪士館 催）

12 宇鉄遺跡第 2地点発掘調査概要 天問•井上・三宅 青森県立郷土館調査研究年報 2 

12 大平山元 I遺跡調査概要 三宅•井上・天間 ,, 2 

昭和52年 8 七戸町で大土偶発見 天 間 勝 也 青森県立郷土館だより 8 2 

(1977) 11 宇鉄11遺跡発掘調査概要 • ， 8 3 

2 大平山元11遺跡第 1次発掘調査の概要 三 宅徹也 • 8 4 

3 宇鉄II遺跡発掘調査概要 天問勝也 青森県立郷士館調査研究年報 3 

3 尻八館第 1次調査概要 岩本義雄 • 3 

昭和53年 3 円筒士器の概念とその崩壊 三 宅徹也 ケ 3 

(1978) 5 よみがえ った縄文時代の女性 岩 本義雄 青森県立郷土館だより 9 I 

5 青森県における文字の初見一県内出土の墨書土器一 鈴木克彦 ,, 9 1 

8 縄文琴について一日本最古の琴一 ，， ,, 9 2 

11 下北郡脇野沢村出土の多頭石斧について 岩本義雄 ク 9 3 

2 円筒士器雑惑 三 宅徹也 青森県立郷土館だより 9 4 

3 大乎山元 I遺肪発掘調査報告書 三宅•岩本・山口 青森県立郷土館調査報告（考古） 5 

3 宇鉄1l遺跡発掘調査報告書 天 間・岩松 本
三 宅・ 山

,, 6 

4 

昭和54年 3 蟹83町大平山元n遺跡発掘調査概報 岩― 宅本・天 間木
ニ • 鈴 青森県立郷土館調査研究年報 4 

(1979) 3 尻八館第 2次調査概要 岩本義雄 ,, 4 

3 「県重宝指定の亀ヶ岡遺跡出土遺物」について 鈴木克彦 ,, 4 

5 縄文時代の土製仮面（上面）について • 青森県立郷土館だより 10 1 

8 青竜刀型石器について • • 10 2 

12 弥生時代の土器 ,, ケ 10 3 
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（県立郷土館関係） (2) 

刊行年 月 題 名（書名） 著者名 所収書名 巻 乃に

3 よりがえる奈良•平安時代の青森ー特別展・展示解説図録一 鈴木克彦 青森県立郷土館 圃

3 尻八館第 3次調査概要 岩大 橋本 康義 雄— 青森県立郷土館調査研究年報 5 

3 岩版・士版の研究序説 鈴木克彦 ， 5 
昭和55年

二宅•松横 山3 大平山元11遺跡発掘調査報告書 山ロ・ 山 青森県立郷土館調査報告（考古） 8 
(1980) 

6 青森県の風土と歴史Ill一亀ヶ岡・是川・田舎館 荒井清明 県政のあゆみ 29 6 

7 青森県の風士と歴史121一みちのくとえみし一 ， ,, 29 7 

12 われわれの祖先はどのように生ぎたか 山 道 ・ 天 間本
成田・坂

教育こうほう（青森県） 31 ， 

3 亀ヶ岡遺跡の調査11 市川・鈴木・木村 青森県立郷上館調査研究年報 6 

3 土偶の研究序説 鈴木克彦 • 6 
昭和56年

三上•岩本・大橋
(1981) 3 尻八館調査報告書 倉窪谷田 ・鳴海•桜井 青森県立郷土館調査報告（歴史） ， 
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図版 1 鴨平(1)遺跡近影
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A地区 E t> 

こ遍鳳

A地区 E [>W 

図版 2 覗平(1)遺跡A地区の調査
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B、C地区 S E I> 

C地区 NW[> (東側）

図版 3 鴨平(1)遺跡B、C地区の調査
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A地区基本土層 14ライン (E-W)N-14~0-14 S[> 

図版 4 鴨平(1)遺跡A、C地区の基本土層
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図版 5 鴨平(1)遺跡基本土層
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B、C地区41ライン（東西） N-41 ~0-41付近 s [> 

じ地区Mライン（南北）M-47付近 E t> 

図版 6 鴨平(1)遺跡基本土層
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一

C地区Mライン（南北）M-56、57付近 E [> 

~ 

C地区Mライン（南北）M-66、67付近 E [> 

'"' 滋函~

門鰐疇
.f;-. 

~ 一

匡~'-;安忠怜

C地区南端中掠浮石（白い部分）堆積状況 WI> 

図版 7 鴨平(1)遺跡基本土層堆積状況
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A地区第VII層の縄文土器出土状況

A地区 P-15第VII層の縄文土器出土状況

図版 8 鴨平(1)遺跡遺物出土状況
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A地区第VII層の縄文土器出土状況 N I> 

A地区同 上

図版 9 鴨平(1)遺跡遺物出土状況
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第1号遺構確認状況 SWI> 

第 1号遺構土層断面 s [> 第 1号遺構完掘 s I> 

図版10 溝状ピット(1)
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―- ,,,--" 

第 3号遺構確認・土層断面 N t> s [> 

第 6号遺構土層断面 s [> 
翌9雪心亙、ぞ一^

第 6号遺構完掘 s [> 
図版11 溝状ピット(2)
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第 7号遺構確認状況 s I> 第 7号遺構土層断面 s [> 

第 7号遺構完掘 s I> 

図版12 溝状ピット (3)
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第 8号遺構土暦断面 E [> 第 8号遺構完掘 W[> 

-
g
t
-
•
'
r

，ャ
し

第23号遺構確認状況 N !> 

図版13 溝状ピット (4)
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・ト・ , C 

ふt,.,: 国・,_/
.. ~-鴫 疇、,-....~,,,,, .• —·— 

第23号遺構土層断面 N t> 
C• 

｀ 

""" 第23号遺構完掘 s t> 

第23号遺構深掘土層断面 N t> 
図版14

ヘ
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第24号遺構 N [> 第 4号遺構確認状況 s I> 

第4号遺構完掘 E I> 

図版15 溝状ピット(5).円形・フラスコピット
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第 5号遺構確認状況

N I> 

第 5号遺構完掘 N t> 
図版16 円形・フラスコ状ピット(2)
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、へ、

---- . -・ 

．
 第18号遺構土層断面 E [> 

第18号遺構完掘 Wt> 

図版17 円形・フラスコ状ピット(3)
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第18号遺構底面の炭化物・小ピット E I> 

•l'J!_ 

第27号遺構土層断面 E I> 

図版18 円形・フラスコ状ピット(4)
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第27号遺構完掘 s I> 

第27号遺構の絋底面 W[> 

図版19 円形・フラスコ状ピット(5)
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第2号遺構土層断面 WC> 

第2号遺構完掘 s [> 

図版20 小土拡(1)
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第 9号遺構確認状況 Wt> 

第 9号遺構完掘 WI> 

図版21 小土拡(2)
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；彩f.._as立

．^姿梵
・天糸諮否

!、.......,,し'-'

第10号遺構土層断面 WI> 

ifi. 
第10号遺構完掘 W[> 

図版22 小土拡(3)
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第12号遺構完掘 NWt> 

図版23 小土拡(4)
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第13号遺構土層断面 Wl> 

第13号遺構完掘 NW[> 

図版24 小土拡(5)
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第15号遺構確認・土層断面 s [> 

図版25 小土拡(6)



― 148 ―

鴨平（1）遺跡　　1983

第16号遺構確認・土層断面 s [> 

第17号遺構確認・土層断面 st> 

図版26 小土拡(7)



― 149 ―

鴨平（1）遺跡　　1983

第 9.16.17号遺構 W[>

図版27 小土拡(8)
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、,.,'"叫合森'~-1
-1,...,4;~ 

第19~22号遺構確認状況

べそ臼
丘益必→

第20号遺構土層断面 E I> 

図版28 小土拡(9)
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第19号遺構完掘 s I> 

第20号遺構完掘 s I> 

図版29 小土拡(10)



― 152 ―

鴨平（1）遺跡　　1983

迅

第21号遺構土層断面 E I> 

第22号遺構土層断面 E I> 

図版30 小土拡(11)
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第21号遺構完掘 s [> 

第22号遺構完掘 s t> 

図版31 小土拡(12)
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第19~22号遺構全景 E I> 手前1領吾

図版32 小土拡(13)
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第28号遺構土層断面 WI> 

第28号遺構完掘 W[> 

図版33 小土拡(14)
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第34号遺構確認・土層断面 s I> 

第34号遺構完掘 s [> 

図版34 小土拡(15)
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図版35 小土拡(16)
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第26号遺構土層断面 E I> 

第26号遺構調査地区内完掘

図版36 形状不詳ピット
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風倒木痕土層断面

獣骨の出土状況

図版37 風倒木痕と獣骨の出土状況
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口縁部

原体RL 

原体RL (異条）

底部

潟pr-- 原体LR

図版38 早期の土器（第VII層）
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2の内面
（拡大）

図版39 早期の土器（第V層）•前期の土器
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＇ 

5 (4の部分拡大）

図版40 縄文時代後・晩期の土器(1)
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鴫
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32 
図版41 縄文時代後・晩期の土器(2)(1 ~ 4遺構内出土）
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図版42 縄文時代後・晩期の土器{3)



― 165 ―

鴨平（1）遺跡　　1983

図版43 縄文時代後・晩期の土器・土製品
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図版44 石器(1)
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図版45 石器(2)



― 168 ―

鴨平（1）遺跡　　1983

図版46 歴史時代の出土遺物

20 

(7の部分拡大）

1 歴史時代の土器

2~4 古銭

5、6 き せ る

7 かんざし
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